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浪江町告示第５２号 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１０１条第１項の規定によ

り、令和４年浪江町議会定例会を、次のとおり招集する。 

 

 

   令和４年５月６日 

 

 

浪江町長  吉 田 数 博 

 

 

 １ 日  時  令和４年６月７日（火） 午前９時 

 

 

 ２ 場  所  浪江町議会議事堂 
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      ○応招・不応招議員 

 

応招議員（１６名） 

  １番  武 藤 晴 男 君    ２番  紺 野   豊 君 

  ３番  吉 田 邦 弘 君    ４番  佐々木 恵 寿 君 

  ５番  小 澤 英 之 君    ６番  半 谷 正 夫 君 

  ７番  紺 野 則 夫 君    ８番  佐々木   茂 君 

  ９番  山 本 幸一郎 君   １０番  髙 野   武 君 

 １１番  渡 邉 泰 彦 君   １２番  松 田 孝 司 君 

 １３番  平 本 佳 司 君   １４番  佐々木 勇 治 君 

 １５番  山 崎 博 文 君   １６番  紺 野 榮 重 君 

不応招議員（なし） 

 



６ 月 定 例 町 議 会  

（ 第 １ 号 ）  
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令和４年浪江町議会６月定例会 

 

議 事 日 程（第１号） 

 

令和４年６月７日（火曜日）午前９時開議 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 行政報告 

日程第 ５ 一般質問 
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出席議員（１６名） 

  １番  武 藤 晴 男 君    ２番  紺 野   豊 君 

  ３番  吉 田 邦 弘 君    ４番  佐々木 恵 寿 君 

  ５番  小 澤 英 之 君    ６番  半 谷 正 夫 君 

  ７番  紺 野 則 夫 君    ８番  佐々木   茂 君 

  ９番  山 本 幸一郎 君   １０番  髙 野   武 君 

 １１番  渡 邉 泰 彦 君   １２番  松 田 孝 司 君 

 １３番  平 本 佳 司 君   １４番  佐々木 勇 治 君 

 １５番  山 崎 博 文 君   １６番  紺 野 榮 重 君 

欠席議員（なし） 

───────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

 

町 長 
吉 田 数 博 君  

副 町 長 
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産 業 振 興 課 長 
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企 画 財 政 課 長 
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職務のため出席した者の職氏名 

事 務 局 長 
掃部関   久 君  

次 長 兼 係 長 
中 野 タ華子 君 

書 記 

藤 田 知 宏 君   
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───────────────────────────────── 

○議長（佐々木恵寿君） おはようございます。 

   令和４年浪江町議会６月定例会に先立ち、東日本大震災によりお

亡くなりになられた方々に対し、哀悼の意を込め、黙とうをささげ

たいと思います。 

   ご起立ください。 

［黙とう］ 

○議長（佐々木恵寿君） ありがとうございました。ご着席ください。 

   新型コロナウイルス感染防止の観点から、議場の出入口の開放等

の対策を実施しておりますので、ご理解をお願いいたします。 

   議会だよりに掲載するため、事務局で会議中の様子を写真撮影し

ますので、ご了承ください。また、報道機関から撮影の申出があり

ます。これを許可したいと思いますので、ご了承ください。 

   傍聴される方に申し上げます。 

   携帯電話をお持ちの方は、電源を切るか、マナーモードにするよ

うお願いをいたします。 

───────────────────────────────── 

◎開会の宣告 

○議長（佐々木恵寿君） ただいまの出席議員数は16人であります。 

   定足数に達しておりますので、令和４年浪江町議会６月定例会を

開会します。 

（午前 ９時００分） 

───────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（佐々木恵寿君） 直ちに本日の会議を開きます。 

───────────────────────────────── 

◎議事日程の報告 

○議長（佐々木恵寿君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりで

す。 

───────────────────────────────── 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

   会議規則第127条の規定により会議録署名議員に、16番、紺野榮

重君、１番、武藤晴男君、２番、紺野豊君を指名します。 

───────────────────────────────── 

◎会期の決定 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第２、会期の決定を議題にします。 

   お諮りします。今期定例会の会期は、配付のとおり、本日から14
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日までの８日間としたいと思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 異議なしと認めます。 

   よって、会期は本日から14日までの８日間とします。 

   会期中の会議についてお諮りします。７日、８日及び14日を本会

議とし、９日から13日までは委員会等のため休会としたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 異議なしと認めます。 

   よって、会期中の会議はこのとおり決定しました。 

───────────────────────────────── 

◎諸般の報告 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

   議長としての報告事項は、お手元に配付のとおりですので、ご了

承ください。 

───────────────────────────────── 

◎行政報告 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第４、行政報告を行います。 

   町長から行政報告の申出がありましたので、これを許可します。 

   町長。 

［町長 吉田数博君登壇］ 

○町長（吉田数博君） おはようございます。 

   本日ここに、令和４年浪江町議会６月定例会を招集しましたとこ

ろ、議員各位におかれましては、ご多用の折にもかかわらず、ご参

集を賜り、誠にありがとうございます。 

   行政報告に先立ち、改めて東日本大震災によりお亡くなりになら

れた方々、過酷な避難生活の中で命を落とされた方々のご冥福をお

祈り申し上げますとともに、ご遺族に対し深く哀悼の意を表します。 

   さて、これまで議員各位より強い関心をいただいておりました福

島国際研究教育機構の誘致についてでありますが、３月29日に国の

復興推進会議にて基本構想が決定されたことを受けて、４月15日に

誘致プロジェクトチームを設置いたしました。 

   ５月26日の全員協議会にて、皆様へ提案の概要をご説明させてい

ただいたところであり、機構の誘致に向けて、町一丸となって取り

組んでまいりますので、ご理解、ご協力のほどよろしくお願いを申

し上げます。 

   それでは、３月定例会以降の行政執行の主なものについてご報告

いたします。 
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   初めに、津島支所の再開についてご報告いたします。 

   東日本大震災から11年ぶりに、つしま活性化センターにおいて津

島支所を再開いたしました。４月１日から職員が常駐しまして、支

所業務の一部を行っております。 

   現在は、３月16日の地震の影響で会議室等の利用はできませんが、

一刻も早い復旧に努めてまいります。 

   次に、「町長への手紙」についてご報告いたします。 

   昨年11月から始めました「町長への手紙」については、５月末時

点で48通の手紙が届いております。内容については、要望や苦情、

ねぎらいなどの数多くのご意見、ご要望を頂戴しているところであ

り、すぐに対応できるもの、財源などの検討が必要なものなど様々

ですが、適宜適切に対応してまいりたいと考えております。 

   引き続き町民の皆様からのご意見、ご要望を傾聴し、町政執行に

生かしてまいりたいと存じます。 

   次に、浪江町行政区長の委嘱についてご報告いたします。 

   ５月16日に、浪江町行政区長の委嘱状交付式を行いました。交付

式では、今後２年間の行政区長の活動をお願いしたところです。 

   各地区行政区長の皆様におかれましては、地区住民の絆の維持、

地域コミュニティ活動の促進を図っていただき、地域が抱える諸課

題の対応についてご意見、ご指導をいただくなど、今後の浪江町の

復旧・復興に向けた取組を推進するため、ご尽力賜りたいと考えて

おります。 

   次に、３月16日に発生した福島県沖地震の対応についてご報告い

たします。 

   まず、被害状況ですが、人的被害がなかったことは何よりでした。

一方で、住家については、５月25日時点で19棟、公共施設について

は役場本庁舎など16施設での一部損壊を確認しております。 

   次に、避難状況ですが、地域スポーツセンター、いこいの村なみ

え、サンシャインなみえの３施設を避難所として開設し、これらに

合計99名の方が避難をされました。 

   なお、この地震に伴いまして、３月18日に災害応援協定に基づき

まして、断水の影響が申告であった南相馬市へ浪江ウォーターを約

5,000本ご提供させていただきました。また、５月９日から31日ま

での計17日間、延べ34人の職員を相馬市へ派遣し、甚大な被害のあ

った家屋の認定被害調査に当たりました。 

   東日本大震災以降、私たちがいただいた有形無形の様々なご支援

への恩返しの意味を込めて、また私たちの被災経験を生かすために

も、可能な限り災害支援に力を入れてまいります。 
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   次に、防犯見守り隊の委嘱についてご報告いたします。 

   ３月30日、防犯見守り隊の隊員47名へ委嘱状交付を行いました。

令和４年度は、特定復興再生拠点区域の避難指示解除に向けたバリ

ケードの移動などもあり、また巡回範囲の拡大が想定されますので、

関係機関と連携し、防犯体制の強化に取り組んでまいります。 

   また、防災施設の整備状況についてご報告いたします。 

   ２月末に津島地区消防団の活動拠点となる下津島消防屯所の災害

復旧が完了いたしました。 

   さらに、３月末に、浪江・苅野・幾世橋の３地区の防災コミュニ

ティセンターが完成し、４月16、17日には、これらの施設の見学会

を開催し、行政区長や地区住民の皆様を中心に、多くの方々にご参

加をいただきました。引き続き防災施設の有効利用に向けて周知を

図ってまいります。 

   次に、原子力損害賠償に関する要望活動についてご報告いたしま

す。 

   ３月２日に複数の集団訴訟の最高裁の判決が確定したことを受け、

５月25日に双葉地方町村会として、経済産業省、文部科学省、東京

電力ホールディングス株式会社に対し「避難等に伴う精神的損害に

係る賠償に関する要望」を提出し、原子力損害賠償の完全実施、原

子力損害賠償紛争審査会における適切な対応、被害者の視点に立っ

た親身・迅速な賠償、消滅時効への対応について要望いたしました。 

   次に、復興加速化に向けた要望活動についてご報告いたします。 

   ３月６日に公明党、山口代表に、４月19日に自由民主党東日本大

震災復興加速化本部、額賀本部長に対し「浪江町の復興・創生に向

けた要望書」を提出し、昨年８月31日に示された帰還困難区域にお

ける帰還意向による避難指示解除について、住民の思いに寄り添い

ながら進めるとともに、福島国際研究教育機構を早期に整備するな

ど、復興事業の加速化について要望いたしました。 

   また、５月13日には、浪江町議会議長と共に「原発事故による帰

還困難区域を抱える町村の協議会」会長として、復興大臣などに対

し「帰還困難区域の復興・再生に向けた要望書」を提出し、様々な

ご事情によって帰還できない住民の土地・家屋についても方針を示

すとともに、国の目標である全域の避難指示解除の実現に向けたビ

ジョンを示すことなどについて、強く要望したところであります。 

   さらに、６月１日、２日には双葉地方町村会、双葉地方町村議会

議長会とともに、復興大臣などに対し「双葉地方の復興・再生に向

けた要望」を提出し、双葉地方の復興が成し遂げられるまで、国の

責務として対応していただくよう要望したところであります。 
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   引き続き、議会と連携しながら、復興の加速化と浪江町全域の避

難指示解除の実現のため、積極的に要望活動に取り組んでまいりま

す。 

   次に、指定ごみ袋配布事業についてご報告いたします。 

   町内の違反ごみの解消と生活ごみの分別並びに収集方法の周知を

目的として、５月下旬より町内に居住する世帯を対象に、指定ごみ

袋７種類の無償配布を順次行っております。今後新たに町内居住と

なりました世帯へも引き続き配布をすることで、正しい分別はもと

より、ごみの減容化、リサイクルに努めてまいります。 

   あわせまして、花いっぱい運動の一環として「福島ひまわり里親

プロジェクト」様よりご寄贈いただきました「ひまわりの種」を配

布しております。 

   次に、新型コロナウイルスワクチン４回目の接種についてご報告

いたします。 

   町内の３回目接種につきましては、12歳以上の希望者に対し、地

域スポーツセンターで集団接種を実施しております。現在３回目の

接種終了者数は、町内居住者においては1,410人となっております。 

   今後は、令和４年５月25日付、厚生労働省令に基づき、４回目の

接種を進めていきます。 

   ４回目の接種対象者は、３回目接種の完了から５か月以上が経過

した60歳以上の方及び18歳以上60歳未満の方のうち、基礎疾患を有

する方、そのほか重症化リスクが高いと医師が認める方となります。 

   町内の４回目接種時期につきましては、集団接種にて７月から開

始を予定しております。 

   また、町外に避難されている対象者につきましては、３回目まで

の接種と同様、避難先自治体の接種計画に基づき実施することとな

ります。 

   なお、接種券の発送については、60歳以上の対象者全員に発送し

ます。18歳以上60歳未満の対象者については、基礎疾患等の有無を

確認する必要があることから、６月広報に申込チラシを同封いたし

ました。 

   また、ホームページからの申請受付もしておりますので、その回

答結果により順次発送してまいります。 

   次に、町外の復興公営住宅の入居状況についてご報告いたします。 

   ３月31日現在、県営及び市営、村営合わせ1,291世帯、2,250名の

方が町外の復興公営住宅への入居決定を受け、新たな住環境での生

活を送っております。 

   次に、原油高騰対策生活困窮世帯緊急補助金についてご報告いた
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します。 

   原油価格の高騰による生活困窮世帯への影響緩和策として、原油

高騰対応生活困窮世帯緊急補助金を５月31日現在で1,354世帯へ支

給を完了しております。 

   次に、住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金についてご報告

いたします。 

   長期化する新型コロナウイルス感染症の経済対策であります。令

和３年度の住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金につきまし

て、５月31日現在で2,123世帯へ支給いたしました。 

   なお、令和４年度の住民税非課税世帯等につきましては、７月よ

り支給を行ってまいります。 

   次に、ももいろクローバーＺ 春の一大事2022についてご報告い

たします。 

   ２年越しの開催となりました「ももいろクローバーＺ 春の一大

事2022 楢葉・広野・浪江三町合同大会」が４月23、24の２日間、

Ｊヴィレッジにおいて開催されました。 

   また、当イベントの一つとして「夜桜を見る会 花火大会ｉｎ浪

江」を道の駅なみえ裏の親水公園において開催いただき、ももクロ

ファンをはじめ多くの方々にお越しをいただきました。  
   さらに、翌25日には、居残りライブと称し、スポーツセンターに

おいて、浪江女子発組合のコンサートが開催され、1,300人余りの

方にご来場をいただきました。 

   今後も様々なイベントを通じて、町の魅力を発信し、交流人口拡

大の取組を積極的に推進し、移住、定住につなげてまいります。 

   次に、第３回水素まつりについてご報告いたします。 

   ４月10日、いこいの村なみえにおいて、第３回水素まつりを開催

いたしました。当日は環境省による実証事業で、いこいの村なみえ

に導入いたしました水素燃料電池の運用開始のセレモニーが行われ、

関係者出席の下、完成を祝いました。 

   また、記念イベントとして、ロックミュージシャンの「スギゾー」

氏にご参加をいただき、水素に関するパネルディスカッションや水

素自動車から供給された再エネ電源を使ったエレキバイオリンの演

奏会が行われました。 

   会場では、水素自動車ミライをはじめ水素燃料電池を使ったキッ

チンカーなどの展示会も行われ、100人以上の方にご来場いただき、

水素エネルギーへの理解を深めていただきました。さらなる水素エ

ネルギー利活用の拡大と町民意識の醸成を図るため、今後もこのよ

うなイベントを継続して実施してまいります。 
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   次に、移動販売事業についてご報告いたします。 

   特定復興再生拠点における買物環境を整備するため、イオン東北

株式会社とトヨタ自動車株式会社の協力により、水素燃料電池自動

車を活用した移動販売事業を６月10日より開始いたします。 

   本事業につきましては、双葉町と共同で行うこととなっており、

事業開始に先立ち、５月31日に関係４者による本事業に関する連携

協定を締結いたしました。 

   先行して避難指示解除区域の居住者の多い地域で事業を開始いた

しますが、津島地区等特定復興再生拠点での事業開始時期について

は、引き続き事業主体と協議を続けてまいります。 

   次に、移動水素ステーションの稼働についてご報告いたします。 

   棚塩産業団地に誘致を進めてまいりました「ふくしまハイドロサ

プライ」による移動水素ステーションにつきましては、５月24日に

開所式が行われ、運用を開始いたしました。 

   これにより、町内での水素燃料電池車への充塡が実現いたしまし

た。当ステーションについては、毎週水、木、金曜日の午前10時30

分から午後３時まで営業する予定となっており、今後さらに需要が

高まれば、営業日を増やしていくと聞いております。 

   引き続き、水素モビリティーの利用拡大を図りながら、ゼロカー

ボンシティ実現に積極的に取り組んでまいります。 

   次に、南産業団地の整備状況と企業誘致の取組についてご報告い

たします。 

   南産業団地の第１工区が先月末に完成いたしました。立地第１号

企業の「會澤高圧コンクリート株式会社」の工場建設につきまして

も、順調に進行しております。 

   また、町内産業団地への企業誘致状況ですが、現在、北産業団地

へ日揮株式会社などが設立し、陸上養殖実証事業を行う、かもめミ

ライ水産株式会社が、南産業団地には地元企業であります株式会社

ダイイチと八島運送株式会社が立地に向けて準備を進めており、そ

れぞれ事業者による住民説明会を終えたところであります。 

   引き続き町内への企業誘致をはじめ立地企業のフォローアップ等、

総合的に支援を行い、町民の新たな雇用の場の創出に努めてまいり

ます。 

   次に、農業に係る大学の「復興知」を活用した人材育成基盤構築

事業の取組についてご報告いたします。 

   ５月10日に、連携協定を締結している東北大学と有機米栽培に向

けた取組の第一歩として、アイガモロボットの講習会を酒田地区の

実証圃場で開催しました。 
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   今後、実証実験において、東北大学で開発を進めてきた水田にお

ける雑草害の定量化や生産性評価の２つの技術を用いて、有機米農

法におけるアイガモロボットの有効性の評価検証を行う予定となっ

ております。 

   引き続き、町では、環境に優しい、自然と人が共生する農業に取

り組む農業者の営農拡大、収益向上を支援してまいります。 

   また、５月15日には、同じく連携協定を締結している東京農業大

学と共催し、株式会社舞台ファームの協力の下、棚塩地区の圃場で

田植イベントを開催いたしました。 

   田植には、東京農業大学の学生のほかに、アイリスオーヤマ株式

会社の大山社長と社員が参加し、総勢約60名で田植を実施いたしま

した。当日は、天候にも恵まれ、穏やかな五月晴れの下、参加者は

苗を１本１本、丁寧に植えていきました。 

   東京農業大学の学生は、今回のイベント参加に当たり、浪江の農

業の状況を事前に学習し、田植前日には秋の収穫後に「道の駅なみ

え」などにおいて開催される浪江復興米の販売に向けた検討会を実

施するなど、熱心に取り組んでいただきました。 

   引き続き大学と連携し、地域農業の活性化につながる活動を進め

てまいります。 

   次に、先人の丘の竣工についてご報告いたします。 

   東日本大震災の津波により被害を受けた請戸共同墓地跡に整備を

進めていた先人の丘が３月２日に完成し、３月11日に完成式を執り

行いました。 

   先人の丘は、津波によって散乱してしまった墓石等を集積し、再

び先人を敬い、心を寄せる場となるよう整備いたしました。この先

人の丘が地域住民の心を結び、地域の歴史とともに、震災による経

験を後世に伝えていく施設となるよう期待いたしております。 

   次に、町道の開通についてご報告いたします。 

   ６月６日、請戸漁港小高瀬廹線、そして整備を進めていた町道高

瀬請戸線が全線開通しました。この道路は国道６号から南産業団地、

請戸住宅団地を通り、請戸漁港へ続く道路であり、沿岸部から高台

への津波避難に活用するとともに、請戸漁港のさらなる利便性の向

上が期待されます。 

   次に、教育行政機関関連についてご報告いたします。 

   ３月11日、なみえ創成中学校において卒業式が行われ、１人の生

徒が卒業しました。新型コロナウイルス対策のため、規模縮小、時

間短縮の中、保護者、在校生による式となりました。 

   ３月18日には、浪江にじいろこども園の卒園式が開催され、４名
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の園児が卒園しました。 

   ３月23日には、なみえ創成小学校にて卒業式が行われ、１人の児

童が卒業しました。中学校と同様に、規模を縮小した中ではありま

したが、在校生も全員出席してお祝いし、心温まる卒業式でした。 

   ４月６日には、なみえ創成小学校・中学校の入学式が行われまし

た。小学校入学児童が４人、中学校入学生は３人を加え、小学校は

27人、中学校は12人で、今年度の教育活動が始まりました。 

   ４月７日には、浪江にじいろこども園の入園式・進級式を行いま

した。園児数は、新入園児は７人、進級児は25人で、合計32人が増

築工事を終え、広くなったこども園で楽しく過ごしていきます。 

   ４月28日には、なみえ創成小学校・中学校及びにじいろこども園

において、地震と津波を想定した避難訓練を行いました。今回は徒

歩でサンシャイン浪江まで避難した後、各保護者へ引渡し訓練も行

いました。 

   ５月12日には、南相馬市雲雀ヶ原陸上競技場で相双地区中体連陸

上競技会が開催され、なみえ創成中学校から出場した男子砲丸投げ

では見事１位となり、７月に開催される福島県大会において、さら

なる健闘をご祈念申し上げます。 

   以上、３月定例会以降、現在までの取組についてご報告させてい

ただきました。 

   なお、今期定例会にご提案申し上げる案件は、条例改正案件１件、

土地の取得案件１件、契約の締結及び変更案件７件、調停の申立案

件１件、令和４年度の補正予算案件３件、同意案件２件、報告案件

５件であります。 

   詳細につきましては、提案の都度、ご説明申し上げますので、よ

ろしくご審議、ご承認をいただきますようお願い申し上げます。 

   以上をもちまして、私からの行政報告とさせていただきます。 

○議長（佐々木恵寿君） 以上で行政報告は終わりました。 

───────────────────────────────── 

◎一般質問 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第５、一般質問を行います。 

   一括質問方式については、慣例により質問が30分、再質問が10分、

再々質問が10分以内となります。 

   一問一答方式については、質問、答弁合わせて60分以内となりま

す。質問は自席で行います。 

   通告された一般質問の中で同一内容と思われる事項が２人以上の

議員から出されております。議事整理上、また円滑な議会運営を行

うため、後順位者が先順位者の質問に対する執行部の答弁で了解し
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たときには、その件について撤回するか、または不足分の答弁を求

めることでご協力をお願いします。 

   また、一般質問は通告順に許可をします。質問、答弁ともに簡潔

にお願いをいたします。 

───────────────────────────────── 

◇ 髙 野   武 君 

○議長（佐々木恵寿君） 10番、髙野武君の質問を許可します。 

   10番、髙野武君。 

［10 番 髙野 武君登壇］ 

○10番（髙野 武君） おはようございます。 

   10番、髙野武でございます。議長の許可をいただきましたので、

一般質問を行わせていただきます。 

   なお、方法としては通告書の記載どおり一問一答方式で行いたい

と思いますので、よろしくお願いをいたします。 

   まず、質問に入ります前に、今般３月定例会を自己都合により欠

席をいたしまして、町はじめ議員の皆さん方には大変ご迷惑をおか

けいたしましたこと、この場をお借りいたしまして改めておわび申

し上げます。 

   あわせまして、質問の中で定例会中、欠席のためいただいた資料

を基にした内容もございますので、各議員に対し説明済みの案件も

あるかと思いますが、あらかじめご理解いただきたいと思います。 

   それでは、順を追って質問いたします。 

   １番目に、東京電力が計画している処理水の海洋放出であります。 

   私も漁業者の立場から、本会議ばかりでなく、漁協内での説明会

にも毎回ではございませんが、出席し、反対の意思表示をしており

ます。国・東京電力の考えとしては、関係者の理解なしには、海洋

放出はしませんと、どこの会場でも説明はしておりますが、現実に

は来年春をめどに放出したいと、国、東京電力、マスコミ等が国内

をはじめ海外にも発信しておりますし、実際本年５月18日に原子力

規制委員会が処理水の海洋放出認可の報道がありました。正式な認

可は６月頃の見通しだそうですが、このための施設も建設中でもあ

りますので、説明会でもこの件を指摘しながら来年春までの短い期

間内で関係者の理解を得られるのかと、幾ら質問しても努力いたし

ますの回答ばかりでは納得もできず、疑問とともに不信感も増幅さ

れております。 

   当議会においても、何度か説明会がありましたが、議会としてで

はなく、風評を被るおそれがある関係者というか、自治体として、

町ではどのような見解を持ち、さらには要望、要求活動を展開して
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きたのか、初めに伺いたいと思います。 

○議長（佐々木恵寿君） 町長。 

○町長（吉田数博君） ただいまの質問にお答えいたします。 

   処理水の海洋放出に関しましては、政府の基本方針が示された時

点で、福島第一原発から最も近い漁港を抱える本町にとっては、町

が掲げる持続可能なまちづくりの阻害要因になりかねない旨を表明

いたしました。 

   その上で、内閣府主催の廃炉・汚染水・処理水対策福島評議会の

席上においては、国の責任の下、風評払拭に向け、十分な対策と風

評被害が完全になくなるまで万全の支援を行うことを町の意見とし

て申し上げており、自民党東日本大震災復興加速化本部に対する

「浪江町の復興・再生に向けた要望書」の中でも処理水問題を取り

上げてまいりました。 

   今般５月24日に福島県町村会でも、処理水問題を含めた「本県の

復興・再生に向けた特別決議」を採択したところであり、これらを

踏まえまして、その安全には万全が期されるとともに、漁業者をは

じめとする関係者への理解醸成、風評抑止対策が確実に講じられる

よう、今後も関係機関と連携を図りながら、様々な機会を捉え、国

及び東京電力に対し強く求めてまいりたい、こんな思いでございま

す。 

○議長（佐々木恵寿君） 10番、髙野武君。 

○10番（髙野 武君） ただいまの回答でありますけれども、やはり本

当もうほとんど予想したとおりであります。これ以上、掘り下げて

深く質問をいたしましても、町として国の方針を答えられないこと

は十分に理解できます。議長、ですので、これ以上の質問は控えま

すけれども、この問題について、決議書、意見書を提出いたしまし

た立場として、町の考えが見えないことには、今後の対応や要望も

考えなければなりませんので、質問をいたしましたが、一漁業者と

して私は処理水海洋放出には断固反対であると意思を再度明確にす

るとともに、当町では地元の農業、漁業をはじめ各種産業が再開、

再興に向けて努力中でもあり、特定復興再生拠点の除染計画も発表

にはなりましたが、依然として白地地区は残りますので、今後とも

言うべきことは言うの姿勢で望んでいただきたいと思います。 

   別に答弁は要りませんけれども、何かあれば伺いたいと思います。 

○議長（佐々木恵寿君） 町長。 

○町長（吉田数博君） 今おただしのように、やはり農業者がなりわい

として子々孫々まで継続できるように、町として今おただしのあり

ました言うべきことはきちっと伝える、そのことを徹底してまいり
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たい、このように考えております。 

○議長（佐々木恵寿君） 10番、髙野武君。 

○10番（髙野 武君） 今後ともぜひよろしくそういう姿勢で臨んでい

ただきたいと思います。 

   それでは、２番目の質問に移りたいと思います。 

   今般の先人の丘の完成で避難先から帰り、荒れ果てた墓石を見る

たびに、心の安まることのなかった請戸地区住民も安心して生活が

できると、大変喜んでおりますことを申し上げまして、質問に移り

たいと思います。 

   町でもご承知のとおり、請戸地区は災害危険区域に指定され、建

物は建ててもそこで生活することはできなくなり、仕方なく町外に

新しく生活の拠点を移した住民が大半であります。 

   このことから分かるように、大字の存亡の危機であることはご存

じのことかと思います。 

   また、昨年の町政懇談会の中でも、数名の方から行政区再編に関

しての質問が出ましたが、今回は見送りたいと思います。 

   そこで、（１）の質問ですが、先人の丘と大平山霊園の玉砂利の

件で（３）までは、内容的に共通している部分が多く、順不同の質

問もあるかと思いますが、あらかじめご了解をいただきたいと思い

ます。 

   先人の丘の整備に関し、地区各所に点在していた石碑の移設の件

です。これは碑文、由来記等、地元にとって大変貴重な財産でもあ

り、町にも請戸地区が存在した証として１冊の本にまとめて提供し

てありますが、機会があればぜひご覧いただきたいと思います。 

   前置きが長くなりました。その石碑の周りが玉砂利のために、高

齢者から車椅子では入れない、足元が不安定で危ないと、大字の総

会でも何とか手直しというか、改修はできないものかとの意見が出

ましたので、その点で質問いたしたいと思います。これも国の補助

事業での整備ですが、何か設計に当たって基準のようなものがあっ

たのか、伺いたいと思います。 

   あわせまして、改修工事は可能なのか、また工事に関し、何か制

約でもあるのか、可能なら手続等も含めていつ頃になったらできる

のか等の問題点をまとめて伺いたいと思います。 

○議長（佐々木恵寿君） 建設課長。 

○建設課長（戸浪義勝君） まず、先人の丘に集積されました玉砂利の

改修は可能かというようなご質問にお答えいたします。 

   まず、設計に当たって基準のようなものがあったのかにつきまし

ては、先人の丘の設計に当たっての基準や要件についてですが、墓
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石等を集積した丘を周遊する園路について、一般の方も高齢者の方

もが通行しやすいように、勾配などにも配慮し、平坦性や園路の幅

など条件提示を行っておりました。 

   また、以前は共同墓地だったということで、全体がコンクリート

やアスファルト舗装ばかりの無機質なものではなく、ある程度格式、

風情のある仕様として通路は舗装に、周辺は玉砂利を敷いた設計と

しております。 

   また、改修工事は可能なのか、何か制約があるかのご質問につき

ましては、改修工事については先人の丘は国の補助を受けて工事を

しております。工事の竣工後の改修等の作業については、原則とし

て整備後10年間は形状や機能を変えてはいけないということとなっ

ております。仮に10年を待たずに改修などを行った場合は、補助金

の返還等の措置がされる場合がございます。 

   以上です。 

○議長（佐々木恵寿君） 10番、髙野武君。 

○10番（髙野 武君） 10年以内には改修ができないという回答ではご

ざいましたけれども、やはり地元住民の声を伺いました。やはり10

年間の規定はちょっと長過ぎるんだ、ということはですね、やはり

請戸行政そのものが今までの経緯を申しますと解散という方向でず

っと動いてきたわけでございますけれども、ただ先ほど申し上げた

とおり、大字地区の損壊とやはりこの問題は解決していただかない

と、どうしても行政区の存在している位置、確実であるということ

は、やはり行政区存在そのものがなくなってしまえば、いつの間に

かうやむやになるんではないのかという懸念が、地区住民からかな

り懸念されております。ということですので、10年間ということは、

ちょっと私は長いなと思うんですけれども、その辺の対策をまた

あとの問題と兼ね合いもありますので、ちょっとひとまず置きま

す。 

   置きますというよりも、次に移りまして、先ほど申し上げたとお

り、先人の丘等、大平山霊園の場合にはある程度質問内容が共通し

ている部分がございますので、こちら前置きとして今の点は申し上

げておきます。 

   それでは、（２）です。 

   地元行政区よりも、大平山霊園の通路が玉砂利でやはり同じ問題

点があると思いますけれども、これは介助があっても墓参もなかな

か難しい、という要望があったと思いますけれども、町に。まずそ

の辺を確認いたしましてから、先人の丘の石碑の前、新しく移設し

た石碑、あの辺の周りにどうしてやはりそういう要望が反映されな



- 19 - 

かったのか。また、先人の丘の設計段階での地元の区長の役員さん

が知っているわけですけれども、聞いたのか、要するに意見等を聞

いてそれを参考にしたのか、伺いたいと思います。 

○議長（佐々木恵寿君） 建設課長。 

○建設課長（戸浪義勝君） 先人の丘については、完成予想図を用いま

して打合せをさせていただいたところでございます。完成予想図は、

園路を利用する人や丘、集積する石碑などが描かれておりましたが、

あくまでイメージですので、縮尺が決まっておらず、園路近くに石

碑があるイメージでしたので、園路から直接近くで石碑が見られる

イメージを持たれていたのかなと思います。 

   また、石碑周りの通路に関しましては、工事が竣工しまして、完

成式の際に、請戸区長より請戸行政区で準備されました請戸区碑に

行くために通路がなく、車椅子などではいけないので通路が欲しい

と申出をいただいておりますが、補助事業の性質上、現在のところ

改修は難しいと認識をしているところでございます。 

○議長（佐々木恵寿君） 10番、髙野武君。 

○10番（髙野 武君） 今建設課長がおっしゃったように、やはり地元

の行政区からそういう要望を受けていた、という話でございますけ

れども、やはり先人の丘整備に係る私そのものがこの金額、図案に

関して賛成した記憶もございますけれども、ただ私そのものが受け

ていたというか、失念いたしましたのは、やはり健常者ではなかな

かそういうものに対して理解ができないと。やはり健常者に対して

の理解ができないということは、いろいろな形での後から申し上げ

ますけれども、県条例なんかでもやはり身体障害者とか、身体とは

いいますけれども、障害者に優しいまちづくりの条例として、こん

な形があるかと思います。それで国のほうでも同様な政策、条例が

あるかとは思いますけれども、ただやはり障害者に優しいまちづく

りに関して考えれば、国のほうでも県のほうでも、そういう条例が

存在するということが理解いただければ、ある程度の改修も可能で

はないのかなという理解というか、私の解釈ですけれども、解釈の

基に何とかならないのかなと。10年という期間を待たずに何とかな

らないのかなという思いから質問いたしましたけれども、この件に

関して何か課長のほうから答弁があればお願いしたい。 

○議長（佐々木恵寿君） 建設課長。 

○建設課長（戸浪義勝君） 条例の対象と限らず、公共施設につきまし

ては人に優しい施設でありたいと考えております。ただ、今回の場

合補助事業の性質上、費用面からも改修は難しいと思いますし、今

後のまちづくりの施設の施策には今後とも反映させていければと考
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えております。 

   以上です。 

○議長（佐々木恵寿君） 10番、髙野武君。 

○10番（髙野 武君） 課長の答弁は十分理解はできますけれども、ま

だちょっと私としては不満もかなり残ります。やはりこれからの高

齢化社会、また地区住民そのものが一般的に高齢者の比率が高くな

ってきております。その中で私もですけれども、これから高齢者に

なれば、やはりこの後に質問する霊園関係でもそうですけれども、

車椅子が必要になった場合、いずれなる可能性は十二分にあります

ので、その辺も十分これからはいろいろな公共施設でもありますけ

れども、いろいろな制限する中でぜひこの点も十分留意というか、

考えていただければなと思います。 

   次に移ります。 

   （３）です。前の大平山霊園の整備の件では、後に説明を受け、

区長のほうからやはり通路が玉砂利では介助があっても車椅子で自

分のお墓まで行けない、ということで、町に対して話をしましたが、

今回は何の相談もなかったなと思います。そこで、大平山霊園の通

路の件ですが、玉砂利を敷き詰めるということは、見た目というか、

景観上の問題なのか、それとも予算の問題なのか、私には分かりま

せんが、玉砂利と舗装の場合、予算面でどのぐらいの差、開きがあ

ったのか、お伺いしたいと思います。 

   あわせまして、改修工事も同じように今の答弁でございますけれ

ども、やはり可能かどうか、その辺も併せてお願いしたいと思いま

す。 

○議長（佐々木恵寿君） 建設課長。 

○建設課長（戸浪義勝君） 玉砂利と舗装の場合の予算面での差につい

てでございますが、工事の設計の際に舗装との比較はされておりま

せんでしたが、当時の玉砂利と現在の舗装の設計費の比較をさせて

いただきます。玉砂利ですと、当時の工事費で約900万円、舗装に

つきましては現在の玉砂利を撤去しまして舗装をする場合につきま

しては約1,100万円の設計額でございます。 

   以上です。 

○議長（佐々木恵寿君） 10番、髙野武君。 

○10番（髙野 武君） 先ほどと若干重複はするんですけれども、やは

りこれだけの予算の開きがあるということは、予算面で考えたのか

なとは思いますけれども、ただ私が思うにはやはり玉砂利と舗装の

場合では最終的にメンテナンス、要するに掃除の関係ですね。先人

の丘関係では玉砂利の下、約３センチから４センチぐらい下にゴム
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シートみたいなのが敷いてあるんです。それは除草関係の問題だと

思いますけれども、ただ霊園の場合には下にそういう除草等、そう

いうものが一切ないと思いますが、ということは雑草等が生えてき

た場合、これからの梅雨のシーズンになりますので、自然と雑草関

係等はこれから生えてくるのかなとは思います。それで、自分のお

墓の前は大概自分ちで掃除はすると思いますけれども、何せ玉砂利

ですので、草刈りというのはないと思いますけれども、ただこの掃

除、メンテナンスを考えたときに、私は玉砂利よりは舗装のほうが

よかったなという考えではおりましたけれども、実際できてしまっ

た後の話で、これからのメンテナンスを考えたときに、やはりちょ

っと地元行政区との掃除とか、そういうものも足りなかったのかな

と思います。 

   ただ、その辺でやはり地元の行政区長さんのほうから、こういう

ことで完成した後ですから、完成した後に報告を受けましたという

ことですので、やはり知らないことが何かしら行き違い、擦れ違い、

どの辺まで詳細に地元の行政区に対して話をしたのか。また、話合

いというか、そういう形での協議を持ったのか、その辺ちょっと伺

いたいと思います。 

○議長（佐々木恵寿君） 建設課長。 

○建設課長（戸浪義勝君） 設計の段階におきましては、墓地の設計の

経験のある設計会社を指名するなど、墓地の設計に精通した業者に

委託をいたしまして、構想の段階から近年の統一的な区画の構成、

墓石のイメージを持って設計に反映をさせていただいたところでご

ざいます。 

   行政区との打合せでは、区画の数や区割りのイメージなどを共有

させていただいたと思いますが、やはり細かいところの構造につき

ましては、なかなか分かりづらいところがあったのかなと感じてい

るところでございます。 

   以上です。 

○議長（佐々木恵寿君） 10番、髙野武君。 

○10番（髙野 武君） ただいまの課長の答弁でございますけれども、

十分内容的には理解もできますし、了解もできます。ただ、先ほど

申し上げましたとおり、やはり地元住民として、ちょっとこれから

10年間は、竣工したのが正直私も勉強不足でいつ頃かは知りません

けれども、その辺も併せましてですけれども、これからあと何年ぐ

らいになって改修が、竣工から10年ですか、それぐらい後の改修に

なるという場合の改修工事はまずしていただけるのか、10年経過し

た後ですけれども、その辺をまず伺いたいと思います。 
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○議長（佐々木恵寿君） 建設課長。 

○建設課長（戸浪義勝君） 10年を経過した後にということでございま

すが、費用面等もございますので、その段階で、その時点でまたい

ろいろと協議をさせていただくようになるかと思います。 

   以上でございます。 

○議長（佐々木恵寿君） 10番、髙野武君。 

○10番（髙野 武君） やはり地元住民の意向を十分酌んでいただいた

上で、再度協議をしていただくという理解でよろしいかと思います

けれども、ただその間にまた再度問題が出る可能性も十分考えられ

ます。それも地元自治会のほうである程度いろいろな課題を検討す

るものとは思いますけれども、その辺も併せてご協議いただきたい

なと思います。 

   以上です。 

   それでは、４番に移ります。大平山霊園の件で今言ったのと関係

等あります。それは各区画の表示が現在はアルファベットの表記に

なっております。昔から請戸地区では１番組から４番組との表記を

従来、表記というか、通常ですけれども、表記を従来のように使用

しております。親戚や友人のお墓を探すのに大変苦労するとのこと

です。遠来からたまに来る人ともなれば、なおさらのことと聞いて

おります。 

   そこで、昔からの１から４番組の表記ならば、すぐに親戚なり友

達のお墓がこの近く、この区画にあるのかということが理解できま

すので、また高齢者の方ならなおさらのことであります。この件で

表記の変更は可能なのか伺いたいと思います。 

○議長（佐々木恵寿君） 建設課長。 

○建設課長（戸浪義勝君） ご質問にお答えをいたします。 

   現在、大平山霊園の区画の表示につきましては、区画とあと列、

番号等を表示しており、対象の区画が大体ピンポイントで行けるよ

うな表示にしております。 

   ご家族以外の方、ご親戚の方等がお墓参りをする際は、旧番組の

表示があると分かりやすいとのおただしですが、分譲当初はある程

度旧番組ごとなどのエリアに集まるように配置をさせていただいて

おりますが、現在はキャンセル等で空いたところに津波被災地以外

の方の区画も全体的に散らばっておりますので、旧番組の表示をい

たしますと、かえって混乱を招くおそれがありますので、現在の看

板の運用を表示させていただきたいと思っております。 

   以上です。 

○議長（佐々木恵寿君） 10番、髙野武君。 
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○10番（髙野 武君） 現在の課長の答弁では変更はちょっと難しいと

うことではございますけれども、ただ私も地元に住んでおりまして、

はっきりいって地元の方がある程度掌握していると。地元というか、

何番組とかに関してですけれども、掌握しているということでござ

いますけれども、やはり自分の友人のお墓がどの辺にあるのか、ち

ょっと、かなり不明確であります。同じ地区に住んでおるものとし

ても、やはりその点を考慮していただければ、私個人的な考えとし

ては、霊園の駐車場付近のどこかしらでも結構ですから、１枚の大

きな看板にＡＢＣＤの表示のほかに、やはりそこに何番組と、あと

先ほど申しましたように、いろいろな津波被災者の方も埋葬されて

いるということでございますけれども、その辺も一緒に１枚の大き

な看板、サイズは別ですけれども、大きな看板にある程度そういう

表記をというか、一緒に混合した表記ですね。そういうものをして

いただければどうかなと思いますので、その辺の見解をお伺いした

いと思います。  
○議長（佐々木恵寿君） 建設課長。 

○建設課長（戸浪義勝君） 繰り返しになりますが、例えば１番組のエ

リアの中に別の津波被災地以外の方、新しくほかの地区の方が所属

しているというか、そこにお墓があるというような方がその表示を

見た際に、私はこの組ではないよ、というような何か問合せ等も来

る可能性もございます。今後検討の対象とさせていただければと思

います。 

   以上です。 

○議長（佐々木恵寿君） 10番、髙野武君。 

○10番（髙野 武君） 検討していただけるという理解の基に次の質問

に移りたいと思います。 

   大きな３番ですか。震災遺構の件です。 

   （１）ですけれども、昨年10月24日の震災遺構のお話の以来、現

在に至るまでの団体、個人別の来館というか、入場者数を伺いたい

と思います。 

   あわせまして、現在まで語り部の予約依頼というか、要請は何回

ぐらいあったのか、伺いたいと思います。 

○議長（佐々木恵寿君） 教育次長。 

○教育次長（蒲原文崇君） ご質問にお答えいたします。 

   震災遺構請戸小学校は、昨年10月24日から一般公開を開始し、約

７か月半がたちました。６月１日現在での来館者総数は約２万

8,000人となっております。 

   内訳としましては個人が約８割程度、団体が２割程度となってご
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ざいます。 

   １月、２月は新型コロナの影響により、高校や小・中学校の視察

キャンセルが多かったところでございますが、最近は徐々に増えて

おり、団体の約半数は高校や小・中学校の防災教育旅行などによる

視察となっているところでございます。今後はさらにこういった児

童・生徒の視察機会は増えていくものと想定しているところでござ

います。 

   語り部やガイドにつきましては、一部問合せがございますが、現

在はスタッフを展示スペースに配置し、来館者のご質問にお答えす

るような形でご対応させていただいているところでございます。 

   以上でございます。 

○議長（佐々木恵寿君） 10番、髙野武君。 

○10番（髙野 武君） ありがとうございます。 

   それでは、２番に移りたいと思います。 

   語り部の身分というか、非常勤とは思いますけれども、給料、勤

務時間等の問題もあります。人材の確保にもその点で影響が出ると

思いますので、現在の語り部の登録というか、その人数と勤務回数

を伺いたいと思います。 

○議長（佐々木恵寿君） 教育次長。 

○教育次長（蒲原文崇君） ご質問にお答えいたします。 

   語り部ということではございませんが、現在管理運営として８名

のスタッフを会計年度任用職員として雇用しております。勤務回数

もそれぞれの事情がございますので、毎日ではなく週１日のみの勤

務の方や週二、三日の方、また午前のみ、午後のみとなってござい

ますが、シフトを組んで平日には最低２名体制、休日には最低３名

体制で管理運営をしているところでございます。 

   現在は、これらスタッフにより来館者からのご質問への対応、ま

た当時の状況や展示品などの説明を行っているところでございます。 

   以上でございます。 

○議長（佐々木恵寿君） 10番、髙野武君。 

○10番（髙野 武君） 平日は２名とあとスタッフとして管理運営して

いる人たちは８名ということ、約２名、あと休日が３名という体制

で運営しているということですけれども、この点に関しては別に問

題にする気はございませんけれども、何か今後この人数とか、また

スタッフの運営方法に対して問題等がありましたらばお願いします。

なければ結構です。 

○議長（佐々木恵寿君） 教育次長。 

○教育次長（蒲原文崇君） スタッフの確保については、なかなか人が
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いない中で来ていただいている状況でございます。今後教育旅行

等々が増えた場合に、平日２名体制で足りるかどうかというのは、

これからの課題になってくるのかなと正直思っているところでござ

いまして、その場合にはまた新たなスタッフということで、確保し

たいということは考えているところでございます。 

   以上でございます。 

○議長（佐々木恵寿君） 10番、髙野武君。 

○10番（髙野 武君） やはり福島県で唯一の震災遺構になります。こ

れから現在はコロナでいろいろと入場、来館者も少ないかとは思い

ますけれども、国の方針としてもある程度はいろいろな行動範囲が

広がるということで、これからの対応としては十分その辺は認識し

ていただいた上で運用していただきたいと思います。 

   ３番に移ります。 

   現在はコロナの関係もありました、入場者数も少ないとは思いま

すが、先ほど申しましたとおり、県内唯一の施設でもありますので、

現時点での広報活動の内容と併せまして今後に予定しているＰＲ活

動があればお教えいただきたいと思います。 

   あわせまして、新たな展示物の募集状況、これはどうなっている

のかなということがありますので、その辺も併せて伺いたいと思い

ます。 

○議長（佐々木恵寿君） 教育次長。 

○教育次長（蒲原文崇君） 質問にお答えいたします。 

   ＰＲ広報活動につきましては、福島県の観光物産交流協会や震災

遺構の協議会である3.11伝承ロードなどと連携協力し、広く請戸小

学校のＰＲをしているところでございます。そのほかにも県内各市

町村教育委員会や旅行会社などにもパンフレットを送付するなど、

施設の案内をしているところでございます。 

   また、今年中に震災遺構請戸小学校のホームページの整備を計画

しており、広く周知することを予定しているところでございます。 

   次に、展示関係でございますが、開館当初から増やした展示の主

なものを紹介させていただきますが、１つとしては役場の広報担当

や当時の先生方が撮りためていた学校行事などのスナップ写真の掲

示をしております。 

   また、校長室の金庫で保管されていて、津波に浸かってしまった

学校沿革誌などの保存文書について、このたび国文学研究資料館の

西村教授などにご支援をいただき、保全作業を行っていただきまし

たが、それら資料の一部を展示しているところでございます。 

   また、卒業アルバム製作を請け負っていた写真館から請戸小学校
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の卒業アルバムの寄贈をいただきましたので、それらアルバムを閲

覧できるような形にしております。 

   さらには、国土交通省が津波到達直後に仙台からいわき市までの

沿岸部を空撮により状況調査したときの映像、これもお借りするこ

とができましたので、そういったものを展示するということで展示

内容を増やしているというところでございます。 

   以上でございます。 

○議長（佐々木恵寿君） 10番、髙野武君。 

○10番（髙野 武君） かなりいろいろな方面から今募集して、また集

まってきている。 

   先ほど次長おっしゃいましたように、やはり津波の到来時の航空

写真の映像ですか、これも展示していただけるということでありま

すけれども、実際問題としてかなり厳しい、厳しいというか、現実

としてやはり厳しい状況であったということがご理解いただける資

料であるということは私も十分理解できます。これも役場職員の

方々の努力のたまものかなと思いますけれども、そればかりではな

く、もっともっと広範囲な資料というか、ものをもっと提供してい

ただくような体制もまた併せて取っていただければ幸いと思います

ので、これもよろしくお願いいたしたいと思います。 

   それでは、大きな３番はこれで終わりになります。 

   それでは、請戸漁港施設について４番目の質疑に移りたいと思い

ます。 

   （１）ですが、昨年度９月、総務常任委員会の説明の中で請戸漁

港施設内にモニタリングポストを新設したいと報告がありましたの

で、現場視察であったんですけれども、４月以降に説明は確認いた

しました。しかし、いまだに設置されておるか、確認ができません

でしたので、その経過を伺いたいと思います。 

   あと請戸漁港からも現在まで設置していないということですので、

これの推移等をお聞きします。 

○議長（佐々木恵寿君） 総務課長。 

○総務課長（横山秀樹君） お答えいたします。 

   請戸漁港内へのモニタリングポストの設置につきましては、関係

機関と調整しまして、貯氷冷凍庫施設の付近に整備していただくこ

ととしております。  
   しかしながら３月に発生しました福島県沖地震によりまして、当

該冷凍庫施設の修繕が必要となったため、設置に至っておりません。

当該施設の修繕が済み次第、整備を進めてまいりたいと考えており

ます。  
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○議長（佐々木恵寿君） 10番、髙野武君。 

○10番（髙野 武君） 現在課長のおっしゃったとおり、やはり冷凍庫

の施設周りだったので、迅速にするのはその辺で無理だということ

でしたので、その辺、次回また聞きたいと思います。 

   ただ、修理時期が何月と明言されているわけではございませんの

で、やはりできる限りの早い修繕をお願いしたいと思います。 

   （２）に移ります。 

   漁港の荷さばき施設の屋上ですか、この辺にライブカメラ、要す

るにカメラなんですけれども、この件で設置計画があるということ

で耳に挟んだものですから、説明ができるならば計画なり、運用方

法等を伺いたいと思います。 

○議長（佐々木恵寿君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（金山信一君） ライブカメラのご質問にお答えします。 

   ライブカメラにつきましては、令和４年３月に福島県事業として

請戸漁港荷さばき施設屋上に設置されました。 

   主な設置目的としては、漁業活動の支障となる行為の監視、地震

時における津波の状況確認、漁港内の防犯、荒天時の波浪状況の確

認などが挙げられます。 

   災害時のみならず、平常時における漁港内の状況把握に非常に有

益であると判断し、町として設置することについて了承いたしまし

た。 

   現在ライブカメラは、運営に向けて調整中であり、運営開始後は

10分間隔の静止画として県のホームページで公開すると聞いており

ます。スマートフォン等で誰でも閲覧できることから、遠方から通

われる漁業者の皆様の負担軽減につながるものと理解しております。 

   以上です。 

○議長（佐々木恵寿君） 10番、髙野武君。 

○10番（髙野 武君） 大変ありがたい形だと思います。 

   これが設置されれば、リアルタイムでパソコンやスマホからも映

像が見られるというふうになりますので、今課長がおっしゃったよ

うに地震とか津波の確認、あとは災害時の様子が確認できます。 

   それと、地元の漁業者は仙台、北は宇都宮方面、南はいわき市、

中通りや福島市や二本松からも通勤しておりますので、船の状況や

港を自分の目で確認できれば、それ相応の財産等を置いてあります

ので、安心面で自分の目で確認できることは心強いことと思います。

これも早期の運用開始を望んでおります。 

   また、これは話が飛躍するかもしれませんが、今現在、相馬港の

ほうでも同じようなライブカメラを設置して、テレビで夕方に見る
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ときもあるんですけれども、やはり私個人としては県のほうで設置

していただけるのであれば、たしか福島県だけど、県のほうにおい

てもある程度確認になっているかとは思うんですけれども、その辺

をもっと協議をしていただいた上で、テレビあたりでも、ちょっと

テレビカメラでライブ中継してテレビ画面で放映していただければ

もっとありがたいなとは思いますので、それもぜひ検討していただ

きたいなと思います。 

   この件は終わりますけれども、本来ならばこの時期に昨年２月、

本年３月に二度の強い地震で被害を受けた荷さばき施設の復旧計画

をするつもりでしたけれども、５月16日頃から復旧が始まりました

ので、今取り上げませんが、この件で施設の早期復旧を求めるとと

もに、関係者の皆さん方のご努力に敬意を表しまして次に移りたい

と思います。 

   ５番目です。最後の質問になります。３月定例会期間中の全員協

議会での資料を基にお尋ねをいたしますが、私欠席しておりました

ので、資料の確認から申し上げます。 

   その前に、２つほど確認をしておきたいと思います。 

   １つ目は、請戸地区の仮置場の土地の所有の件、昨年９月定例会

で私の一般質問に対して住民課長の答弁で、今年度末までに一部の

返地を予定しております。残る地区については事業が完了すれば、

現状復旧しながら返還されると考えておりますので、そういう答弁

でした。全て民有地という解釈でいいのか、その辺お尋ねいたしま

す。また、何％ぐらい返地されたのか、それも数字が分かればちょ

っとお聞きしたいなと思います。 

   ２点目、仮設焼却炉の件で令和元年の資料で双葉町から約4,000

トンの災害廃棄物を、処理を予定しています。しかし仮設焼却炉が

12月中に双葉町で供用開始予定なのにそこの持込みがないと伺った

記憶がございますけれども、令和元年９月の一般質問の中で、双葉

町からの持込み予定はありませんと、これはどういうことか。これ

以上、持ち込まれないという記載がありましたけれども、それとは

別にまた浪江町にはまだ４万トンの余力があるか、これも伺います

ので、先ほどの土地の所有権、双葉町からの一般廃棄物の持込みの

件の確認をいたしたいと思います。 

○議長（佐々木恵寿君） 住民課長。 

○住民課長（柴野一志君） ご質問にお答えいたします。 

   まず、請戸仮置場の土地の所有権でございますけれども、おただ

しのとおり全て民有地でございます。 

   それから、令和元年９月の全員協議会以降の双葉町の一般廃棄物
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の持込みについてでございますけれども、本年４月までで14トンと

なってございます。こちらは、現在、南部衛生センターの新焼却施

設整備を行っておりまして、これに伴い処理できない可燃物につい

て当初北部衛生センターにおいて処理をすることとされておりまし

た。このうち、特に季節的に多く発生する刈草等、大量のごみを処

分することは北部衛生センターの処理能力では困難であることから、

郡内の環境省所管の仮設焼却施設の稼働状況を見ながら処理するこ

とについて双葉地方広域市町村圏組合と環境省で協議をした結果に

基づくものでございます。 

   なお、返地の資料でございますけれども、手元に用意してござい

ませんので、改めて説明を申し上げたいと思います。 

○議長（佐々木恵寿君） 10番、髙野武君。 

○10番（髙野 武君） ただいまの課長の答弁でありますけれども、余

力があるということを確認できました。また、双葉町からのがこれ

に入っていますか。やはり南部衛生センターのごみがいっぱいだと

いうことで、北部衛生センターに持ち込んでも余るということで、

去年聞いたときには棚塩の仮設焼却炉で処理していくのかなとは思

います。ただ、やはりそれ以上双葉町から受け入れない、持ち込ま

せないということでしたけど、その辺に対して理解とか、また町に

対して、町に対して当然に回答あったかなとは思いますけれども、

議会に対して説明がなかったというか、私の記憶違いかもしれませ

んけれども、なかったような気がするんですけれども、その辺はど

ういうことか伺いたいと思います。 

○議長（佐々木恵寿君） 住民課長。 

○住民課長（柴野一志君） 今ほどお答えさせていただきました北部衛

生センターの処理能力を超える分の持込みについてでございますけ

れども、双葉地方広域市町村圏組合からの受けております説明によ

りますと、設置町村、それから地元の行政区長、それから広域圏組

合等の議会等で報告があったことについて確認しておりますけれど

も、それぞれの議会のほうについても直接の報告については、され

たというようなことは伺っておりませんでした。 

   以上でございます。 

○議長（佐々木恵寿君） 10番、髙野武君。 

○10番（髙野 武君） 今現在のお話の中で気になったことは、やはり

議会に対して、やはりそれだけの前と話の内容も全然違うというこ

とが当然議会に対しても説明があってしかるべきかなと思いますけ

れども、やはりその辺に対して、議会に対してこれは広域圏の話で

すから、広域圏のほうから説明があったような記憶の中ではないん
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ですね。その辺もやはり議会に対してどういう基準というか、判断

というか、それがどういう基準になって、これはもう把握している、

これはまだ先延ばしで良いのか、というような基準があるのか、ま

た判断です。どの辺の判断でするしないを決めているのか伺います。 

○議長（佐々木恵寿君） 住民課長。 

○住民課長（柴野一志君） ご質問にお答えいたします。 

   広域市町村圏組合の基準につきましては、私どものほうでは把握

しておりませんけれども、実際、浪江町で行われる事業については、

私どものほうでしっかりと把握して、議会のほうに報告をしながら、

説明をしながらですね、説明していくべきと考えておりますので、

今回の件も踏まえまして今後そういったところを整理しながら、し

っかりと説明できるように対応してまいりたいと考えております。 

   以上です。 

○議長（佐々木恵寿君） 10番、髙野武君。 

○10番（髙野 武君） 現在の答弁で了解はいたしますけれども、とい

うことはやはり浪江町の地区に大熊、双葉の広域事業、広域圏組合

ありますので、あとは浪江町の先ほど申しましたように除染廃棄物

を受け入れ等も行っております。そのようなことから、あまり問題

にする気はありませんけれども、ただあまりにも議会軽視じゃない

のかなという観点から申し上げました。やはり先に申しましたとお

り、事後報告とすれば地方自治の権利立場、町としての責任の立場

というのが先ほど来ありましたとおり、それらはありましたけれど

も、ただ議会に対しても、もっと丁寧な説明、これは必要かと思い

ますので、この点を指摘いたしまして、次に移りたいと思います。 

   最後の質問になります。参考までに令和２年度以降、双葉町、富

岡町からの搬入トン数、町別に伺います。また、双葉町での仮設焼

却炉が完成しているはずですけれども、これに対しての処理能力が

どれぐらいあるのか、今後の参考のためにお伺いいたします。 

○議長（佐々木恵寿君） 住民課長。 

○住民課長（柴野一志君） ご質問にお答えいたします。 

   処理実績でございますけれども、富岡町は１万3,875トン、それ

から双葉町につきましては先ほど申し上げました14トンとなってい

るところでございます。 

   また、双葉町仮設焼却炉の処理能力でございますけれども、双葉

その１のほうで、日で150トン、それから双葉その２で200トンの処

理能力となっております。 

○議長（佐々木恵寿君） 10番、髙野武君。 

○10番（髙野 武君） 理解いたしました。 
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   （２）に移ります。３月定例会中の全員協議会での資料の中で請

戸仮置場に搬入予定があるＰＣＢ廃棄物の件ですが、民有地である

と、先ほどの答弁から見ても、その地権者と賃貸契約をしていると

思いますけれども、ＰＣＢとかの毒性の強い物質や危険物に対して

の持込みに対しての契約内容の記載はあるのか、それに対しての説

明会をしたのか、伺いたいと思います。 

   契約になければ何を持ち込んでもいいのかというふうにならない

と思いますので、説明の責任の所在は明確にしていく必要がありま

すので、契約書の確認、記載の有無を求めますが、この点もお尋ね

いたします。 

○議長（佐々木恵寿君） 住民課長。 

○住民課長（柴野一志君） ご質問にお答えいたします。 

   契約書につきましては、土地使用に関する保証契約を締結するた

めのものでございまして、ご指摘いただきました内容の記載はござ

いませんが、環境省が施行する家屋解体等により発生する廃棄物を

搬入する旨の明記がされております。 

   また、個別の品目に対する説明会はしていないということで、家

屋解体由来の廃棄物を搬入する旨の説明を行ってきたと、環境省の

ほうから説明を受けているところでございます。 

   それから、契約書の確認と記載の件でございますけれども、環境

省のほうから個人情報が含まれていることから、契約書自体をお示

しするのはなかなか難しいと伺っておりまして、本日ご質問をいた

だいた件も含めて環境省とこの件に関して情報共有したいと考えて

いるところでございます。 

○議長（佐々木恵寿君） 10番、髙野武君。 

○10番（髙野 武君） 只今の答弁で、国のほうの回答が分からないと

いうか、中で個人情報があるということでちょっと無理だというこ

とですけれども、ただやはり先ほど私が申しましたように契約する

内容が、存在そのものが、原子力関連の放射線関係の廃棄物の持込

みに関する契約書であったとしても、この内容的に成分とか、ＰＣ

Ｂ廃棄物、そういう毒性のそういうものに対しての持込みはどうな

のかなという考えがあったもので、今のご質問したわけですけれど

も、やはりＰＣＢ等のごみ、公害を起こした毒性の強い物質、同じ

ように、そしてまた現在を見てもＰＣＢの被害にあった方、まだＰ

ＣＢが体内に残っているという報告もございます。やはりこれほど

の危険な物質を契約書の内容というか、そういうものに関して記載

がなかったというお互いの不備だろうかとは思いますけれども、や

はり今後の研究課題にしていただいて、そういうものはできる限り
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用地は返還されると思いますけれども、やはりその辺は十分吟味し

て考えていただきたいなと思います。 

   次にいきます。 

   （３）になりますけれども、今のＰＣＢの搬入の件で、今地震が

かなり多発しております。昨年度もかなり強い地震がありまして、

また本年も３月から５月にかけ計６回、あと津波注意報も出ている

ところでございます。その中でなぜ今現在も東日本大震災や周辺の

震源地付近にはまだ動いていない地震の空白地帯があると、マスコ

ミ報道等でもある中で、なぜこの災害危険区域の搬入を安全な候補

地として何か所ぐらい検討したのかお伺いしたいと思います。 

   あと今からやると分からなくなる。これは後で聞きましょうか、

その辺をお願いします。 

○議長（佐々木恵寿君） 住民課長。 

○住民課長（柴野一志君） ご質問にお答えいたします。 

   環境省として初めに候補地として検討されたのは、対策地域内の

運用中の廃棄物の仮置場、全部で19か所と確認しております。そこ

から一時的に集約したものを搬出するときに、大型の車両で搬出す

るといったことから、周囲の道路や構内が広く、さらに線量測定を

実施するため、周囲の影響が少ない帰還困難区域外に立地している

こと、加えて廃棄物処理法上のＰＣＢ廃棄物の保管基準には、アス

ファルト敷といった条件がございまして、これらを基に選定を行っ

た結果、全てを満たす廃棄物仮置場については請戸仮置場のみであ

ったとの説明を受けているところでございます。 

   以上でございます。 

○議長（佐々木恵寿君） 10番、髙野武君。 

○10番（髙野 武君） ただいまの答弁伺いますと、何かその辺のでき

ないという理由というものが優先されているような感じを受けます。

時間がないので次に移りたいと思います。 

   （４）ですけれども、前にいただいた資料の冊子の中では、この

コンテナの中にドラム缶、一斗缶が写っておりますけれども、これ

の中身を集約すれば専用車両約二、三台との記載ですが、これは缶

類やコンデンサーの拭き取りだけでの洗浄なのか、ほかに内容によ

っては中身を移替えする作業も入っているのか伺いたいと思います。 

○議長（佐々木恵寿君） 住民課長。 

○住民課長（柴野一志君） ご質問にお答えいたします。 

   作業内容でございますけれども、表面拭き取りに加えまして、Ｐ

ＣＢ廃棄物の表面汚染密度の測定を予定しております。また、安定

器については、運搬用の容器に詰め替える作業を予定していると伺
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っているところでございます。 

○議長（佐々木恵寿君） 10番、髙野武君。 

○10番（髙野 武君） これはやはり作業が容器移し替えということで

すけれども、やはり専門の容器にそれなりの形と思うんですけれど

も、先ほどの事故等も考えれば、安全それにこしたことはございま

せんけれども、その辺は十分考慮していただきたいなと思います。 

   私の質問はこれで終わりますけれども、今回最後になりますけれ

ども、今回、健康上の理由で引退を表明しました吉田町長に対しま

して、今回が最後の一般質問になりました。たとえ１期とはいえ、

町の将来を決める大事なときに就任、さらに各種施設の建設等、多

大な実績に評価とともにお礼を申し上げまして、私の一般質問を終

わりたいと思います。 

   終わります。 

○議長（佐々木恵寿君） 以上で10番、髙野武君の一般質問を終わりま

す。 

───────────────────────────────── 

○議長（佐々木恵寿君） ここで10時45分まで休憩します。 

（午前１０時３２分） 

───────────────────────────────── 

○議長（佐々木恵寿君） 再開します。 

（午前１０時４５分） 

───────────────────────────────── 

◇ 山 崎 博 文 君 

○議長（佐々木恵寿君） 15番、山崎博文君の質問を許可します。 

   15番、山崎博文君。 

［15 番 山崎博文君登壇］ 

○15番（山崎博文君） 15番、山崎博文です。 

   議長の許可を得ましたので通告に従いまして一般質問をさせてい

ただきます。 

   なお、質問方式は一括質問方式でお願いいたします。 

   まず、吉田町長におかれましては、先月２日に「年齢を考えると

健康上に不安がある」として、次の町長選挙には出馬せず、８月

４日の任期満了をもって退任する意向を表明されました。先月、浪

江診療所でお会いしましたが、残り２か月余り、どうか健康に留意

され、町政執行に当たられますことをお願いいたします。 

   そして、今日の私の一般質問は、吉田町長とは最後の議論の場に

なります。質問の中で幾つか提案をさせていただきますので、納得

のいく明快なご答弁をいただけたらと思いますので、よろしくお願
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いいたします。 

   それでは質問に入ります。 

   まず初めに、質問事項１、帰還困難区域（復興拠点・復興拠点外）

の避難指示解除及び固定資産税の賦課についての（１）特定復興再

生拠点区域の避難指示解除についてご質問いたします。 

   特定復興再生拠点区域、いわゆる復興拠点の避難指示解除予定を

来春としています。解除のための３要件、１つ目に、空間線量率で

推定された年間積算線量が20ミリシーベルト以下になることが確実

であること。２つ目に、日常生活に必須な電気、ガス、上下水道、

主要交通網、通信などのインフラや、医療、介護、郵便などの生活

関連サービスがおおむね復旧し、子供の生活環境を中心とする除染

作業が十分に進捗すること。そして３つ目に、県、市町村、住民と

の十分な協議となっています。この３要件を満たすための現在の進

捗状況はどうなっているかお伺いします。 

   次に、解除３要件のうち、２つ目の中に、医療、介護の生活関連

サービスがおおむね復旧することとなっていますが、特に津島地区

の診療所は、仮設津島診療所として二本松市で診療を行っているた

め、再開・復旧は困難であることは明白です。つまり、医療の復旧

という面では要件を満たしていないのではないかと思います。そこ

で、現状を踏まえれば、通院・通所などの移動のための交通手段の

確保などと柔軟な要件緩和が必要と考えますが、ご所見を伺います。 

   また、交通手段の確保のための財政支援を国・県と協議が必要で

はないかと考えます。この点について協議されているかお伺いしま

す。 

   次に、解除時期の見通しについてですが、現在のところ来春の解

除時期に変更はないのか、変更がなければ、具体的に令和５年の何

月を目途にしているのかお伺いします。また、今年１月27日、企画

財政課の配布資料では、避難指示解除エリアは国等の協議によって

は変更になる場合があるとなっていますが、エリア変更はあるのか、

さらに、帰町人口を何人と想定して解除に向け取り組んでいるのか、

併せてお伺いします。 

   次に、解除前には秋に予定している準備宿泊が行われますが、解

除に至るまでの準備宿泊を含むスケジュールをお示しいただきたい

と思います。 

   次に、解除となった一部地域には、浪江町個人住宅再建支援事業

補助金最大25万円、浪江町住宅清掃費補助金最大15万円等々の帰町

するための様々な各種補助制度があります。これから帰町する、あ

るいは帰町を考えている方々に、現行制度について理解を深めてい
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ただくためにも、改めて補助メニューにはどのようなものがあるか、

確認のためお聞かせいただきたいと思います。 

   次に、（２）特定復興再生拠点区域の固定資産税の賦課について

ご質問いたします。 

   まず、昨年３月９日、医療・介護保険等の保険料、窓口負担の減

免措置について、適切な周知期間を設けつつ、激変緩和措置を講じ

ながら適切な見直しを行うことを基本方針とする閣議決定がなされ

ました。見直しの具体案では、避難指示を解除した年の翌年４月か

ら10年間で終了することを基本とし、平成29年３月に町内の一部避

難指示の解除となった地域では、保険料は令和８年に２分の１免除、

令和９年特例終了、医療費の窓口負担は令和10年特例終了となって

おります。復興拠点も避難指示を解除した年の翌年４月から10年間

で終了するという同様の考え方で見直しが進められます。 

   それでは、固定資産税の賦課についてはどうなのかという疑問が

生じます。地方税法で解除から３年間は２分の１減免となることは

承知しています。また、町も条例減免をしながら軽減措置を講じて

きたことも承知しています。そこで、既に一部解除となった地域の

土地・建物に対する固定資産税の賦課について、解除後、減免はど

ういう経過をたどってきたのか、確認のためお聞かせいただきたい

と思います。 

   次に、どうしても復興拠点の避難指示解除に注目されがちですが、

固定資産税の賦課について明示はされていません。そこで、固定資

産税の賦課について国と協議を行ってきたかお伺いします。 

   質問事項１の（３）特定復興再生拠点区域外の避難指示解除につ

いてご質問いたします。 

   まず、昨年８月31日の復興推進会議・原子力災害対策本部合同会

合において、復興拠点外への帰還・居住に向けた避難指示解除の方

針として、2020年代をかけて帰還意向のある住民が帰還できるよう、

帰還意向を個別に丁寧に把握し、復興拠点外の避難指示解除の取組

を進めるという決定がなされてから９か月が経過しました。この間、

国との協議はどのように進行しているのかお伺いします。 

   次に、帰還意向調査についてですが、双葉町では夏に帰還意向確

認を実施した上で、早ければ24年度に除染を始め、避難指示解除に

つなげる。また、意向調査は世帯主を対象に書面を送付し、家族の

うち誰が帰還するのか、帰還したら営農を再開する意思があるかな

どについて聞き、おおむね１か月での返信を求め、集約でき次第、

避難先、または行政区別の住民説明会を開くとの新聞記事がありま

した。帰還意向の確認方法などは、それぞれの自治体と調整して決
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定するとなっています。そこで、当町の意向調査については、いつ、

どのような方法で調査を行う予定なのかお伺いします。 

   次に、意向確認、除染、避難指示解除のサイクルを複数回行うこ

となどを想定しています。復興拠点外の避難指示解除は、具体的に、

例えば大字単位なのか、小字単位なのか、除染後速やかに戸別ごと

なのかなど、どのように避難指示を解除していくのかお伺いします。 

   質問事項１の最後になります。（４）特定復興再生拠点区域外の

固定資産税の賦課についてご質問いたします。 

   固定資産税は、避難指示解除後、賦課されますので、拠点区域外

の解除方法によって考え方が変わってくるものと私は考えます。そ

こで、復興拠点外の固定資産税の賦課について国と協議を行ってき

たかお伺いします。 

   次に、質問事項２の広域連携についてご質問いたします。 

   大震災後、一部地域の避難指示解除までの６年間、解除からの

５年間という年月を町職員は通常業務に加え、様々な震災・復興業

務に当たられてきました。特に3.11直後の大混乱の中での震災対応

は、不眠不休で当たり、まさに激務であったと言えます。大震災後

の採用となった職員が当町は51％を占めているという報道がありま

した。もしかしたら、こういうことを知らない職員もいるかもしれ

ないと不安に駆られました。貴重な経験や教訓を踏まえた災害対応

マニュアルを作成しているのも承知していますが、記憶や教訓など

を語り継ぎ、町政に生かすべきと考えます。地震や豪雨災害が多発

している昨今だからこそ、ペーパーだけではなく、これらの経験な

どについて職員間で共有すべきと考えますが、今まで共有されてき

たか、後の質問にも関連しますので、お伺いします。 

   住民の利便性の向上や行政サービスの多様化・高度化、行財政の

効率化などが図られるとして、平成の大合併が進められました。令

和元年12月定例会の町村の合併に関する一般質問の町長答弁では、

「合併に関しましては様々な考えをお持ちの方がおられます。現状

で合併の議論をするにはふるさとの再生を願う多くの町民の感情と

して難しいと考えております。町の復興の見通しが一定程度あった

段階で一つの選択肢として検討することになると考えております」

という答弁でした。今も同様のお考えかお伺いします。 

   もし、お考えに変わりがなければ、被災自治体は近い将来、町村

合併が議論される日がやってくると私は思います。合併を議論する

前にまずできることからという観点で申し上げれば、広域連携が重

要であると思います。連携の一つに、自治体間人事交流があります。

自治体間人事交流をどのように捉えているかお聞かせいただきたい
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と思います。 

   また、当町において、福島県と人事交流を実施していると認識し

ていますが、町村間で今までに人事交流を行ったことがあるか、併

せてお伺いします。 

   次に、質問事項３の交流人口の拡大についてご質問いたします。 

   現在、移住・定住促進事業として、東京在住の人が県内の市町村

へ移住し、対象企業等に就職した場合の移住支援金を給付するＦタ

ーン移住支援事業補助金、新規就農希望者等に一定の収入補助、家

賃の一部を補助する新規就農者確保促進事業、移住検討者向けに町

内宿泊施設での宿泊費の一部を補助する移住検討者町内滞在支援補

助金、新規転入に伴う住宅取得費用の一部を補助する移住者住宅取

得事業補助金、町内不動産会社が管理する賃貸物件に入居する移住

者に対して家賃の一部を補助する移住者向け住宅支援補助金、18歳

までの子供が健康保険を使った医療費の一部を助成する子ども医療

費助成事業、家賃住宅に入居する子育て世帯に対して上限月額３万

円を補助する子育て支援家賃補助金制度、町内移住後に結婚された

ご夫婦の結婚生活を最大50万円応援する定住促進結婚支援金、町立

学校に通学する児童生徒の保護者に対して、学用品費・通学用品費

等を交付する町立学校児童生徒就学支援金交付事業など、様々な事

業を展開しています。町長が掲げる持続可能なまちづくりや復興を

さらに進めるには、地域への短期滞在者を増やし、宿泊や食事、地

場産品の購入などを通して交流人口を拡大することも重要であると

考えます。そこで、交流人口の拡大を図るための事業についてはど

のように取り組んでいるかお伺いします。 

   質問事項の最後になります。 

   応援大使等の創設についてご質問いたします。 

   復興等の発信や地場産品の良さを宣伝・普及等を目的に、文化、

芸能、スポーツ等の分野で活躍している方々に、応援大使や親善大

使などとして委嘱している自治体があります。福島県では「しゃく

なげ大使」として俳優の西田敏行さんやオリンピックマラソンメダ

リストの有森裕子さん、福島市では「ももりん大使」としてエアレ

ースパイロットの室屋義秀さん、伊達市では「伊達なふるさと大使」

としてお笑いコンビのサンドウィッチマンさん、郡山市では「フロ

ンティア大使」としてプロ野球ＯＢの中畑清さん、いわき市では

「いわき応援大使」として女優の秋吉久美子さんなどが就任されて

います。大使としての報酬は無報酬で、名刺代は負担しているよう

です。 

   当町においても、町の魅力や復興等の発信、地場産品の良さを宣
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伝・普及等を図るために応援大使等の創設をしてはいかがかと思い

ます。大使の人選については、腹案が私の頭の中にはありますが、

相手があることですのでこの場では差し控えます。創設が決まった

際にはご提案したいと思います。応援大使等の創設についてお考え

を伺います。 

   以上、１回目の質問とさせていただきます。答弁によっては再質

問・再々質問を行いたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（佐々木恵寿君） 町長。 

○町長（吉田数博君） それでは、まず私から、質問事項２の広域連携

についての質問にお答えをいたします。 

   まず、様々な震災・復興業務に当たってきた職員について、その

経緯について職員間で共有すべきではないかというご質問にお答え

をいたします。 

   平成25年度から、新規採用職員を対象として、震災当時の職員の

実体験を素材とし、災害時の職員としての行動を考える、演習によ

る教育研修を行うなど、研修を通じ経験の共有を図る取組を実施し

ております。 

   また、町民の方々にお配りをいたしました町民や職員等の避難の

記録や証言等を取りまとめて編さんされました「浪江町震災記録誌」

が完成しておりますので、新規職員にはこれらを配付して、研修の

中で職員の実体験を交えた震災当時の話をするなど、共有化を図っ

ております。 

   また、今年度も新規職員等を対象とした町長講和という時間をい

ただいておりますので、私自身の当時の体験をお話しするなどを行

っており、さらには町内の様々な施設等について視察研修等を実施

したところであり、これらを通じて情報の共有を図ってまいる所存

でございます。 

   次に、町村合併に関する質問でございますが、町村合併につきま

しては、今も考えに変わりございません。 

   この間、様々な復興事業を着実に進めてまいりました。持続可能

なまちづくりに取り組んできたわけでございますが、帰還困難区域

の避難指示解除に向けた取組など、浪江町としてしっかり対処すべ

き課題が山積をしている状況でございます。 

   以前の答弁の繰り返しになりますが、現在はそれぞれの皆様方の

「浪江町」をよりどころとして、課題や困難に向き合っている最中

でございますので、合併につきましては、復興の形が見えた段階で、

しかるべき時期に検討が行われるものと考えております。 

   次に、自治体間交流、人事交流の件でございますが、人事交流は
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人脈や新たなノウハウ、知見の共有など、人材の育成や組織行政運

営の活性化を図る上で非常に有効な手段と捉えております。 

   こうした観点から、福島県とは人事交流を行っているところであ

りますが、残念ながら、町村間での人事交流を行った実績はござい

ません。今後、双葉地方町村会等でこのことについて取り上げて検

討を重ねてまいりたい、そんなことでございます。 

   その他の質問につきましては、担当課からお答えをさせていただ

きます。 

○議長（佐々木恵寿君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（吉田厚志君） １、帰還困難区域の避難指示解除につ

いて、（１）特定復興再生拠点区域の避難指示解除について、①避

難指示解除予定を来春としているが、解除３要件を満たすための現

在の進捗状況についてのご質問にお答えします。 

   １つ目の空間線量につきましては、平成28年度より、放射線被曝

に関して専門的な知見を有した委員で構成する「浪江町除染検証委

員会」から、第三者の中立的な立場としてのご意見をいただいてお

り、昨日、委員会のほうから「浪江町特定復興再生拠点区域の準備

宿泊について」のご提言をいただいたところでございます。 

   具体的には、「除染、物理減衰などによって特定復興再生拠点区

域の空間線量は減少している。今後も上記の効果により、さらなる

低減も期待できることから、準備宿泊に伴う放射線被曝のリスクは

十分に低減していると考える」との検証結果でございました。 

   一方で、住民の放射線被曝に対する不安を払拭するため、情報を

収集・発信するとともに、相談体制を整えるなど、住民に寄り添っ

た対策を講じ、準備宿泊に向けては、町職員による自宅内及び自宅

外の線量測定を実施すること、高線量地点、いわゆるホットスポッ

トがあった場合は、環境省へ追加除染を要望すること、Ｄシャトル

による被曝線量管理と住民が正しく空間線量率の把握ができるよう

手引を示すこと等についてご提言をいただきました。 

   ご提言に対して、町として万全の体制を整備し、住民のご理解を

得られるよう取り組んでまいります。 

   ２つ目の日常生活に必須なインフラ、生活関連サービスにつきま

しては、これから詰める部分もございますが、おおむね復旧をして

いるものと認識しております。 

   ３つ目の県、住民との協議ですが、これからしっかり協議をいた

しまして、進めてまいりたいと考えております。 

   続きまして、②解除３要件のうち、２つ目に医療、介護の生活関

連サービスがおおむね復旧となっているが、財政支援等、国と県と



- 40 - 

協議が必要ではないかのご質問にお答えいたします。 

   医療機関への通院、買物支援等のために、現在の避難解除エリア

につきましては、デマンドタクシーを２台、週６日運行しておりま

す。本年度につきましては、町が秋口から実施したいと考えており

ます準備宿泊の開始直後から、特定復興再生拠点区域へのエリア拡

大を予定しております。令和５年度以降につきましても、国・県等、

関係機関へ財政支援を引き続き要望しております。 

   続きまして、③解除時期の見通しについて、エリア変更はあるの

か、さらに帰町人口を何人と想定しているのかについてのご質問に

お答えします。 

   浪江町復興再生拠点区域復興再生計画の避難指示解除の目標は令

和５年３月としております。議員おただしの具体的な避難指示解除

の目途につきましては、今後住民説明会を開催しまして、いただき

ましたご意見を基に、国・県等の関係機関と協議をし、町議会へご

説明させていただいた上で決定してまいりたいと考えおります。 

   また、避難指示解除エリアにつきましては、当初の計画のとおり、

拠点区域の面積は、室原地区は約349ヘクタール、末ノ森地区、約

159ヘクタール、津島地区は約153ヘクタール、合計で661ヘクター

ルでございます。避難解除後は目標である1,500人の居住人口に向

けてしっかりと取り組んでまいりたいと考えております。 

   続きまして、④解除に至るまでの準備宿泊を含むスケジュールに

ついてのご質問にお答えいたします。 

   まず、先ほども申し上げましたが、秋口に町として予定をしてお

ります準備宿泊につきましては、実施について住民説明会を開催し、

いただきましたご意見を基に、国・県等の関係機関と協議をしまし

て、町議会へのご説明をさせていただいた上で決定したいと考えて

おります。準備宿泊以降の具体的な日程につきましては、住民のご

理解をいただきながら進める必要がございますので、説明会等を開

催して決定してまいりたいと考えております。 

   次に、⑤町内の一部解除された地域には、帰町するための各種補

助制度がある。補助メニューにはどのようなものがあるかというご

質問にお答えいたします。 

   議員おただしの住宅再建支援事業補助金につきましては、町内の

個人住宅の再建工事に要した額について、上限25万円の補助でござ

います。 

   続きまして、住宅清掃費補助金交付事業につきましては、長期間

にわたり管理ができず、汚損等の被害を受けた町内の住宅の清掃に

要する経費に対して、上限で15万円の補助をするものでございます。 
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   そのほかには、浪江町ふるさと住宅移転補助金というものがござ

いまして、県外からの移転の場合、複数世帯が15万円、単身世帯が

10万円、県内からの移転の場合、複数世帯が10万円、単身世帯が

８万円の補助となっております。 

   そのほかにも、高校を卒業するまでの子供と浪江町内の賃貸住宅

に同居、養育し、かつ家賃を支払っている世帯への浪江町子育て支

援家賃補助金制度などがございます。 

   こうした各種補助金につきましては、町のホームページ等で周知

しているところではございますが、本年度、準備宿泊の前に電気、

ガス、水道の手続、ごみの出し方、各種補助制度等についてのガイ

ドブックを広報紙と共に配布する予定としております。 

○議長（佐々木恵寿君） 住民課長。 

○住民課長（柴野一志君） 私のほうからは、（２）特定復興再生拠点

区域の固定資産税の賦課について、①町内の一部避難指示解除後、

固定資産税の賦課についての減免についてどういう経過をたどって

きたかについてでございます。 

   まず、平成29年3月31日に解除されました当町の避難指示区域に

つきましては、平成30年度は、地方税法で２分の１の減額、それと

併せて町税の減免条例で２分の１の減免、全体で100％の減になり

ます。平成31年度は、地方税法で２分の１の減額、併せて町税の減

免条例で４分の１を減免、全体で75％の減。令和２年度は、地方税

法で２分の１を減額しておるところでございます。令和３年度につ

きましては、町税の減免条例で４分の１を減免しております。 

   このような経過をたどり、令和４年度、本年度から通常課税に移

行させていただいたところでございます。 

   続きまして、②でございます。復興拠点の固定資産税の賦課につ

いて国と協議を行ってきたのかというようなご質問でございますけ

れども、まず地方税法の附則におきまして、原発事故に関して避難

指示の対象となった区域内の土地及び家屋に係る固定資産税の課税

免除等について、それから、前年度課税免除区域であって、その後、

課税免除区域に該当しない区域などについても既に減額の規定が整

備されているところでございます。 

   また、①のほうでご説明いたしました地方税法による減額や条例

による減免をこれまで行ってまいったところでございます。その部

分につきましては、国より東日本大震災復興特別交付税により減収

分の補塡措置がなされているところでございます。復興再生拠点に

ついても同様の補塡措置がなされるものと考えておりますが、なお

のこと、改めて国にも要望を行っているところでございます。 
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   以上でございます。 

○議長（佐々木恵寿君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（吉田厚志君） （３）特定復興再生拠点区域外の避難

指示解除について、①昨年８月31日の方針が示されてから、この間、

国との協議はどのように進行しているかについてのご質問について

お答えいたします。 

   昨年、10月12日の浪江町会場をはじめとしました県内外７か所で

開催しました住民説明会でのご意見、室原行政区、津島地区の全

８行政区、大堀地区のうち帰還困難区域を抱える５行政区の計14行

政区長のご意見を基に協議を今進めております。特に、行政区長の

皆様からは、地区住民への丁寧な説明が求められており、町からも

国に対して行政区ごとの説明会を開催するように求めております。 

   また、今後全員協議会で、国から帰還・居住に向けた今後の進め

方について直接説明があるものと認識しております。 

   続きまして、②意向調査については、いつどのような方法で行う

予定かのご質問にお答えいたします。 

   現在、全14行政区長の皆様のご意見を基に、国と協議を進めてお

ります。議員おただしの時期とその方法につきましても、今後全員

協議会で国から帰還・居住に向けた今後の進め方について説明があ

るものと認識しております。 

   ③具体的にどのように避難指示を解除していくのかのご質問にお

答えいたします。 

   国の説明では、第１期の除染開始につきましては、令和６年度を

目途としており、その基本となる帰還・居住に向けた今後の進め方

については、住民の皆様へ丁寧に説明した後に実施されるものと認

識しております。 

   避難指示解除の時期につきましては、第１期の除染範囲によると

ころがございますが、できるだけ早く帰還できるように、町として

は国に要望してまいります。 

   また、第２期の意向確認につきましては、第１期のサイクルの終

了を待つことなく、前倒しで進められるように国に求めてまいりま

す。 

○議長（佐々木恵寿君） 住民課長。 

○住民課長（柴野一志君） （４）特定復興再生拠点区域外の固定資産

税の賦課について。避難指示解除方法によって固定資産税の賦課の

考え方も異なってくるものと考える。この件について拠点外の固定

資産税の賦課について国と協議を行っているかというご質問でござ

いますけれども、賦課そのものについては、先行して解除された区
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域、それから特定復興再生拠点区域と同様、避難指示が解除された

段階から再開と考えているところでございます。 

   国との協議につきましては、拠点区域のところでも申し上げまし

たけれども、拠点外につきましても併せて要望を行っているところ

でございます。 

   以上でございます。 

○議長（佐々木恵寿君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（吉田厚志君） ３、交流人口の拡大について、交流人

口の拡大を図るための事業についてはどのように取り組んでいるか

のご質問にお答えいたします。 

   議員おただしのとおり、町の復興をさらに進めていくためには、

観光・産品振興と移住・定住の促進の両輪で交流人口の拡大を図る

必要があります。 

   観光・産品振興の取組としては、人気アイドルグループとコラボ

レーションしたイベントを町内で開催する等の取組により、町内外

から交流人口を生み出し、町の復興をＰＲするとともに、町内の宿

泊施設・飲食店・道の駅なみえ等の観光利用を促進し、地域経済の

振興を図ってまいりました。 

   また、移住・定住に関しましては、まず町を知ってもらう段階か

ら、訪れて体験してもらう段階、就労し移住してもらう段階といっ

たように、個人の生活やライフプランと連動した施策を提供する必

要があると考えており、町を知っていただき、訪れていただくため、

特に情報発信に関する取組を行っております。 

   昨年度は、本町が持つ様々な魅力を移住検討者にアピールするＰ

Ｒ動画を作成しまして、３月から町のホームページの浪江町移住ガ

イドに掲載をしております。今年度につきましては、東京都千代田

区丸の内で開催するイベントを10月に予定しておりますので、観光

産品振興等と連携した町の魅力発進、移住・定住施策のＰＲを積極

的に行ってまいりたいと考えております。 

○議長（佐々木恵寿君） 総務課長。 

○総務課長（横山秀樹君） ４、応援大使等の創設についてお答えいた

します。 

   本町ゆかりの著名人の方に本町のＰＲや情報提供等をしていただ

くことは、本町の知名度を高める上で大きな効果を発揮するものと

考えておりますが、現在のところでは、応援大使等の創設は考えて

おりません。 

   しかしながら、震災前には、浪江町観光協会で、でございますが、

本町出身の民謡歌手であります原田直之氏に観光親善大使としてご
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協力いただいていた時期もありましたので、こうした事例や他自治

体の事例等を参考にしながら、今後検討してまいりたいと考えてお

ります。 

○議長（佐々木恵寿君） 15番、山崎博文君。 

○15番（山崎博文君） それでは、何点か再質問いたします。 

   まず、質問事項１の（１）特定復興再生拠点区域の避難指示解除

についてで、来春解除予定の復興拠点に対しても、帰町するための

現行補助制度をいろいろご紹介いただきましたが、当然継続される

ものと考えます。財源的なこともありますが、ご所見をお伺いしま

す。また、新たな補助制度の創設をお考えかお伺いします。 

   次に、（２）の特定復興再生拠点区域の固定資産税の賦課につい

てです。今までの一部地域解除した後は、解除の翌年から３年間は

地方税法も含めて、町条例も含めて減免をして、最後の４年目には

町条例で４分の１減免してということは、固定資産税の賦課につい

てというこの固定資産税の納付書ですか、一緒に入っていたもので

すから、これ皆さんにもう一度理解してもらうため質問しました。 

   その上で、昨日の新聞報道なんですけれども、今月末から７月上

旬に復興拠点の避難指示解除を予定している大熊町は、復興拠点で

の固定資産税賦課について、先行して避難指示を解除した町内の大

川原地区と同じ軽減措置で対応するという考え方を示したそうです。

段階的な軽減措置に違いはあるものの、当町も先行解除となった区

域と同様の軽減措置で対応するお考えなのか伺います。 

   また、東日本大震災以降に係る特例措置のうち、先行解除した区

域は更地となっている宅地は、令和８年度まで住宅があるものとし

て軽減特例を適用する被災住宅用地の特例がありますが、復興拠点

の適用となり、令和８年度までとなるのかお伺いします。 

   次に、（３）の復興拠点外の避難指示解除の復興拠点外の意向調

査についてですが、まず最優先にやるべきことは、戻る、戻らない

にかかわらず、荒廃家屋解体の意向を確認し、解体希望者には許可

を得て解体することだと思います。そこで、意向確認前に国には早

急に解体制度の創設を求めるべきではないかと考えます。創設され

れば、解体・除染が行われ、それが被災者生活再建支援金の支給に

もつながります。ご所見を伺います。 

   次に、質問事項２の広域連携についてですが、１回目に町長から

答弁いただきましたが、職員間で共有はしていると。あと広域連携

については、町村会で今後検討していきたいというような答弁でし

たが、町職員は特に一部地域解除後の復興業務のノウハウは、被災

自治体としてとても大きな財産だと思います。震災直後から今日ま
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での経験や知見、教訓などを共有している当町職員と、復興拠点の

避難指示解除が始まる双葉町と自治体間人事交流を行い、ノウハウ

を供与してはいかがかと思います。また、双葉町にとって解除して

から５年後の課題などを当町において研修、経験できるものと考え

ます。 

   １回目の質問でも申し上げましたが、被災自治体には近い将来、

町村合併が議論される日がやってくると私は思います。そこで、合

併を議論する前にまずできることからという観点で、双葉町へ職員

人事交流について積極的に提案し、連携を図ってはいかがかと思い

ますが、ご所見を伺います。 

   最後に、質問事項３の交流人口の拡大についてです。６月１日付

の福島民友に、経済産業省と福島県は浜通りなどの15市町村の交流

人口拡大に向け、市町村間の連携促進を軸にした施策を展開する。

酒・グルメ、スポーツなど、６つのテーマを設定した上で、複数の

市町村がテーマごとにタッグを組み事業に着手。民間企業も巻き込

んで魅力の最大化を図る。７月中にも発足させる15市町村広域マー

ケティング機関、仮称ですけれども、この機関を司令塔に広域展開

できる企画を立案して周遊につなげるというような内容の報道があ

りました。 

   しかし、浪江町を除く15市町村の６つのテーマは、最低１つは参

加していますが、当町の名前はありませんでした。そこで、検討会

議は15市町村の副市長及び副町村長らが参加したはずですので、検

討会の内容と、なぜ参加を見送ったのかを教えていただきたいと思

います。 

   以上です。再質問の内容に納得のいく明快な答弁をよろしくお願

いいたします。 

○議長（佐々木恵寿君） 町長。 

○町長（吉田数博君） それでは、私より広域連携の部分についてお答

えをいたします。 

   間違いなく町職員にとって、今回の災害についての知見は大きな

財産だと思います。そういった中で、共有することはもちろん大事

でございますが、町村それぞれの復興のステージが異なる状況もご

ざいますので、一概に交流を進めることが今の状況の中で適切なの

かどうか、その辺を検討しながら進める必要があるのではないかと

思います。 

   とりわけ、双葉町は隣の大事な町でございますが、いまだ帰って

いない、一人として居住が許されない状況の中でございますので、

協議をすることが大事だというふうに捉えておりますので、今後そ
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のような形をつくってまいりたいと思います。 

   それから、町村合併について、いずれ合併が必要になるという時

期は確かに来るんだろうと、私個人では思います。ただし、その中

にあって、様々な課題を抱えている町村がそれぞれの課題に向き合

っている状況でございます。ただ、議員がおただしのように、今、

浪江町においても、解除後５年が経過した中で、1,871名という帰

還者の状況を考えるならば、やはり相当の、今後の持続可能なまち

を目指すためには合併問題は避けて通れないものと思いますが、そ

の時期といいますか、その検討を始める段階は、非常に検討を要す

ることだと思います。 

   それから、交流人口を拡大するために、民間の知恵を利用した連

携が非常に重要だというふうに思いますが、そういったものを踏ま

えながら、持続可能なまちづくりを目指していくということで、こ

のことについては担当からお答えさせていただきたいと思います。 

   私からは以上でございます。 

○議長（佐々木恵寿君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（吉田厚志君） それでは、拠点内の補助制度は継続す

るかというご質問ですが、こちらの補助制度につきましては、今後

帰還困難区域が解除されることに伴いましても、当然同じく継続し

ていくべきものと考えております。 

   また、新たな制度はあるかというご質問ですが、こちらにつきま

しては、先に解除されて帰町している町民の方と不公平が生じない

ように、今ある制度をしっかり堅持いたしまして、財源を確保でき

るようにしっかりと取り組んでまいりたいと考えております。 

   以上です。 

○議長（佐々木恵寿君） 住民課長。 

○住民課長（柴野一志君） それでは、固定資産税の、先ほど大熊町の

ほうで先日発表された固定資産税の減免について、県が出された件

でございますけれども、その内容について、先日発表されたという

こともあって、私のほうではその考え方の詳細について把握してい

るところではございませんけれども、浪江町の考え方として、まず、

先ほど国に対して要望していると申し上げたところでございますけ

れども、こちらにつきましては、行政報告のほうでも出ましたけれ

ども、原発事故による帰還困難区域を抱える町村の協議会というも

のを創設しておりまして、そこで国に対しまして、帰還困難区域の

復興・再生に向けた要望書として、先行解除された地域との公平な

支援といたしまして、帰還困難区域の住民についても、先行解除さ

れた地域の住民に講じられた支援を同様に行うとともに、今後検討
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するとされた帰還困難区域の固定資産税の減免措置や、町村が実施

する支援策等に不公平が生じないよう、必要な財源を確保すること

を求めたところでございます。 

   こちらにつきましては、その考え方として、先に避難指示が解除

されたところと同様な形で、要望どおり町のほうも実施していきた

いと考えていることを示したものでございます。 

   さらに、更地となっている土地についての減免の件でございます

けれども、こちらは地方税法附則56条の１項の中で、被災している

住宅用地の特例の扱いが記載されているところでございますけれど

も、東日本大震災によって滅失及び損壊した住宅の敷地については、

住宅用地とみなして、住宅等の敷地で200平米以下の部分について

は６分の１に軽減、200平米を超える部分で３分の１に軽減するこ

ととされておりまして、おただしのとおり、昨年改正されまして、

平成24年度から令和８年度までの15年間とされているところでござ

います。昨年の改正で５年ほど延長されて、15年間となったところ

でございます。 

   この状況では、現段階においては、これから先、解除されること

になろうと思われる拠点外について、帰還が及ばない可能性も考え

られることから、改正後すぐに国のほうに、その期間の延長につい

て、不公平感が生じないような延長について求めたところでござい

ます。 

   以上でございます。 

○議長（佐々木恵寿君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（吉田厚志君） 拠点外の家屋解体についてのご質問を

いただいております。 

   こちらにつきましても、原発事故による帰還困難区域を抱える町

村の協議会といたしまして、復興大臣などに対して帰還困難区域の

復興・再生に向けた要望書を提出しております。この中で、様々な

ご事情によって帰還できない住民の土地・家屋についても方針を示

すとともに、国の目標である全域の避難指示解除の実現に向けたビ

ジョンを示すことなどについて要望をしたところでございます。 

   以上です。 

○議長（佐々木恵寿君） 佐藤副町長。 

○副町長（佐藤良樹君） いわゆる国が発表した交流人口拡大に向けた

アクションプランにおいて、６つの分野が選定された件についてで

ございますが、議員おただしの、今申し上げました交流人口拡大に

向けたアクションプランにつきましては、域外から浜通りへの交流

人口を増やし、地域での消費を拡大することを目指して、国・県並
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びに浜通り15市町村において意見交換がなされてきたものでござい

ます。 

   それで、今回15市町村広域マーケティング機関を新たに立ち上げ

まして、６つの分野で先行的に検討を進めることが示されましたが、

事業化に向けまして、市町村、民間事業者、15市町村広域マーケテ

ィング機関、それぞれの具体的な役割や負担について、まだ決まっ

てございません。そういうこともございますので、町としましても

交流人口拡大については積極的に取り組んでいるところでございま

すが、現段階においては、いわゆる６つの分野のどれに参加、どれ

に参加しないということではなくて、全体として関与を続けながら、

より具体的な町の役割、負担というものが見えてきた段階で、個別

の議論に参加してまいりたいと考えてございます。 

○議長（佐々木恵寿君） 再々質問です。 

   15番、山崎博文君。 

○15番（山崎博文君） まず、拠点区域外の固定資産税の大熊町の新聞

報道は、私コピーを見ていますから、私は質問が終わったら、課長

のほうに参考までにということで提出しています。 

   それで、１点のみ再々質問として、交流人口の拡大についてなん

ですけれども、今副町長から答弁いただきました。今後やはり動き

があるので、今のところということですが、これ町で、私はまず単

独事業でできるのかなというのを一つ提案したいと思います。 

   というのは、高校野球の春の選抜大会に21世紀枠で出場した只見

高校が、選抜大会前に土の感触を確かめるため、楢葉町で３日間の

合宿を行いました。これが報道されたときに、当町の冬の比較的温

暖な環境や、地域スポーツセンター、今後再整備される高瀬野球場

や運動公園などの施設の充実という好条件を生かすべきだと思いま

した。被災12市町村で、ある団体の合宿を受け入れ、交流人口の拡

大に取り組んでいる自治体は、私の知り得る限りではありません。 

   そこで、町内施設を有効に活用し、今以上の施設使用料の減免措

置や宿泊費補助を講じ、「合宿の里 浪江」として、小中学生、高

校生、大学生及び社会人が所属する運動部や運動団体や各分野の団

体などにＰＲし、交流人口の拡大は図ってはいかがかと思いますが、

ご所見をお伺いします。 

   最後に、吉田町長には任期満了後に、４年間町政にご尽力いただ

きましたことに心から敬意を表するとともに、深く感謝を申し上げ

たいと思います。 

   以上、再々質問を終わります。 

○議長（佐々木恵寿君） 町長。 
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○町長（吉田数博君） ただいま、提言があった「合宿の里 浪江」、

その構想は、私もそのとおりだと思いますし、大賛成だと思ってお

ります。 

   実は、今までもそうでしたが、浪江町のこの天候のすばらしさ、

これについては、私どもが避難生活をした中で、この浜通りの空気

の軽さ、これを実感しました。そういった中で、高瀬の野球場につ

きましても、当初どうしようかという意見の中で受入れになったの

は、やっぱりこの野球場を使って、やっぱり合宿を呼び込むと。そ

れに附随して、いこいの村の利用拡大も見込めるということでござ

いましたので、今、高校野球、浪江におきましてはチームもござい

ませんが、やっぱりそういたグローバルな視点で、やはり交流人口

を拡大していく、そして今ある施設がずっと効率的に利用していた

だける、そういった姿を求めるのは当たり前のことだと思っていま

すので、これは実現する意味もあるし、非常に重要なことだと思っ

ておりますので、全力で頑張ってみたいと思います。ありがとうご

ざいました。 

○議長（佐々木恵寿君） 以上で15番、山崎博文君の一般質問を終わり

ます。 

───────────────────────────────── 

○議長（佐々木恵寿君） ここで、昼食のため午後１時15分まで休憩し

ます。 

（午前１１時４１分） 

───────────────────────────────── 

○議長（佐々木恵寿君） 再開します。 

（午後 １時１５分） 

───────────────────────────────── 

◇ 紺 野   豊 君 

○議長（佐々木恵寿君） ２番、紺野豊君の質問を許可します。 

［２番 紺野 豊君登壇］ 

○２番（紺野 豊君） それでは、質問の方法は一括でやりたいと思い

ます。 

   質問事項としていたしまして、私は３つほど。 

   １つ目といたしましては、福島国際研究教育機構について、２つ

目は、浪江町の復興計画の第３次について、あと３番目には、来る

浪江町町長選挙、参議院選挙についてお聞きしたいと思います。 

   まず、最初に、１番目の福島国際研究教育機構について質問させ

ていただきます。 

   福島国際研究教育機構の立地選定に当たっては、福島をはじめと
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する東北の復興を実現するための夢や希望となるとともに、我が国

の科学技術力・産業競争力の強化を牽引し、経済成長や国民生活の

向上に貢献する、世界に冠たる創造的復興の中核拠点になることを

目指し、国が設立を準備すると。 

   立地選定に関する国の方針としては、避難指示が出ていた地域の

立地が基本となる。この中で、県が国の基本法に基づく提案の対象

となる避難地域12市町村に対し依頼し、現地調査、ヒアリングを実

施後、８月に候補地を選定、国に提案、国が９月に立地場所を決定

するとなっています。 

   当町につきましても、令和４年５月10日、田村市、南相馬市、川

俣町、広野町、楢葉町、富岡町、大熊町、双葉町と同様、県に対し

て提案する意向を表明いたしました。 

   今後のスケジュールについては、５月31日までに町からの県に対

する資料の提出、６月から７月にかけて県による現地確認・ヒアリ

ング、８月、県による候補地の選定、９月、国による立地場所の決

定となります。 

   そこでお伺いいたします。 

   町を挙げての盛り上がりが私は必要と思っております。町として

は、大規模な誘致イベントを開催するのか。これはなかなかコロナ

禍の中で難しいと思いますが、横断幕とかのぼり旗、垂れ幕等を浪

江駅前にやるとか、役場にやるとか、スイフンの中も含めてです。 

   あと、当然４月28日に商工会、建設業組合関係、JC、区長会から

も町長のほうには要望書が行っていると思います。絶対にこれは誘

致しなきゃいけない。5,000人規模の一応人口がこれ以後の話の中

もあると思いますんで、来年、令和５年から始まって、最終的に令

和12年、その中でやるような計画になっておりますが、ぜひとも選

定できるような話の中でお願いしたいと思います。本文の中で要望

いたしております。 

   次に、浪江町の復興計画の第３次について。 

   令和３年の３月から令和12年の10年間、前期基本計画、令和３年

から令和７年の５年間、後期基本計画、令和８年から令和12年の

５か年間となっていますが、もう１年３か月たっております。その

中で、農業、水産業が再興に取り組みしたと思います。一部の農地

では、ため池の放射性物質対策や農業用水等々の復旧が完了してい

ない地区があると思います。今の営農再開はなかなか困難な状況に

なるかと思いますが、今若干遅れておりますが、どのような対策が

あるのか。 

   そこでお伺いしますが、農業の再開に向けての町内における農地
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の再生の状況及び農業用水路等の復旧状態は若干遅れているような

感じがしますんで、その辺を含めてお聞きしたいと思います。 

   次に、担い手不足の関係なんでありますが、担い手不足の現状と

農業者が将来生きがいを持ち、従事できる環境づくりを併せた支援

策等と書いていますが、中身のほうの関係でありますけれども、農

業の生産の基盤整備関係、大規模化、その辺がどの辺まで進んでい

るのか、あわせて、担い手への農地の集積関係、推進状況はいかが

なものか、その辺の２点をお伺いしたいと思います。 

   次に、漁業の再開について。 

   水産業については、令和元年度に請戸漁港の水産共同利用施設及

び水産加工団地が完成しまして、令和２年度には市場での競りが再

開され、加えて加工事業が展開されております。一方では、いまだ

に河川、池、沼における内水面漁業が再開されていない状況下がご

ざいます。泉田川漁協におきましては、サケふ化事業の再建に向け

た動きがある中、他方、高瀬川、泉田川、室原川漁協で遊漁再開に

向けてのヤマメとか鮎等の放流と河川のモニタリングの調査等がな

されていると思います。 

   その関係の中でありますが、いつ頃から室原川、高瀬川漁協での

遊漁は再開できるのか、今の感じの中でございますと、今年は７月

９日から８月21日までモニタリング調査、鮎特別採捕があるとお聞

きいたしました、44日間。この分の中のモニタリングの監視の中は、

食べるっていう監視はできないと思うんだけれども、来年以降は、

実際皆さん、太公望というか、待っている現状あります、年配の方

は。なので、来年の３月には一部解除になる地区があろうかと思い

ますが、やっぱり浪江の観光になるのかなと思います。なので、待

っている方もおられるもんですから、再開のほうはいつになるか、

その辺をお聞きしたいと思います。 

   ３番目に、企業の立地の感じなんですけれども、藤橋の産業団地

とか北産業団地、棚塩産業団地の整備が進み、新たな企業が進出し

ております。加えて、南産業団地の早期の整備も着実に進んでおり

ます。その最中、新たな産業の誘致が必要じゃないかという感じが

ありますが、企業の誘致を強力にするために、町独自の支援対策、

その部分は積極的にやっていただきたいと思いますんで、新たな産

業の誘致のための町独自の支援策は、どのように今検討されている

か、その辺をお聞きしたいと思います。 

   次に、移住・定住の推進について。 

   町民の帰還や移住・定住の推進には、魅力ある雇用の場の確保の

ほか、地域経済の再生が必要であります。 
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   平成29年の３月に町の一部の地区での避難指示が解除されてから

５年３か月が経過して、令和４年４月に帰還した町民は1,800人強

ぐらいであり、横ばいの状態であります。2035年、令和17年、人口

ビジョン計画、目標人口8,000人の達成には、帰還する町民の増加

にとどまらず、必然的に移住・定住推進が必要となってきます。人

口の増加が不可欠でございます。その観点から、町民の帰還及び町

への移住・定住を推進するための支援策はどうなっているのか。 

   ２点目には、町の魅力を国内外に情報発信したと思いますが、成

果の度合いをお伺いしたいと思います。 

   次に、５番目に、地域コミュニティ活動の推進についてお聞きし

たいと思います。 

   町内の居住人口の回復は緩やかな伸び、横ばいの中で、将来の帰

還者・定住者等の把握は非常に難しい中で、厳しい行政運営の想定

される中、どのように行政区の在り方を考え、また見直しするのか

お伺いいたします。 

   次に、３番目でございますが、浪江町町長選挙、参議院議員選挙

についてお伺いいたします。 

   まず、投票率についてでございますが、令和３年10月第49回衆議

院議員総選挙、県下59市町村ありますが、浪江は恥ずかしながら最

低でございました。いかに町民に対して投票率アップ対策等を啓蒙

されるのか、どのように設定するのか、その中で一つだけアドバイ

スというか、要望でありますが、一ついい事例がございます。群馬

県に沼田という市がございます。その中で、移動投票車で実施され

た経緯があるんですが、若者、高校生、高齢者、実施されたことに

よってかなり投票率が上がったということです。 

   あと、今から送れるかどうか分かりませんが、できるかどうか分

かりませんが、今はなかなか若い人って投票に行きません。やっぱ

り小さいうちの幼児教育が必要だと思います。そういう観点から、

親子で投票所に行くような、そういう投票所の開設もいかがかなと

思います。あとは、やっぱり今からはインターネットの投票の時代

でございます。そういう関係も考えていただきたいと。あと公開討

論会、町長選挙なんですけれども、そういう場もやっぱり必要なん

で、そういうことも今後考えるべき問題だと思いますので、その辺

なんかも一応アドバイスさせていただきます。 

   以上、よろしくお願いします。 

○議長（佐々木恵寿君） 成井副町長。 

○副町長（成井 祥君） １の福島国際研究教育機構についてお答えし

ます。 
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   福島国際研究教育機構の立地選定に当たりましては、国及び県か

ら示された諸条件を満たすことはもとより、市町村の熱意を踏まえ

るとされており、議員おただしのとおり、町をあげての盛り上がり

は非常に重要であると考えております。 

   このため、町では、福島国際研究教育機構の誘致に向けたプロジ

ェクトチームを設置し、全庁一丸となって誘致活動に取り組んでい

るところであり、そうした取組を町ホームページや広報なみえへ掲

載するなど、町民の皆様への周知を図っているところであります。 

   福島国際研究教育機構を誘致する具体的な候補地につきましては、

県が候補地を決定するまで非公表とされていることから、大規模イ

ベントの実施は難しい状況にありますが、一人でも多くの方に自分

のこととして捉えていただけるよう様々な機会を捉え、機構に関す

る情報の発信に努めるなど、誘致に向けた機運をより一層高めてま

いります。 

○議長（佐々木恵寿君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（金山信一君） （１）農林水産業の再興について、農

業の再生に向けての町内における農地の再生の状況及び農業用水路

等の復旧状況はについてお答えいたします。 

   震災前、町内では約1,900ヘクタールで営農が行われておりまし

た。農地再生への取組状況としては、令和３年度に作付が再開され

た農地面積は272ヘクタール、令和４年度の作付見込み農地面積は

373ヘクタールとなっております。 

   昨年度に実施しました地域の座談会などを通じたマッチングの成

果によりますと、避難指示解除区域においては、営農再開済み農地

と、今後作付見込みがある農地及び特認事業による保全作業が行わ

れている農地の合計面積は約1,200ヘクタールとなっております。

加えて、特定復興再生拠点区域内において、令和４年度は約200ヘ

クタールの農地で保全管理作業が見込まれているなど、町の農地再

生への取組が進められております。 

   次に、農業用水路等の復旧状況についてですが、大柿ダムから取

水される主要幹線水路については、国の直轄事業により進められて

います。令和５年度の町内全域の通水に向けて、復旧工事や通水試

験等を実施していると国から報告を受けております。末端の水路に

つきましては、多面的機能支払交付金制度を活用し、地域で保全活

動に取り組んでいるほか、地域で対応できない場合においては、福

島再生加速化交付金を活用し、町が工事等を実施しております。 

   ため池の放射性物質対策工事は、対策が必要なため池23か所につ

いて今年度に完了予定です。再対策が必要なため池については、調
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査結果を踏まえ、事業実施に向け準備をしてまいります。 

   また、農業基盤の整備については、町内の７地区において圃場整

備事業を進めております。そのうち、加倉地区・藤橋地区の２地域

については、法手続に移行しており、事業計画の確定後、今年度よ

り調査設計等のハード整備に着手いたします。その他の地域につい

ても事業実施に向け進めてまいります。 

   続きまして、②担い手不足対策の現状と農業者が将来生きがいを

持ち従事できる環境づくりと併せて支援策等についてにお答えしま

す。 

   昨年度実施したマッチング作業の成果によりますと、作付意向の

ある担い手は個人と組織を合わせ、166であると把握しております。

担い手が年々増えておりますが、貸したい意向のある農地に対し、

担い手がまだ不足している状況にあります。 

   作付面積の増加に向けて、意欲ある多様な担い手の確保、地元農

業者と連携した外部法人の誘致、さらに次世代の地域を担う新規就

農者の確保・育成が重要と認識しております。 

   町は、営農に向けた環境整備の一環として、農業者の設備投資の

負担を軽減するため、昨年度２基のカントリーエレベーターを整備

いたしました。また、令和５年産の水稲作付に向けて、育苗施設の

整備を進めております。 

   このほかにも、国及び県が実施する就農計画作成や生産設備導入

等への支援、さらに町独自の支援策を有効に活用し、農地の調整な

ども含め、関係機関が連携した中で担い手確保に取り組んでまいり

ます。 

   農業者が生きがいを持って従事できる農業において、収益性のあ

る稼げる農業であることが重要であると考えております。そのため

に、地域の話合いによる農地集積への取組や、農業基盤整備による

効率的な営農環境の実現にも取り組んでまいります。 

   続きまして、（２）漁業の再開について。 

   いまだ内水面漁業が再開されていない点についてお答えいたしま

す。 

   まず、サケふ化事業の実施状況ですが、令和４年度は土木設計、

建築設計業務を予定しております。来年度以降予定される土木工事、

建築工事を経て、令和７年度からの供用開始を目指しております。 

   次に、室原川・高瀬川における遊漁関係についてお答えします。

まず、室原川・高瀬川における遊漁活動については、原発事故発災

時に避難区域となっていたため、現在も禁漁となっております。遊

漁再開について、他自治体の事例を見ますと、継続的に対象魚種の
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モニタリング調査を実施し、放射線量の基準値が１キログラム当た

り100ベクレル以下になることを確認し、県と協議する必要があり

ます。 

   室原川・高瀬川漁業協同組合では、平成24年度より河川のモニタ

リング調査を実施しております。調査結果として、高瀬川流域、請

戸川流域で採取される検体については、両河川とも基準値を超えて

いることが確認されています。議員おただしのとおり、再開を心待

ちにしている方が多い中ではありますけれども、こうした状況から、

遊漁の再開については、基準値を下回るまで継続的なモニタリング

の必要があり、現時点では再開時期は見込めない状況です。 

   以上となります。 

○議長（佐々木恵寿君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（清水 中君） 企業誘致の町の独自施策についてお答

えいたします。 

   浪江町に立地する企業優遇策につきましては、自立・帰還支援雇

用創出企業立地補助金によります工場の新設・増設費用への補助、

福島復興再生特別措置法による税制優遇など、主に福島県浜通りに

おける原発被災地に対して、ほかにはない全国トップクラスの支援

制度が創設されているところであります。 

   それに加えまして、町独自の取組といたしましては、今年３月に

制定し、浪江の独自性を入れ込んだ企業立地促進条例に基づく建物

の整備費用や地元雇用に対する補助をはじめ、従来より継続して行

っております町内再開事業者等光熱水費補助金、移住して就業する

方への住宅支援として、浪江町移住者向け住宅支援事業など、一部

ご紹介いたしましたが、そういったものを準備し、企業の誘致を進

めているところでございます。 

○議長（佐々木恵寿君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（吉田厚志君） （４）移住・定住の推進、①町民の帰

還支援及び町への移住・定住を推進するための支援策等はのご質問

にお答えいたします。 

   町への移住・定住を推進するための支援策といたしましては、町

外から移住を検討する方に対する町内での滞在費補助として、長期

滞在の方に向けては、いこいの村なみえのコテージを活用し、最長

１か月間、２万円で宿泊することができる移住検討者お試し宿泊補

助金、短期滞在の方に向けては、１泊当たり2,500円の割引を受け

られる移住検討者町内滞在支援補助金がございます。 

   移住された方に対しての支援策といたしましては、町内の不動産

事業者の管理する賃貸物件に入居した移住者に対し、月額３万
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7,000円を超える家賃を最大４万円上限で補助する移住者向け住宅

支援補助金を実施しております。移住後にご結婚されたご夫婦に対

しては、最大50万円の祝い金と記念品を支給する浪江町定住促進結

婚支援金がございます。 

   また、福島県の補助金となりますが、県外から12市町村へ移住し、

就業、または起業された方を対象に、単身で最大120万円、世帯の

場合は最大200万円が給付される福島県12市町村移住支援金、新規

転入に伴う住宅取得費用の一部を最大で145万円を補助する移住者

住宅取得事業補助金がございます。 

   続きまして、②町の魅力を国内外に情報発信されていると思いま

すが、成果の度合いはのご質問についてお答えいたします。 

   移住・定住の推進に向けての情報発信につきましては、昨年度、

浪江町移住ガイドブックを作成しまして、各種移住・定住イベント

に出展した際に来場者に配布いたしました。また、町の魅力を広く

移住検討者にアピールするためのＰＲ動画を作成し、３月に町のホ

ームページの浪江町移住ガイドに掲載しております。こちらのＰＲ

動画は、公式ユーチューブチャンネル「なみえチャンネル」での配

信も行っております。 

   成果の度合いといたしましては、過去２年の移住者の実績は、令

和２度で33名、令和３年度で42名と、現状では増加傾向にあり、年

代別の割合では、特に20代から40代の移住者が増えている傾向にご

ざいます。 

   昨年７月から、一般社団法人まちづくりなみえへ業務委託により

開設しました移住定住相談窓口への相談者件数も88件となっており、

情報発信による一定の効果が得られているものと認識しております。

今年度も引き続き、ＰＲ動画、浪江町移住ガイドブックのさらなる

充実と町の魅力発信を行ってまいりたいと考えております。 

   以上です。 

○議長（佐々木恵寿君） 総務課長。 

○総務課長（横山秀樹君） 地域コミュニティ活動の推進、行政区の在

り方についてお答えいたします。 

   行政区の在り方につきましては、昨年度、行政区長会において意

見交換会やアンケート調査を実施しまして、その意見等を伺ってお

ります。 

   その意見としましては、「住民が広域的に避難しているというこ

とで、従来の行政区としての活動の継続は難しい」とする方が多く

占める一方で、行政区それぞれに様々な事情がありまして、「一定

程度の時間が必要だ」という意見もありました。 
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   これらを踏まえますと、町としましては、具体的な見直し案をま

とめるためには、もう少し時間が必要と感じておりまして、当面は、

各種支援事業や補助金の活用等により、行政区活動の維持・推進を

図りながら、行政区長会と調整の下に、将来的な行政区の在り方を

まとめてまいりたいと考えております。 

   続きまして、選挙管理委員会書記長として答弁したいと思います。 

○議長（佐々木恵寿君） 選挙管理委員会書記長。 

○選挙管理委員会書記長（横山秀樹君） 浪江町長選挙・参議院議員選

挙の件でございますが、議員ご指摘のとおり、第49回衆議院議員選

挙における当町の投票率は、県下最下位でございまして、原発事故

による広域避難という厳しい状況下での選挙運営となってございま

す。 

   選挙管理委員会としましては、今回の浪江町長選挙・参議院選挙

につきましては、選挙日程を同じくすることで、より多くの方の注

目が得られるような形を採らせていただいております。 

   また、前回の衆議院議員選挙では、役場本庁舎以外の投票所では

投票日前日のみであった期日前投票を２日前から実施することにし

ておりまして、町民の方に足を運んでいただける機会を増やしてお

ります。 

   さらに、選挙啓発につきましては、町ホームページや広報なみえ

による周知のほか、防災行政無線や町の公式キャラクター「うけど

ん」を活用した投票の呼びかけ等を実施する予定でありまして、こ

れらにより投票率のアップを図ってまいりたいと考えております。 

   なお、議員からご意見のあった件でございますが、これらについ

ては今後検討してまいりたいと考えております。 

   ただ、移動投票所の件でございますが、こちらについては今回の

選挙でも検討していたところでございますが、今回は３つの選挙が

あるということで、バス内のスペース的な問題がありまして、今回

は見送りをしたところでございます。 

   それから、インターネット投票でございますが、こちらにつきま

しては、法制度上、選挙人は選挙当日自ら投票所に行って投票しな

ければならないというような法の決まりがございますので、ただ例

外としましては、不在者投票等がありますけれども、一応このよう

な原則となっておりますので、インターネット投票については、現

行の法制度では対応できないということになっておりますので、ご

理解をお願いしたいと思います。 

○議長（佐々木恵寿君） ２番、紺野豊君。 

○２番（紺野 豊君） １点だけ質問させてください。 
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   漁業の再開の関係ですと、先ほどお聞きするのを忘れたんであり

ますが、河川敷の空間線量値、これ県関係だと思いますけれども、

今どのような状況なのか、分かれば教えてください。 

○議長（佐々木恵寿君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（金山信一君） 河川敷の空間線量なんですけれども、

現在手元に情報を持ち合わせていないので、後ほど確認しておきた

いと思います。 

○議長（佐々木恵寿君） ２番、紺野豊君。 

○２番（紺野 豊君） 以上で質問は終わったんでありますが、ちょっ

と時間をお借りいたしまして、町長におかれましては、私が去年議

員になりまして、まだ１年４か月ぐらいになりますので、１年５か

月ぐらいのお付き合いしかできないと思ったんですが、もう１期や

ってほしかったというイメージがあります。やっぱり福島国際研究

教育機構、それを何とか仕上げていただいて花道をつくっていただ

きたいと、ご検討よろしくお願いします。これで終わります。 

○議長（佐々木恵寿君） 以上で２番、紺野豊君の一般質問を終わりま

す。 

───────────────────────────────── 

◇ 渡 邉 泰 彦 君 

○議長（佐々木恵寿君） 続いて、11番、渡邉泰彦君の質問を許可しま

す。 

   11番、渡邉泰彦君。 

［11 番 渡邉泰彦君登壇］ 

○11番（渡邉泰彦君） 議長より質問の許可を得ましたので、通告に従

ってご質問させていただきます。 

   質問の方式は、一問一答方式でよろしくお願いします。 

   まず、１番目は、浪江駅周辺整備計画のグランドデザイン基本計

画について、何点かご質問させていただきます。 

   ５月26日の全員協議会で、グランドデザイン基本計画の資料をベ

ースに詳しい説明をしていただきました。その中で、コンセプト

１に「なみえルーフ」、人が生み出す人のつながり、これに私はす

ごく共感したというか、なかなか的を射ているコンセプトだなとい

うふうに感心しております。令和３年４月から令和９年３月までと

いう約６か年計画というふうに組んでありますが、これは、浪江町

の今後50年、100年を見据えた壮大な計画だなというふうに考えて

おります。 

   そこで、まず１番目の質問なんですが、2018年、今から約２年ち

ょっと前から全国各地域で地方創生の実現ということのために、Ｓ
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ＤＧｓの未来都市計画が実施されております。その指標となるのが、

これ新しい言葉なんだか、ちょっと私もよく分からないんですが、

ＭＶＶ（ミッション・ビジョン・バリュー）、これがいろんな計画

を進めるための指標になっていくと。これをまず決定して、それに

向かって計画を進めていくというのがセオリーになっているという

ことを聞いております。 

   そこで質問なんですが、この計画を成功させるためには、明確な

ＭＶＶが不可欠だというふうに思っています。特に今回は、中長期

的な計画になってきますので、その辺の目線というか、指標という

か、そういったものが、継続的に政策に取り組むためには必要であ

ると思います。 

   浪江町周辺整備計画のミッション、すなわちこの計画でやるべき

こと、２番目にＶ（ビジョン）、これはこの計画がこういった姿で

あるというあるべき姿、最後のＶ（バリュー）、この計画の価値観、

どういう付加価値を生み出すのか。ＭＶＶは、計画の明確な指標と

なり、何を目指し、どう行動するかを徹底すれば、チームとしても

一体感のある行動がとりやすくなると私は思っています。それぞれ、

ＭＶＶについて分かりやすくご説明ください。 

○議長（佐々木恵寿君） 建設課長。 

○建設課長（戸浪義勝君） それではお答えいたします。 

   浪江駅周辺整備計画は、上位計画であります中心市街地再生計画

の実施計画でありますので、中心市街地再生計画においての基本理

念や目標を定めております。それらをＭ・Ｖ・Ｖ（ミッション・ビ

ジョン・バリュー）の３点に分けて整理をさせていただきます。 

   １点目のミッション、「意義と目的、果たすべき使命」につきま

しては、基本理念である「みんなが集い、快適な暮らしとにぎわい

のあるまちなか創生」、「ふるさとなみえを未来につなぐ中心市街

地を目指して」になります。 

   ２点目のビジョン、「目指す理想の姿、未来像や構想」につきま

しては、基本理念にぶら下がります４つの目標である「安全・安心

のまちづくり」、「暮らしやすいまちづくり」、「集う・にぎわ

う・つながるまちづくり」、「浪江らしさがあるまちづくり」にな

ると思います。 

   ３点目のバリュー、「価値観や価値の基準、行動指針」につきま

しては、さらに上位の計画である復興計画（第三次）になりますが、

人口を増やし、持続可能なまちづくりに向けて定めた復興の理念で

あります「夢と希望があふれ 住んでいたいまち 住んでみたいま

ち」になると考えます。 
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   以上です。 

○議長（佐々木恵寿君） 11番、渡邉泰彦君。 

○11番（渡邉泰彦君） 分かりやすい説明、ありがとうございます。 

   ミッションとビジョンとバリューに関しては、今課長がお答えに

なったとおりのものであるというふうに私も思ってはおります。た

だ、そのＭＶＶに関して、やっぱりこの計画がうまくいくためには、

まず浪江町民に対して、この計画を理解していただく。ただ机の上、

そして構造物の上、そして理想の上のうえに物事をつくっていくと

いうのではなくて、やはりそこに暮らす浪江町民に対する理解が非

常に必要になってくるんじゃないかと思っています。そういった意

味で、この計画の本当の姿というのをやはり浪江町民の方にきっち

りと計画を理解していただいて、推進していくことが必要だと思い

ます。特に、これから用地買収とか、本当に町民の方々のご理解を

得て協力をしていただくところが差し迫って出てきているので、も

うちょっと浪江として、こういったもののＭＶＶに対する理解を町

民に広げていただきたい。 

   それと、やっぱりこの計画そのものは１年、２年で終わるわけで

はなくて、何年か続いていきます。最低でも６年は続くんだろうと

私は思っていますが、やはり役場の中で、これのリーダーシップを

とっていく、これを推進していく役目のチームができるわけなんで

すが、やはり時代と共にメンバーが変わっていったり、リーダーが

変わっていったりというふうになってくるんだと思いますが、そう

いったときにこのＭＶＶをきっちりとはっきりさせておいて、誰が

担当しても、この計画はこの目標に向かって、このビジョンに向か

って進んでいくんだということをしっかりしていけば、そのチーム

に浸透しやすくなると思うんで、その辺はきちっと資料として残し

ておいて、目標を達成するように努力をしていただきたい。 

   さらには、計画が始まったばかりなんですが、この計画の現状分

析をしていって、多少曲がる場合もあると思うんです。そのために、

ＭＶＶを策定した方の本を読んでみると、現状分析を実施してそれ

で徹底する。こういう方向がこれに変わります、これはこういう理

由でこう変わります、時代と共にこういうふうになりましたという

のもしっかりしたメンバーの中で議論しながら計画を進めていかな

いと、結局、指標が折れてしまえば計画そのものが曲がってしまう

というようなことにならないようにしっかりやっていただきたいと

思います。 

   その中で、浪江町周辺整備計画、要するにＳＤＧｓ（持続可能な

開発目標）の下に、サステナブルな持続可能な社会を実現していく
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ということが大きな命題であります。先ほども申しましたが、国も

地方創生の観点から、ＳＤＧｓの未来都市の推進を国の施策として

実施しております。2020年には全国の33の都市が未来都市として選

定されております。福島県では、最近なんだと思うんですが、郡山

市が指定されておりまして、今いろんな政府のサポートを受け、予

算をつけていただいて、この計画が推進中であります。 

   浪江町周辺整備計画は、浪江町の震災からの復興、それだけの意

味ではなくて、未来都市として、持続可能な都市として、地域づく

りを目指す自治体の認定を受けて、中長期的に政府にサポートして

いただく、この制度に乗っかるというような考えがあるかどうかお

尋ねします。 

○議長（佐々木恵寿君） 建設課長。 

○建設課長（戸浪義勝君） ご質問にお答えをいたします。 

   浪江駅周辺整備計画は、基盤整備等のハード面の整備を主とした

計画であります。一方で、ＳＤＧｓ未来都市の施策は、ＳＤＧｓの

達成に向けたソフト面の取組の推進に必要な経費に対する支援であ

ると理解しております。 

   したがいまして、浪江駅周辺整備事業におきましては、整備後の

ソフト面を含めたまちづくりの取組においては、大変有効な手段と

なる可能性があるため、今後、制度や事例の把握に努めてまいりた

いと考えております。 

   以上です。 

○議長（佐々木恵寿君） 11番、渡邉泰彦君。 

○11番（渡邉泰彦君） この、国の政策の一環でやっている市町村は22

市町村あって、一番最初はもう2018年から始まっているわけです。

その先進事例を参考にしながら、この浪江駅周辺の開発を当てはめ

て、これ後から出てくるんですが、メンテナンス、要するにランニ

ングコストの意味においても、なかなか大変な対策になるんだろう

というふうに想定しています。そういった意味からも、国の支援を

受けながら、そして浪江町の将来のまちづくりに向かっていただけ

ればと思っています。 

   その中で、サステナブルという言葉が大きく取り上げられている

計画なんですが、その中にはサステナブルな風土。例えばサステナ

ブルというのは、本当に今、浪江駅周辺をやるために、目前に迫っ

ているものの中の言葉のキーポイントにこの計画がなっていますの

で、どうか、なかなか難しいものになってくるのかなというふうに

は思っていますが、その辺をきっちりチームで調査していただいて、

国の施策に乗っかっていただきたいなというふうに思っています。 
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   その中で、女川町。同じ津波被災地、そして大きな打撃を受けた

町なんですが、その中で、女川町まちなか再生計画というのがあり

まして、それが復興庁で認めた１番目の計画、認定第１号なんだそ

うですが、女川の2016年に開業された「シーパルピア女川」、私も

建設途中に１回、完成してから１回、２回ほどお邪魔しておりまし

て、資料とかも全部頂いて、いろいろ見せていただいているんです

が、女川駅から向かって、プロムナードがずっと海に向かっていて、

その両サイドに木造５棟、鉄骨が１棟で完成された商店街が並んで

います。本当に、駅から向かって終点までプロムナードをずっと歩

いていくと、もうすぐに海なんです。 

   ちょっとあの当時を今思い出すと、津波の心配はどうなんですか

というような質問を私はしたんです。そうしたら、かさ上げをして

いるんだと。かさ上げをしていて、そこはあくまで住まいではない

と。要は商店街なんで、津波が来た場合もかさ上げの影響もあって、

少し緩むだろうし、住んでいるわけではないのでというような説明

を受けたんです。それでなるほどなと、こういうやり方もあるんだ

なと思っています。 

   そこで、その後完成してから行ったときに、この管理方法はどん

なふうにして管理しているんですかと、運営はどういうふうな方法

でしているんですかという質問をする機会がありまして、そこを管

理しているのは女川みらい創造株式会社という会社がやっているん

ですが、そこでどういうところが大変なんですかという話を聞いた

ら、やはり今回の浪江町駅周辺の開発は木造を中心にしてやってい

るんだと。ここも実は木造が５棟あって、鉄骨は１棟だけなんです

が、この辺のメンテナンスというのはどうなんですかという話をし

たときに、やはり木造であるということがまず１点、それと歩く場

所がれんがでずっとこうなっていて、舗装じゃないんです。どうし

ても完成してから木造のメンテ、そしてその歩道もかなり傷みが多

いと。ましてやありがたいことに、ものすごく人に来ていただいて

いる施設なので、取りあえずそういうところが大変なんだというお

話を聞いてきました。 

   そこで、完成する前から課長にこういう質問するのはちょっと失

礼なのかもわかりませんが、完成後の管理方法、それと管理会社、

こういったものはどんな考えを持っているのかお尋ねします。 

○議長（佐々木恵寿君） 建設課長。 

○建設課長（戸浪義勝君） それではご質問にお答えをいたします。 

   浪江駅周辺整備計画は、令和８年度末の完成を目標としておりま

して、現在は計画策定から設計に入る段階であり、浪江駅周辺グラ
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ンドデザイン基本計画の策定において、隈研吾建築都市設計事務所

などと、劣化対策やメンテナンスの容易さを踏まえた施設とするこ

とを念頭に議論をしております。 

   また、整備後の管理における体制づくりや町の管理負担軽減対策

等につきましては、他団体の事例を学び、適切な方法を検討したい

と考えております。 

   以上です。 

○議長（佐々木恵寿君） 11番、渡邉泰彦君。 

○11番（渡邉泰彦君） ４番目の質問まで行ってしまうかもわからない

んですが、隈研吾さんのデザインというのは、世界的にもものすご

く有名な方でして、頂いたこのグランドデザイン基本計画を見ても、

本当にこういうものができるのかというぐらいものすごいデザイン

なわけです。これが完成にどんどん近づいていく。そうすると当然

のことながら、ここに書いてある姿がだんだん実現していくという

工程の中で、今課長にメンテはどうなんだ、管理方法はどうなんだ

という質問をするのは酷なのかもわからないんですけれども、この

計画は、やっぱり浪江町の１年後、２年後じゃないんですよ。50年

後、100年後、そこに残していって、それこそ町長が今考えている

持続可能な社会をつくる、本当の最先端の都市になっていくんだと

思うんです。 

   その中で、やっぱり形あるものというのは、腐食したり荒廃した

りというのが当然なわけです。それを防ぐためにはどうしたらいい

のかを考えるのが私は行政側の仕事だと思う。今チームをつくって

これを進めながら、やっぱりここの問題は早期に考えていかなきゃ

いけない。今課長が言ったように、隈研吾先生とそういったいろん

なものを全部含めて計画に出ていると。なかなかメンテがいらない

ものを造ったり、何とかダイというふうなことを今考えているって、

これから計画に生きるというんですが、その隈研吾先生が設計され

た新国立競技場の総予算が1,569億円、これのコンセプトは杜のス

タジアムと。要するに木がたくさんある、木造で周りに木がたくさ

んあると。そういったものがこのコンセプトになっていると思いま

す。そこに中心的に使われているマテリアルは国産の木材が多いん

です。 

   まだオリンピックが終わったばかりであれなんですけれども、

１年たって２年たって３年たってとなっているんですけれども、メ

ンテの年間維持費が、一概に浪江町と比較はできないんですが、こ

れ24億円かかるんです。浪江駅周辺整備計画の広報も、要するに鉄

骨と国産の集成材を組み合わせて造る、構造体で言えばハイブリッ
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ト工法と呼ばれているものなんです。ましてや、よく内容を見ると、

建物だけではなくて、要するにベンチ、パーゴラ、ボラード、これ

は集成材じゃなくて、無垢材を使用しているんです。それをどうい

うふうに隈先生のほうで長持ちさせるかということで、ガラスコー

ティング塗装という新しい、新しくもないんですけれども、木造建

築のところにはよく使われる塗装なんですが、これガラスコーティ

ングをするんですね。それで中の木の腐敗の進行を止めるというも

のなんですが。 

   実は、これは全体的に見て紫外線に非常に弱い。何を言いたいか

というと、木材そのものが腐ったりするのは遅いですが、表面の仕

上がりが劣化しやすいんです。そういった建物が日本全国で幾つか

あって、隈研吾先生がデザインしたものだけではないんですが、仙

台にもありますし、柏市にもありますし、似たようなハイブリット

工法でやっているところがあって、やっぱりそこの傷みというのは、

どうしても色の変色から始まっていると。色の変色が始まったとき

から内部の腐敗が始まると。それを止めるためには、やっぱりそれ

なりのメンテナンスを早い時期にやっていかないと、長く維持する

というのはなかなか難しいんです。ましてや、これだけの斬新なデ

ザインで、計画上はものすごい景観になるわけなんです。やっぱり

それは行政側として、町として、長く維持していくというのが使命

になってくるんだと思います。 

   この計画に関しては、馬場町長の時代からいろんな懸案があって、

吉田町長の時代にやっと実現のめどが立つと。今度新しい町長が来

たときにそれが進行していくという、各リーダーがつながっている

計画なんです。ここまで来るのにも相当な年数がたっていると。こ

れから完成するまで相当な年数がたつと。そういった中で、やっぱ

り行政側、担当としては、そこは長くやっていくと。長く維持して

いくんだということを今からやらないと、いざ建ってからではもう

遅いと思うんです。その辺、課長、どんな考えで進めるのかお考え

をお伺いします。 

○議長（佐々木恵寿君） 建設課長。 

○建設課長（戸浪義勝君） ご質問にお答えをいたします。 

   今回の整備は、建物の内外装に木材をふんだんに用いまして、温

かみのある建物にする計画でございます。 

   議員おただしのとおり、木材を外部に使用しますと、変色したり、

腐食したりする心配がありますが、塗料の技術革新により、紫外線

遮断性能が屋外で90％以上の遮断効果が約15年継続するものなど、

劣化が軽減されるものも開発されていると聞いております。また、
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植栽に関しましても、維持管理に手間のかからない樹種を選定して

いただいております。 

   一般に、ハード整備につきましては財政支援がございますが、管

理などのランニングコストにつきましては、町の一般財源が対応と

なりますので、まずは管理コストを十分に抑えることを念頭におい

た整備を行い、整備後のランニングコストや管理手法につきまして

も、他団体の事例を研究し、町の負担を軽減できる方法を検討して

いきたいと考えております。 

   以上です。 

○議長（佐々木恵寿君） 11番、渡邉泰彦君。 

○11番（渡邉泰彦君） 管理にはもちろんコストがかかるんですが、都

市部のほうでよく、高層ビル、マンションを建てました、それをみ

んなで買いました。そうすると、買うお金以外に管理費が月何万円

とかずっと積み上げていって、建物が古くなったり、直すところが

あれば、そのお金を使って修理するというか、そういった手法がと

られているようです。 

   この建物のデザインの全体を見ると、駅からずっと一体化になっ

ていて、大きなルーフがあってというようなことなので、例えば方

法として、中に入居している商店街とかそういったところから、管

理費を取りあえず幾らか集めておいて、それをそこの管理会社が積

立てして、そういったメンテに回すと。莫大なコストをかけて維持

していくというのは簡単なことだと思っているんですが、果たして

そこまで予算がずっとあるかというと、なかなか難しいところもあ

るんではないかと思うんです。 

   ですから、そこに入居する方々のご負担といったらおかしいと思

うんですが、そういったいろんなことを考えながら計画を練ってい

って、最終的にそれにご納得していただいてそこに入っていただく

というようなことも必要なのかなと。 

   それで、居住する空間も建っておりまして、公設と民営と両方あ

るみたいなんですが、そういったことも踏まえながら、そこも巻き

込んでいったらというと語弊があるんですが、そういったことをや

りながら町を維持するための管理費というのを稼いでいくというか、

そんなシステムをつくっていくのもいいのかなと思っています。 

   このＳＤＧｓという言葉で今まちづくりをいろいろやっているん

ですが、これにも17項目があったり、このほかに70も80も分けたり

して、それが全部当てはまるわけではないと思うんです。その中の

部分で、例えばこの計画からすると、住み続けられる町、エネルギ

ーをみんなに、そしてクリーンになんていう７項目と11項目を抜粋
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したんですが、そういったことでいろんな持続可能のためのその中

の目標を引っ張り上げていくというのが出てくると思います。 

   それで、その計画を進めるに当たって、やっぱりここの部分は気

にしていただいて、そこの部分のどれを当てはめていくのか。全て

が当てはまる町なんてあるわけがないので、そんなことも考えなが

ら、本当に低コストで、クリーンで、そして持続可能な都市をつく

っていただきたいと思います。これは、お答えはいいですが、要望

でお願いしたいと思います。 

   次に、これは現実味がここに入ってくる質問なんですが、「いこ

いの村なみえ」と「道の駅なみえ」、この件に関しては年がら年中、

私は質問しているんで、課長もちょっともう嫌気がさしているのか

なと思うんですが、福島なみえ勤労福祉事業団、理事長は町長がお

なりになっています。そこで運営しているのが「いこいの村なみ

え」。一般社団法人まちづくりなみえ、これ理事長に副町長が就任

しております。そこで運営するのが「道の駅なみえ」。これは直接

浪江が運営しているわけではないんですが、当然のことながら、町

の関わりというのは非常に強い組織のはずです。 

   それで、浪江町の交流人口とそういうのが関係する人口、これを

考えれば、この２つの施設というのは浪江町にとっては非常に重要

で、私もしょっちゅう行っているんですが、このコロナ禍の中で両

施設とも非常に健闘しているなっていうふうにいつも思うんです。 

   「いこいの村なみえ」に関しては、私は毎週、土、日は必ず行く

んですが、そのときに向こうの方とお話しすると、土曜日なんかは

恐らく５週間ぐらい連続で満室なんです。日曜日も先週だけだと思

うんです、満室じゃなかったのは。その前はずっと満室で、よくこ

れだけ泊まりにくるなと。なかなか頑張っているなという思いがあ

ります。 

   「道の駅なみえ」に関しても、たまたまイベントがあったことも

あったんでしょうが、「ももクロ」があったり「女子発組足」が来

たりして、花火大会も含めて、あの辺の売上げというのはとんでも

ない売上げになっている。 

   その両施設なんですが、今、町のほうでご報告いただいている中

で、それぞれ従業員はどのぐらい雇用しているか報告を受けていま

すか。 

○議長（佐々木恵寿君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（清水 中君） お答えします。 

   「いこいの村なみえ」につきましては、昨年８月のグランドオー

プンのときに料理人、副支配人が採用されまして、先月５月末の段
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階で正職員としては、フロント３名、事務１名、調理２名の７名と

なっています。パートにつきましては、フロント２名、調理補助

１名、清掃３名、サービス２名、バス運転３名、環境整備１名、ナ

イト、すなわち宿直１名の計13名で、さっきの７名を足すと20名と

いうことで運営していると聞いております。 

   次に、「道の駅なみえ」に関しましては、「産直いなほ」で正職

員が１名、パート・アルバイトが10名、「ベーカリーほのか」にお

きましては、正職員２名、パート６名、フードコートの「かなで」

は正職員１名、パート５名、無印良品が正職員１名、パート５名、

酒蔵ゆいで正職員１名、パート４名、それ以外として正職員２名、

パート６名となっておりまして、総勢44名で運営していると聞いて

おります。 

   以上です。 

○議長（佐々木恵寿君） 11番、渡邉泰彦君。 

○11番（渡邉泰彦君） 分かりました。20名の44名ですね。 

   なぜそんな質問をしたかというと、まず「道の駅なみえ」からい

くと、「道の駅なみえ」の今の営業時間が、休みは月に１回だけな

んですが、営業時間が午後６時までなんです。最初にオープンした

頃は、午後８時まで営業していたんです。あの頃はまだコロナ禍に

なるちょっと前だったんですけれども、なかなか好調な売上げでし

た。その中でコロナ禍になって、時間を午後６時までに制限したと

いういきさつもあると思うんですが、やっぱりこれ元どおりの計画

に、８時までやることによって、やっぱり売上げが上がっていく要

素が増えてくるんだと思うんです。 

   その中で、どこの企業もそうなんですけれども、人を確保するの

が難しい町になっています。それで今何人雇っているのか聞いたん

ですけれども、やはりこの44名体制で何とか８時まで営業時間を延

ばす、そういった方法も考えられるのかなと思って人数を聞いたん

ですが、果たして44名で８時まで営業できるのかどうか、それとも

かなりのハードワークになってしまうのかということが分かればと

いうのが１点。 

   それと、「いこいの村なみえ」なんですが、メンテというか、環

境整備で１名雇っているというふうに今お伺いしたんですけれども、

丈六公園がああいう状態なので、「いこいの村なみえ」もというふ

うに見られちゃ駄目なんですが、やはりきちっとしたホテル、宿泊

ということを考えれば、周辺の草がぼうぼうでは、やっぱりイメー

ジ的にあまりよくないと思っているんです。特に入ってくる土手は

きれいにしているんですけれども、道のところにたくさん草が生え



- 68 - 

てくるんです。さらには、駐車場を越えてお風呂に入って外を見る

と、もう草がぼうぼうなんです。冬の間は目立たなかったんですが、

今になってきてちょっと目立ってきている。レストランのテラスか

ら見る堤の下のところも、ものすごく竹だらけになっている。 

   こういうことでは、やはり初めて来たお客さんのイメージとして

は、かなり悪いと思うんです。やっぱりリピーターをどんどん増や

していくことが、売上げにつながっていくと思っているんで、その

辺の環境整備ももうちょっときっちりやらないと、宿泊施設として

のイメージが悪くなると思うんです。だから、そこで何名雇ってい

るんですかと。その人数でそういったところまで手が回るんですか

という質問をしたかったんですけれども、課長、どう思いますか。 

○議長（佐々木恵寿君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（清水 中君） この２つとも、いよいよ始まって、本

当の意味での持続可能になるための模索を今しているところであり

まして、６時から８時までに延ばす。なぜあのとき６時から８時の

間をやめたのかという状況もございます。そういったことも勘案し

て、さらに少しでも延長することができるのか。それもよく検討し

なければならないと思います。 

   ただ、やはり当初50人弱で始まっているものが若干ずつ減ってい

ますので、あのときその人数でやっていてなかなか大変だったので、

やはり６時以降もやるとした場合、もう少し人数を補充する必要が

あり、なおかつ６時から８時にそれだけの見合った客が入るのかと

いうことも検討して、それに踏み切っていかなければならないと思

います。 

   次に、環境整備の方を専門に頼んでおりまして、結構若い、一生

懸命にやっています。今の６月、７月というのは草がいっぱい生え

る時期ですから、追っつかないでいます。でも追っつくべく一生懸

命やっております。さらに、あらゆる場所をやるためには、ほかの

職員、もしくはパートをもう１人増やす。我々も少し手伝っている

んですけれども、やはりそのような状況で、完全にきれいな形にし

たいのは常々私も思っておりますので、それに今後努力していきた

いと思っています。 

○議長（佐々木恵寿君） 11番、渡邉泰彦君。 

○11番（渡邉泰彦君） 課長は毎会答弁をいただいて、なかなかそれが

進まないという経緯もあるんで、ぜひ今言われたとおり、道の駅が

８時まで営業できるようにというような指導、それと、いこいの村   

の環境整備をきっちりやっていただくという指導を、ぜひしていた

だきたいと。 
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   そこで、今その両施設にリーダーがおりまして、「いこいの村な

みえ」のほうは、割と最近だと思うんですけれども、支配人の方が

お見えになって、何となくお見えになったというか、雇うことがで

きた。「道の駅なみえ」の駅長は、しばらくちょっと病気か何かで

休んでいたんですけれども、今は復帰してやっていると。両方とも

一生懸命頑張っているのかなと。全然姿を見るわけではないんです

が、課長としてこの両施設のリーダーの方が、本当にきちっと目標

を持ってやっているという印象があるかお聞きします。 

○議長（佐々木恵寿君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（清水 中君） まず、「いこいの村なみえ」の支配人

に関してですけれども、前支配人が昨年10月末に退職しました。そ

のため、昨年後半の経営、指導、管理は非常に脆弱な体制で運営し

ておりましたが、何とか持ちこたえて、昨年より既に声をかけてい

た新しい支配人が先月５月16日より着任しました。ようやく運営体

制の安定化に向けた人員が確保できた状況でございます。官民合同

チーム等の支援を受けながら、今後様々な改善に取り組んでいくも

のと聞いておりまして、この支配人のこれまでの経験を十分発揮し

ていただけるものと、これから再スタートしたという気持ちでいま

す。 

   また、道の駅の駅長に関しましては、現在、無印良品の店長職と

兼務をしながら、ほかの従業員総力を挙げて力を合わせ、施設運営

に当たっていると聞いております。本来の能力を十分に発揮してい

ただくべく取り組んできていると評価しているところであります。 

○議長（佐々木恵寿君） 11番、渡邉泰彦君。 

○11番（渡邉泰彦君） 分かりました。 

   今後、この両施設に関しては注視をしながら、一番最初に言いま

したが、浪江町の交流人口、関係人口を増やすということにおいて

は、この両施設がメインになってくるんだと思っています。 

   先ほどの質問でちょっと出たんですが、高瀬球場なんかも今きれ

いになっているし、あと丈六公園が、よく分らんですけれども長く

かかっているんですが、今整備をして、非常に何ていうんですか、

「いこいの村なみえ」の環境も周りの環境もよくなってきていると。

「道の駅なみえ」に関しても、ポケモンの公園ができたり、やっぱ

り周りの環境がよくなってきているんで、今後やっぱり相当伸びて

くる要素をたくさん持っている両施設なんで、ぜひ産業振興課のほ

うではきちっとした指導をしていただいて、浪江のために頑張って

いただきたいと思っています。 

   時間がなくなってきたんで、最後の肝心な質問に入ります。 
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   国際教育研究拠点の誘致について。 

   すなわち、今いろいろ言われているところなんですが、この誘致

に関しては、私だけではないと思うんですが、これが失敗するか成

功するかによって、浪江町の将来は確実に左右されるというように

私は認識しているんです。 

   本来の意味の復興というのは、やはり人口を増やさないと復興に

ならないというのが、私は一丁目一番地だと思っているんです。も

しこれが誘致できるようであれば、人口倍増、３倍増というような

可能性が非常に高いものになると思うんです。要は、１番の質問に

入ってきますが、このまま読むと、新聞によれば５月10日までに提

案する意向を示した市町村は、本施設で９市町、仮事務所で８市町

のようです。５月31日に調査票を提出した市町についてどのくらい

の数になっているのかというのを把握しているかどうか、まずご質

問します。 

○議長（佐々木恵寿君） 成井副町長。 

○副町長（成井 祥君） ご質問にお答えいたします。 

   ５月31日までに調査票を提出した市と町でございますけれども、

５月10日までに意向表明を行いました際と同様、本施設については

９の市と町が、仮事務所については８の市と町が調査票を提出した

と聞いてございます。 

○議長（佐々木恵寿君） 11番、渡邉泰彦君。 

○11番（渡邉泰彦君） そうすると、予定どおりそのまま調査票を出し

ているという状況でいいんですね。 

   そこで、この立地施設及び設定の指定に関しては、５月26日の全

員協議会で副町長から丁寧なご説明がありまして、私どももほとん

ど理解できたなというふうに思っています。 

   今後の日程も書いてあったんですが、６月から７月に現地調査及

びヒアリングの実施を予定しているんだということが書いてありま

すが、その日程的なものはこのとおりなのか。それともう一個は、

町としてこの調査ヒアリングの準備というのは万全になっているの

かなということをお聞きしたいと思います。 

○議長（佐々木恵寿君） 成井副町長。 

○副町長（成井 祥君） ご質問にお答えいたします。 

   ４月15日に設置しましたプロジェクトチームを中心に準備を進め

ておりまして、現地調査及びヒアリングの際に、福島国際研究機構

と共に復興を成し遂げたいという思いと、当町の強みや現状をしっ

かりと説明できるよう、準備に万全を期してまいります。 

○議長（佐々木恵寿君） 11番、渡邉泰彦君。 
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○11番（渡邉泰彦君） 心強いご答弁ありがとうございます。 

   これちょっと新聞の資料をちょっと見ながらお話しさせていただ

きますけれども、調査項目というのが箇条書きになっております。

ちょっと上からずっと、私何回も見たんですけれども、浪江町の誘

致する場所に関して、これに当てはまらないものがないんです。こ

れ全てに当てはまっている。だからこの調査項目の中で多分町とし

て回答に困るものはないというふうに私は思っています。 

   この中で、国際教育研究拠点の有識者会議の中の地元自治体の担

うべき役目という項目が実はありまして、その中で、地方自治体の

強い積極性が求められているという、あやふやといったらおかしい

けれども、漠然としたものが、がしっと書いてあるんです。何が地

元自治体の強い積極性なのかというふうなことを考えると、いろん

なことが考えられます。この調査項目の中には書いてはないんです。

なくても有識者会議のほうの35ページのほうには書いてあります。 

   先ほど、２番議員のほうから、ちょっとご提案というか、横断幕

とか垂れ幕とか、そういったものを出したらどうだというご提案を

紺野議員がされたと思うんですけれども、その辺は今できないんだ

みたいな形で、副町長もお答えしたんですけれども、例えば、国際

教育機構を浪江町にと、そんなような横断幕とかそういうものも、

これを見ると地元自治体の強い積極性に見えてしまうのかなとか、

いろんなふうにとれる、今の話はちょっと語弊があるんですけれど

も、いろんなものにとれるものがあって、何かこれを見ると、調査

項目を見ると、恐らくほかの市町村で、これ全部書ける市町村とか

いないのかなと思ったんです。 

   浪江の場合は、全部これも書けるんで、その時点でもうアドバン

テージっていうか、その辺が出てくるのかな、なんてちょっと想定

しておいて、さらにとどめではないんですが、そういう積極性があ

れば、何ていうんですかね、誘致にとどめを刺すみたいな、そうい

う感じになるんじゃないかと思うんですけれども、その辺、副町長、

その積極性を見せるというのにはどういう準備をしていますか。 

○議長（佐々木恵寿君） 成井副町長。 

○副町長（成井 祥君） お答えいたします。 

   積極性というふうな観点でありますけれども、これは熱意という

ようなところにつながるというふうに考えているところでございま

す。 

   先般の提案内容でございますけれども、地元の受入れ態勢という

ようなところがございますけれども、機構に立地に関する機運の高

まりを正しく伝えていくということがポイントになると考えており
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ます。 

   こうした点におきましては、浪江町におきましては、商工会が中

心となって有識者を交えた意見交換を行っているというようなこと

と、また４月28日に有識者10団体の皆様が一丸となって、機構をぜ

ひ当町へ誘致してほしいというふうな思いがこもった要望をいただ

いたところであります。 

   また、役場の体制でございますけれども、先般ご説明しましたよ

うに、誘致に向けたプロジェクトチームを設置し、各課とも連携し

ながら全庁を挙げて取り組んでいるところでありますけれども、機

構の立地が決定した際には、町職員を機構に派遣すること、また体

制の強化を決定することをしっかりと伝えてまいりたいと考えてお

ります。 

   いずれにしましても、原子力災害からの復興を成し遂げたいとい

う町の熱い思い、それから、円滑な機構立地に向け、行政や関係団

体がスクラムを組み、オール浪江で協力していく考えをしっかりと

伝えてまいります。 

○議長（佐々木恵寿君） 11番、渡邉泰彦君。 

○11番（渡邉泰彦君） ちょっと弱い気がします。 

   あの、ほかの市町村も多分同じようなことをやっているんです。

いろんな団体が誘致をお願いしますというふうな、あれと連携を結

んだとかっていうのがあるんですけれども、心配しているっていう

ことではないんですが、一番最初に冒頭に申したとおり、オーバー

に言えば浪江の存亡がかかっているものだと思うんです。 

   今の人口の、2,000人までは達していないんですが、この体制で

50年、100年、浪江町が持続可能な社会になれるというのは、もう

あり得ないと思うんで、そこはやっぱり人口を増やしながら規模を

拡大していって、さらにコンパクトにして人口を増やすという手法

しか生き残る道はないと思っているんです。 

   副町長も、県のほうでご活躍いただいたと思うんで、多分この計

画の重要性というのは、相当分かっているんだろうと思っています。

それに期待もしているところも我々にはもちろんあるんですが、や

はり本当に誘致に向けて、石橋を叩くではないんですが、やはり確

実に持ってこれるように、やっぱりまだまだ、あと１か月ぐらいあ

るんで、いろんな手法を探っていただきたいというのが私の希望な

んです。 

   ３番目の質問にちょっと関連してくるんですが、本施設と仮事務

所というふうに、別々に、何ていうんですか、応募ができるという

か、そういうシステムになったみたいなんです。それで、この国際
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教育機構の、要するに福島国際教育研究機構に関しては、そもそも

の考え方が分散型では駄目だというのは一番最初にあったんですよ。

それはなぜかというと、ここがハブになって、そこから周りに影響

していくから、絶対その機構自体は分散では駄目なんだという考え

で、多分ずっとやってきたわけです。それが、２つに、仮事務所と

本事務所を分けてというか、例えば、浪江がもし仮に本施設に決ま

ったとしたら、別に仮事務所は大熊町でもいいよね、双葉町でもい

いよねというふうにこれとれちゃうんです。だから、本施設とその

仮事務所が一緒のところでないから駄目だという、そこも変えてい

るんですよね。その辺、副町長、この辺のニュアンスというか、計

画の整合性とするとどうなのかなとちょっと考え方を持っていれば

お聞きします。 

○議長（佐々木恵寿君） 成井副町長。 

○副町長（成井 祥君） お答えいたします。 

   県からの提案照会におきましては、本施設の候補地と仮事務所の

候補物件の整合性は特に問われておりません。 

   しかしながら、本施設が順次建設、開所されていくことを踏まえ

ますと、例えば、本施設候補地と仮事務所とが近く行き来がしやす

いこと、機構職員の生活環境及び通勤環境がよいこと、東京方面か

ら仮事務所への交通アクセスがよく出張等がしやすいこと、役場と

の連携が取りやすいことなどを総合的に踏まえますと、それらの要

件が重要であると考えます。 

   当町の提案は、それらの要件を全て満たしており、本施設及び仮

事務所両方を誘致すべく、全力で取り組んでまいります。 

○議長（佐々木恵寿君） 11番、渡邉泰彦君。 

○11番（渡邉泰彦君） ちょっと今分かりにくかったんですけれども、

要は浪江とすれば、両方一括だという考え方でいいんですね。 

○議長（佐々木恵寿君） 成井副町長。 

○副町長（成井 祥君） お答えいたします。 

   こちら、議員ご心配されていますように、仮事務所と本施設が

別々になった場合は、仮事務所のほうに数年、本施設がいずれ行っ

てしまうんではないかというようなご心配かと思いますけれども、

浪江といたしましては、仮事務所と本施設は一体、こちら当然連動

していくものというふうに考えておりますので、両方しっかり誘致

していくといった考えでございます。 

○議長（佐々木恵寿君） 11番、渡邉泰彦君。 

○11番（渡邉泰彦君） 分かりました。 

   質問というよりも、今副町長がおっしゃった、両方を分けるんじ
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ゃなくて、両方とも浪江に持ってくるんだと意気込みでやっていた

だいて、国のやっていることなんで、途中で計画を変更するなんて

いうのは当たり前にやっている、いままでの計画からすると。 

   例えば、本施設は、じゃ浪江でいいですよと、双葉、大熊に仮事

務所でいいですよっていうふうに、仮にもし決まったとすると、仮

事務所の考え方をどんどんどんどん膨らませていって、その中の一

部は仮事務所のほうにやりますよ、みたいな考え方になるのは、今

までの経験からするとあり得るんで、最後になりますが、ぜひ両方

とも浪江に誘致するんだという意気込みでやっていただきたいと思

います。 

   終わります。 

○議長（佐々木恵寿君） 町長。 

○町長（吉田数博君） ただいまの質問の中で、様々なご指摘をいただ

きました。議員各位が心配しておられる、期待をしているこの機構

の誘致については、町の命運を左右するものだというふうに理解を

し、プロジェクトチームは、実は２年前から設置をして対策を練っ

てきた案件であります。この中で、先ほどの質問の中で、その地域

の積極性、例えば熱意の表し方が弱いというご指摘をいただきまし

たが、今ここで発表する場合も、そういったことがちょっと控えな

ければならない案件もございますので、我々職員、あるいは議員、

議会含めて、しっかりとこのプロジェクトの重さは十分に認識をし

ております。 

   その中で、本施設と仮事務所はあくまでも一体だと。できるなら

ば近くにということで、是が非でもこの案件は成功していきたい、

いくべきであるし、いかなければならないというふうに理解をして

おりますので、私の任期は８月４日でございますが、県に全てヒア

リング、あるいは現地調査含めて、私の責任でやる状況でございま

すので、しっかりと取り組んでまいります。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（佐々木恵寿君） 以上で11番、渡邉泰彦君の一般質問を終わり

ます。 

───────────────────────────────── 

◎散会の宣告 

○議長（佐々木恵寿君） 以上で本日の日程は全部終了しました。 

   本日はこれで散会します。 

（午後 ２時４４分） 
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───────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（佐々木恵寿君） おはようございます。 

   ただいまの出席議員数は16人であります。 

   定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

（午前 ９時００分） 

───────────────────────────────── 

◎議事日程の報告 

○議長（佐々木恵寿君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりで

す。 

───────────────────────────────── 

◎請願・陳情の付託 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第１、請願・陳情の付託を行います。 

   今期定例会において受理した請願１件は、会議規則第92条第１項

の規定により、お手元に配付した請願・陳情文書表のとおり、所管

の常任委員会に付託します。 

   なお、所管常任委員会は、会期中に審議の上、議長宛てに報告願

います。 

───────────────────────────────── 

◎議案第４０号から報告第５号の一括上程、説明 

○議長（佐々木恵寿君） お諮りします。日程第２、議案第40号 浪江

町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正に

ついてから日程第21、報告第５号 令和３年度浪江町水道事業会計

予算繰越計算書についてまでを一括議題としたいと思います。ご異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 異議なしと認めます。 

   よって、日程第２、議案第40号から日程第21、報告第５号までを

一括議題とします。 

   日程第２、議案第40号 浪江町会計年度任用職員の給与及び費用

弁償に関する条例の一部改正についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

○町長（吉田数博君） おはようございます。 

   議案第40号 浪江町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す

る条例の一部改正についてご説明いたします。 

   高度の専門的知識または技術もしくは経験を有する会計年度任用

職員を任用するため、職員の級及び号給に関する規定について所要
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の改正を行うものであります。 

   詳細については、総務課長に説明させます。 

○議長（佐々木恵寿君） 総務課長。 

○総務課長（横山秀樹君） それでは、議案資料によりご説明いたしま

す。 

   １ページをご覧ください。 

   ２の主な内容ですが、第５条の改正は２級で採用する会計年度任

用職員の給料表の種類及び号給上限を追加するものであり、別表の

改正は行政職等級別基準職務表に２級で採用すべき基準となる職務

及び想定される職種を追加するものであります。 

   ３、施行期日ですが、この改正条例は公布の日から施行とするも

のであります。 

   次に、２ページをご覧ください。 

   以降は新旧対照表になりますので、参考にしていただきたいと思

います。 

   説明は以上です。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第３、議案第41号 土地の取得について

を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

○町長（吉田数博君） 議案第41号 土地の取得についてご説明いたし

ます。 

   本案は、浪江都市計画一団地の復興再生拠点市街地形成施設事業

に伴い、宅地等を取得するに当たり、議会の議決に付すべき契約及

び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、議会の議

決を求めるものであります。 

   詳細については、建設課長に説明させます。 

○議長（佐々木恵寿君） 建設課長。 

○建設課長（戸浪義勝君） それでは、議案書によりご説明をいたしま

す。 

   １、取得の目的、浪江都市計画一団地の復興再生拠点市街地形成

施設事業。 

   ２、取得する土地、別紙、浪江都市計画一団地の復興再生拠点市

街地形成事業取得明細書のとおり。 

   ３、取得予定価格、１億69万7,940円。 

   ４、取得の方法、売買契約。 

   ５、取得の相手方、福島県双葉郡浪江町大字権現堂字新町４番地、

斉藤英信。 



- 81 - 

   続きまして、別紙をご覧ください。 

   こちらが取得の明細書でございます。 

   番号１の双葉郡浪江町大字権現堂字矢沢町50番ほか９筆でござい

ます。面積は合計6,390平米です。 

   続きまして、議案資料１をご覧ください。 

   取得の土地の位置図でございます。 

   赤く塗られたところが今回の対象地でございます。左側のほうに

青い文字で権現堂字矢沢町と書いてありますが、そこのところがふ

れあいセンターでございます。その赤く塗られたところの上、権現

堂字塚越及び権現堂字一丁田と書いてあるところが、地番振ってあ

りますが、位置的にはそこがＪＲ常磐線となります。 

   説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第４、議案第42号 物品購入契約の締結

について（消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）購入）を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

○町長（吉田数博君） 議案第42号 物品購入契約の締結についてご説

明いたします。 

   本案は、消防ポンプ自動車購入について、地方自治法第234条第

１項の規定による指名競争入札により落札者となった東部産業株式

会社自動車部、代表取締役、菊池一隆と契約をするに当たり、議会

の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条

の規定に基づき、議会の議決を求めるものであります。 

   詳細については、総務課長に説明させます。 

○議長（佐々木恵寿君） 総務課長。 

○総務課長（横山秀樹君） それでは、議案書をご覧ください。 

   １、契約の目的、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）購入。 

   ２、納入場所、浪江町大字下津島字原地内。 

   ３、契約の方法、指名競争入札。 

   ４、契約金額、2,046万円、うち、取引に係る消費税及び地方消

費税の額186万円。 

   ５、契約の相手方、福島県いわき市内郷綴町金谷15番地４、東部

産業株式会社自動車部、代表取締役、菊池一隆。 

   ６、納期、議会の議決を得た日から令和５年３月31日までとなり

ます。 

   次に、議案資料１をご覧ください。 

   消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）の概要になります。 

   車両は、１、車両の概要にありますとおり、ベース車両は消防専
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用車両、排気量約4,000cc、乗車定員６名、ポンプにつきましては、

２、ポンプの概要にありますとおり、主ポンプは高圧２段バランス

タービンポンプ、性能は規格省令に定めるＡ２級以上で、３の積載

品及び付属品を含めての購入となります。購入台数は１台で、配備

先は第３分団津島地区になります。 

   次に、議案資料２をご覧ください。 

   こちらは入札の執行結果表になりますので、参考にしてください。 

   説明は以上です。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第５、議案第43号 物品購入契約の締結

について（水槽付消防ポンプ自動車購入）を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

○町長（吉田数博君） 議案第43号 物品購入契約の締結についてご説

明いたします。 

   本案は、水槽付消防ポンプ自動車購入について地方自治法第234

条第１項の規定による指名競争入札により落札者となった東部産業

株式会社自動車部、代表取締役、菊池一隆と契約するに当たり、議

会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第

３条の規定に基づき、議会の議決を求めるものであります。 

   詳細については、総務課長に説明させます。 

○議長（佐々木恵寿君） 総務課長。 

○総務課長（横山秀樹君） それでは、議案書をご覧ください。 

   １、契約の目的、水槽付消防ポンプ自動車購入。 

   ２、納入場所、浪江町大字幾世橋字六反田地内。 

   ３、契約の方法、指名競争入札。 

   ４、契約金額、3,591万5,000円、うち、取引に係る消費税及び地

方消費税の額326万5,000円。 

   ５、契約の相手方、福島県いわき市内郷綴町金谷15番地４、東部

産業株式会社自動車部、代表取締役、菊池一隆。 

   ６、納期、議会の議決を得た日から令和５年３月31日までとなり

ます。 

   次に、議案資料１をご覧ください。 

   水槽付消防ポンプ自動車の概要になります。 

   車両は、１、車両の概要にありますとおり、ベース車両は消防専

用車両、排気量約5,000cc、乗車定員６名、ポンプにつきましては、

２、ポンプの概要にありますとおり、主ポンプは高圧２段バランス

タービンポンプ、性能は規格省令に定めるＡ２級以上で、３、積載

品及び付属品を含めての購入となります。購入台数は１台で、配備
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先は第７分団、役場の消防団のほうになります。 

   次に、議案資料２をご覧ください。 

   こちらは入札執行の結果表でございますので、参考にしていただ

ければと思います。 

   説明は以上です。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第６、議案第44号 工事請負契約の締結

について（育苗施設建築工事）を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

○町長（吉田数博君） 議案第44号 工事請負契約の締結についてご説

明いたします。 

   本案は、育苗施設建築工事について、地方自治法第234条第１項

の規定による制限付一般競争入札により落札者となったクボタアグ

リサービス株式会社、代表取締役、飯塚智浩と契約を締結するに当

たり、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する

条例第２条の規定に基づき、議会の議決を求めるものであります。 

   詳細については、農林水産課長に説明させます。 

○議長（佐々木恵寿君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（金山信一君） 議案書によりご説明いたします。 

   １、契約の目的、育苗施設建築工事。 

   ２、施工箇所、浪江町大字苅宿字鹿畑地内。 

   ３、契約の方法、制限付一般競争入札。 

   ４、契約金額、６億6,440万円、うち、取引に係る消費税及び地

方消費税の額6,040万円。 

   ５、契約の相手方、兵庫県尼崎市浜一丁目１番１号、クボタアグ

リサービス株式会社、代表取締役、飯塚智浩。 

   ６、工期、議会の議決を得た日から令和５年１月31日。 

   次に、議案資料１をご覧ください。 

   当工事は、建築、電気、機械、生産機械設備、外構を含む一括発

注となります。 

   概要図となります。 

   左側の工事概要の表をご覧ください。 

   建築工事として３施設整備します。 

   まず、図面でピンク色で示している機械棟の構造は鉄骨造で、階

数は１階、面積は898.26平米となります。 

   次に、図面では水色で示している緑化棟の構造は鉄骨ハウスで、

階数は１階、面積は283.5平米です。 

   次に、図面では緑色で示している硬化棟の構造はパイプハウスと
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なり、４連棟が５、３連棟が１の合計23棟、6,574.32平米となりま

す。 

   関連工事として、電気設備工事と機械設備工事、生産機械設備工

事、外構工事を実施し、内訳は表のとおりとなります。 

   機械設備の井戸はかん水用として１か所新設します。 

   外構工事の主なものとして舗装工事、アスファルト舗装4,353平

米、図面では黄色で示した範囲となります。 

   囲障工事として、ネットフェンス612メートルを施工し、図面で

は赤色の一点鎖線で示した延長となります。 

   次に、資料２をお開きください。 

   機械棟の平面図となります。 

   資料３をお開きください。 

   機械棟の立面図となります。 

   資料４をお開きください。 

   緑化棟の平面図と立面図となります。 

   資料５をお開きください。 

   硬化棟の４連棟について平面図と立面図となります。 

   資料６をお開きください。 

   生産機械主要設備と作業の流れを示したものとなります。 

   図面左側の番号①計量ユニットから右側の⑯硬化棟までの作業の

流れとなります。 

   下記の表は、主要設備とその役割を整理したものです。 

   その中でも規模の大きな設備としては、②の温湯消毒装置１台、

⑩の育苗箱自動積み重ね装置１台、⑬の育苗箱自動棚差装置１台、

⑰の育苗生産管理システム一式となります。 

   資料７をお開きください。 

   入札の結果表となります。 

   ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第７、議案第45号 売買契約の締結につ

いて（福島再生賃貸住宅津島地区）を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

○町長（吉田数博君） 議案第45号 売買契約の締結について（福島再

生賃貸住宅津島地区）についてご説明いたします。 

   本案は、津島地区に整備する町営住宅について、事業者との基本

協定書に基づき、代表事業者、積水ハウス株式会社東北シャーメゾ

ン支店、支店長、根本遵、グループ構成員、双葉不動産建設株式会

社、代表取締役、石田慎一と売買契約を締結するため、議会の議決
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に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定

に基づき、議会の議決を求めるものであります。 

   詳細については、住宅水道課長に説明させます。 

○議長（佐々木恵寿君） 住宅水道課長。 

○住宅水道課長（木村順一君） 議案書により説明いたします。 

   契約の目的、福島再生賃貸住宅津島地区。 

   設置場所、浪江町大字下津島字松木山地内。 

   契約の方法、随意契約（公募型プロポーザル方式）。 

   契約金額、４億6,750万円、うち、取引に係る消費税及び地方消

費税の額4,250万円。 

   契約の相手方、代表事業者、宮城県仙台市青葉区本町二丁目16番

10号、積水ハウス株式会社東北シャーメゾン支店、支店長、根本遵、

グループ構成員、福島県双葉郡浪江町大字権現堂字上続町18番地２、

双葉不動産建設株式会社、代表取締役、石田慎一。 

   引渡期限、議会の議決を得た日から令和５年３月15日。 

   次に、議案資料１をご覧ください。 

   上段は、南側上空から見た全体パースになります。１つの区画の

面積は229平米から263平米で、左列の１区画と９区画が２ＬＤＫ、

ほか８棟は３ＬＤＫとなる予定です。９区画の上側にあります建屋

は、井戸、ポンプ、貯水槽などの給水施設です。 

   下段は、住宅を４方向から見たイメージ図であります。 

   資料２をご覧ください。 

   上段が２ＬＤＫのプランの例で、下段が３ＬＤＫプランの例であ

ります。 

   資料３をご覧ください。 

   事業者選定の説明資料です。 

   業者の選定方法は、公募型プロポーザル方式です。選定された事

業者は関係機関と協議し、宅地造成及び住宅等整備のための設計、

宅地造成工事、住宅等の工事、工事監理業務などを行います。 

   プロポーザルに参加した事業者は、記載のとおり５事業者であり

ます。 

   審査結果につきましては、総合評価点数120点満点で、最高得点

の94.7点を獲得した代表事業者と売買契約を締結するものでありま

す。 

   説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第８、議案第46号 工事請負契約の変更

について（八竜内ため池環境保全整備工事）を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。 
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   町長。 

○町長（吉田数博君） 議案第46号 工事請負契約の変更についてご説

明いたします。 

   本案は、八竜内ため池環境保全整備工事について契約変更を行う

ものであります。 

   現在の契約金額は１億5,510万円ですが、3,641万7,700円を増額

し、１億9,151万7,700円に変更するものであります。 

   詳細については、農林水産課長に説明させます。 

○議長（佐々木恵寿君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（金山信一君） 議案書によりご説明いたします。 

   １、契約の目的、八竜内ため池環境保全整備工事。 

   ２、施工箇所、浪江町大字室原字樋迫地内。 

   ３、契約の方法、指名競争入札。 

   ４、契約金額、変更前、１億5,510万円、うち、取引に係る消費

税及び地方消費税の額1,410万円。変更後、１億9,151万7,700円、

うち、取引に係る消費税及び地方消費税の額1,741万700円。 

   ５、契約の相手方、福島県双葉郡浪江町大字牛渡字竹の花52番地、

双葉グリーン土木株式会社、代表取締役、室原泰仁。 

   ６、工期、令和３年９月15日から令和４年10月31日です。 

   次に、議案資料１をご覧ください。 

   変更の理由でございます。 

   施工前調査の結果、八竜内第２ため池で、施工対策範囲外に放射

性物質濃度が高い範囲があることが判明したため、対策面積を増加

します。仮排水口にて地下水対策を実施いたしましたが、掘削工に

必要な支持地盤の確保が困難なことから、仮設工として地盤改良工

を増工します。施工実績により耐候性大型土のう及び固化剤散布を

増加します。 

   内訳は、変更内容の表のとおりとなります。 

   次に、議案資料２をお開きください。 

   八竜内第２ため池の平面図となります。 

   今回の工事の当初設計に当たり、根拠とした調査点の調査結果の

数字は黒字で示しています。一方、工事発注後に調査したポイント

と調査結果を青字で示しています。その結果、基準より高い数字が

施工範囲外に確認されたことから、緑色で示したエリアを追加し、

その面積は281平米となります。 

   次に、掘削工に必要な支持地盤の確保が困難なことから、オレン

ジ色で示したエリアを仮設工として地盤改良工を増工します。面積

は928平米となります。 
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   説明は以上となります。ご審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第９、議案第47号 工事請負契約の変更

について（山田ため池環境保全整備工事）を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

○町長（吉田数博君） 議案第47号 工事請負契約の変更についてご説

明いたします。 

   本案は、山田ため池環境保全整備工事について契約変更を行うも

のであります。 

   現在の契約金額は１億6,280万円ですが、744万9,200円を増額し、

１億7,024万9,200円に変更するものであります。 

   詳細については、農林水産課長に説明させます。 

○議長（佐々木恵寿君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（金山信一君） 議案書によりご説明いたします。 

   １、契約の目的、山田ため池環境保全整備工事。 

   ２、施工箇所、浪江町大字室原字山田地内。 

   ３、契約の方法、指名競争入札。 

   ４、契約金額、変更前、１億6,280万円、うち、取引に係る消費

税及び地方消費税の額1,480万円。変更後、１億7,024万9,200円、

うち、取引に係る消費税及び地方消費税の額1,547万7,200円。 

   ５、契約の相手方、福島県双葉郡浪江町大字幾世橋字辻前12番地

２、横山建設株式会社、代表取締役社長、横山佳弘。 

   ６、工期、令和３年９月15日から令和４年10月31日まで。 

   次に、議案資料１をご覧ください。 

   変更の理由でございます。 

   施工前調査の結果、施工対策範囲外に放射性物質濃度が高い範囲

があることが判明したため、対策面積を増加します。施工実績によ

り無機系凝集剤を増加します。 

   内容は、変更内容の表のとおりとなります。 

   次に、議案資料２をお開きください。 

   山田ため池の平面図となります。 

   今回の工事の当初設計に当たり、根拠とした調査点の調査の結果

の数字は黒字で示しています。一方、工事発注後に調査したポイン

トと調査結果を青字で示しています。その結果、基準より高い数字

が施工範囲外に確認されたことから、赤色で示したエリアを追加し、

その面積は261平米となります。青色で着色した範囲については、

当初ポンプ浚渫で行う予定でしたが、水深が確保できないため、バ
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ックホウ掘削へと変更します。面積は64平米となります。 

   説明は以上となります。ご審議のほど、よろしくお願いします。 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第10、議案第48号 工事請負契約の変更

について（丈六公園整備工事その２）を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

○町長（吉田数博君） 議案第48号 工事請負契約の変更についてご説

明いたします。 

   本案は、丈六公園整備工事その２について、契約変更を行うもの

であります。 

   現在の工期は令和４年６月30日ですが、令和４年12月28日に変更

するものであります。 

   詳細については、建設課長に説明させます。 

○議長（佐々木恵寿君） 建設課長。 

○建設課長（戸浪義勝君） それでは、議案書によりご説明をいたしま

す。 

   １、契約の目的、丈六公園整備工事その２。 

   ２、施工箇所、浪江町大字高瀬字丈六地内。 

   ３、契約の方法、指名競争入札。 

   ４、契約金額、３億2,780万円、うち、取引に係る消費税及び地

方消費税の額2,980万円。 

   ５、契約の相手方、福島県双葉郡浪江町大字権現堂字上蔵役目17

番地１、株式会社泉田組、代表取締役、泉田征慶。 

   ６、工期、変更前、令和３年６月15日から令和４年６月30日を変

更後、令和３年６月15日から令和４年12月28日とするものです。 

   続きまして、議案資料をご覧ください。 

   理由書です。 

   変更内容をご覧ください。 

   工期の変更です。 

   本工事において、４月27日に展望台下の階段を設置するため掘削

をしましたところ空洞を発見し、こちらが埋蔵文化財であることが

判明いたしました。 

   文化財は、丈六古墳群、横穴墓２か所であるとのことです。こち

らは文化財調査の対象で、詳細な調査が必要となりました。そのた

め、埋蔵文化財調査及び残工事に約６か月ほど時間を要することが

見込まれるため、当初の工期内の完成が難しくなったことから、工

期を変更したいとするものです。 

   変更前、令和４年６月30日、変更後、令和４年12月28日です。 
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   説明は以上です。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第11、議案第49号 調停の申立てについ

てを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

○町長（吉田数博君） 議案第49号 調停の申立てについてご説明いた

します。 

   本案は、福島第一原子力発電所の事故に起因して町が負担した行

政経費について、東京電力ホールディングス株式会社に対して損害

賠償を求めたものの、一部の支払いに応じないことから、原子力損

害賠償紛争解決センターへ調停の申立てを行うに当たり、地方自治

法第96条第１項第12号の規定により議会の議決を求めるものであり

ます。 

   詳細については、企画財政課長に説明させます。 

○議長（佐々木恵寿君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（吉田厚志君） それでは、議案によりご説明させてい

ただきます。 

   １、調停の申立て先、東京都港区西新橋一丁目５番13号、原子力

損害賠償紛争解決センター。 

   ２、調停の申立ての相手方の住所及び氏名、東京都千代田区内幸

町一丁目１番３号、東京電力ホールディングス株式会社、代表執行

役社長、小早川智明。 

   ３、申立ての要旨、町は、相手方に対して福島第一原子力発電所

事故に起因して町が負担した行政経費として算定した５億2,998万

8,788円のうち、一部支払いに合意した額等控除すべき額を除いた

額及び申立てに係る代理人に要する費用を支払うよう調停を求める。 

   ４、申立ての方針、（１）弁護士、井上航を代理人と定める。 

   （２）町は、本調停において適当と認める条件で相手方と和解す

ることができる。 

   議案資料をご覧ください。 

   こちらは平成24年度行政経費の請求等の状況を表にしたものでご

ざいます。 

   まず、営業損害に準ずる損害ということで12万3,760円。こちら

は主にしらうめ荘の利用者に対する利用料還付金となっております。 

   次に、追加的費用３億3,479万7,506円。こちらは主に事務所移転

に伴う経費ということで、役場機能を移転した際の経費などとなっ

ております。 

   続きまして、東電に代わって負担した経費１億9,506万7,522円。
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こちらは双葉地方広域市町村圏組合の負担金等となってございます。 

   合計が５億2,998万8,788円となっております。 

   説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第12、議案第50号 令和４年度浪江町一

般会計補正予算（第１号）を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

○町長（吉田数博君） 議案第50号 令和４年度浪江町一般会計補正予

算（第１号）についてご説明いたします。 

   本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億4,919万

8,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を329億8,119万8,000円とす

るものであります。 

   詳細については、企画財政課長に説明させます。 

○議長（佐々木恵寿君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（吉田厚志君） それでは、予算書事項別明細書により

ご説明いたします。 

   ８ページをお開きください。 

   まず、歳入の主なものからご説明させていただきます。 

   款14国庫支出金、項１国庫負担金、目２衛生費国庫負担金1,643

万9,000円の増につきましては、４回目ワクチン接種に係る国庫負

担金の増によるものでございます。 

   款14国庫支出金、項２国庫補助金、目１総務費国庫補助金8,205

万4,000円の増につきましては、主に福島再生加速化交付金（帰

還・移住等環境整備）の対象事業の増によるもので、水道水不安解

消事業、陶芸の杜おおぼり外構整備事業、水道施設整備事業、埋蔵

文化財等収蔵施設整備事業の増によるものでございます。 

   目２民生費国庫補助金1,370万5,000円の増につきましては、子育

て世帯生活支援特別給付金給付事業の増によるものでございます。 

   目３衛生費国庫補助金２億534万2,000円の増につきましては、こ

ちらは主に節３の環境保全費国庫補助金の増でございまして、主に

対象事業の増によるもので、水素民生産業利用サプライチェーン構

築及び需給調整実証事業の増によるものでございます。 

   款14国庫支出金、項３委託金、目１総務費委託金9,715万2,000円

の増につきましては、陶芸の杜おおぼり機能回復事業の増によるも

のでございます。 

   款18繰入金、項２基金繰入金、目１財政調整金繰入金4,051万

9,000円の増につきましては、財源不足分の調整のため繰入金額を

増加しているものでございます。 
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   目２浪江町復旧・復興基金繰入金1,000万8,000円の減につきまし

ては、こちら対象事業費の変更によるもので、室原防災拠点整備事

業費の充当減の分と旧二本松事務所解体工事費の充当分の差額を計

上させていただいております。 

   目７浪江町帰還・移住等環境整備交付金基金繰入金３億3,002万

4,000円の減につきましては、主に室原防災拠点整備事業費の減額

によるものでございます。 

   款20諸収入、項４雑入、目１雑入3,288万5,000円の増につきまし

ては、原子力損害賠償金ということとなっておりまして、平成24年

度法人住民税及び償却資産に係る固定資産税減収分を計上しており

ます。 

   続きまして、10ページからは歳出のご説明となります。 

   款２総務費、項１総務管理費、目３財政管理費3,288万6,000円の

増につきましては、先ほど歳入でご説明させていただきました原子

力損害賠償金を浪江町行財政長期安定化基金のほうに積み立てるも

のでございます。 

   目５財産管理費１億1,154万円の増につきましては、二本松事務

所解体工事費の増によるものでございます。 

   目７情報管理費1,444万2,000円の増につきましては、行政手続オ

ンライン化対応業務委託料となっておりまして、内容につきまして

は、特に国民の利便性向上に資する手続のうち、子育て関係、介護

関係の一部の手続についてマイナポータルからマイナンバーを用い

て申請を可能とするため、機器の追加、各種システムの改修を行う

ものでございます。 

   続きまして、款３民生費、項２児童福祉費、目６子育て世帯生活

支援特別給付金給付事業費1,370万5,000円の増でございますが、こ

ちら節18負担金補助及び交付金で、子育て世帯支援特別給付金の増

でございまして、内容につきましては、住民税非課税の子育て世帯

に対象児童１人当たり５万円を給付する事業となっております。 

   次に、11ページ、款４衛生費、項１保健衛生費、目２予防費

2,252万9,000円の増につきましては、主に節12委託料の新型コロナ

ワクチン接種委託料の増でございまして、事業内容は４回目の新型

コロナウイルスワクチンを避難先で接種した方に係る接種委託料と

なっております。 

   次に、款４衛生費、項３上水道費、目１上水道費5,078万8,000円

の増につきましては、主に14工事請負費のボーリング工事の増加で

ございまして、室原１か所、立野２か所、南津島１か所の井戸掘削

及びポンプ設置の工事費となっております。 
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   続きまして、12ページをお開きください。 

   款４衛生費、項４環境保全費、目１ゼロカーボン推進費２億円の

増につきましては、水素エネルギーの利活用促進について実証事業

としての水素民生産業利用サプライチェーン構築及び需給調整実証

事業の委託料の増となっております。 

   続きまして、款７商工費、項１商工費、目２商工振興費１億

2,011万8,000円の増につきましては、陶芸の杜おおぼりに係る修繕

及び外構工事の増でございます。 

   13ページをお開きください。 

   款９消防費、項１消防費、目４防災対策費４億4,203万2,000円の

減につきましては、防災拠点整備工事及び工事監理委託料の減によ

るものでございます。 

   最後に、５ページにお戻りください。 

   ５ページは、第２表、継続費の補正でございます。 

   まず、変更でございますが、款６農林水産業費、項２農業土木費、

事業名、八竜内ため池環境保全整備工事、同じく款６農林水産業費、

項２農業土木費、事業名が山田ため池環境保全整備工事につきまし

て、施工実績等により、右の表のとおり変更をするものでございま

す。 

   次に、追加でございますが、款９消防費、項１消防費、事業名が

防災拠点工事監理委託、同じく款９消防費、項１消防費、事業名が

防災拠点建築工事につきましては、事業の進捗状況により、令和

４年度と令和５年度にわたり事業を実施する必要があるため、表の

とおり継続費を設定するものでございます。 

   説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第13、議案第51号 令和４年度浪江町国

民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

○町長（吉田数博君） 議案第51号 令和４年度浪江町国民健康保険事

業特別会計補正予算（第１号）についてご説明いたします。 

   本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ19万5,000円を

追加し、歳入歳出予算の総額を34億6,940万6,000円とするものです。 

   詳細については、健康保険課長に説明させます。 

○議長（佐々木恵寿君） 健康保険課長。 

○健康保険課長（西 健一君） それでは、予算書事項別明細書により

ご説明申し上げます。 

   ６ページをお開きください。 
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   まず、歳入でございます。 

   款４県支出金、項１県補助金、目１保険給付費等交付金19万

5,000円の増につきましては、国民健康保険被保険者が新型コロナ

ウイルス感染症により療養した際の傷病手当金の支給に要した費用

について、特別調整交付金にて全額交付されるものでございます。 

   次に、７ページでございますが、こちらは歳出でございます。 

   款２保険給付費、項６傷病手当金、目１傷病手当金19万5,000円

の増につきましては、新型コロナウイルス感染症等により療養し、

労務に服することのできない国民健康保険被保険者で、給与の支払

いを受けていた者に対して傷病手当金でございます。 

   説明は以上でございます。ご審議のほど、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第14、議案第52号 令和４年度浪江町水

道事業会計補正予算（第１号）を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

○町長（吉田数博君） 議案第52号 令和４年度浪江町水道事業会計補

正予算（第１号）についてご説明いたします。 

   本案は、水道事業資本的収入990万1,000円の増額、資本的支出

1,414万6,000円の増額をするものであります。 

   詳細につきましては、住宅水道課長に説明させます。 

○議長（佐々木恵寿君） 住宅水道課長。 

○住宅水道課長（木村順一君） 補正予算説明資料によりご説明いたし

ます。 

   ９ページをお開きください。 

   上の段、資本的収入になります。 

   款１水道事業資本的収入、項４補助金、目１補助金990万1,000円

の増は町からの補助金で、配水管整備工事のための収入であります。 

   次に、下の段、資本的支出になります。 

   款１水道事業資本的支出、項１建設改良費、目３配水設備改良費

1,414万6,000円の増は工事請負費で、配水管布設の工事であります。 

   説明は以上であります。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第15、同意第２号 浪江町固定資産評価

審査委員会委員の選任についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

○町長（吉田数博君） 同意第２号 浪江町固定資産評価審査委員会委

員の選任についてご説明いたします。 
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   本案は、令和４年７月31日をもって任期満了となります３名の浪

江町固定資産評価審査委員会委員の選任について、地方税法第423

条第３項の規定により、議会の同意を求めるものであります。 

   今回、同意を求める愛澤格氏と吉田公明氏の両名は、地方行政に

精通し、税務職員としての経験もあります。 

   佐々木啓氏は、土地家屋調査士であり、土地家屋事務に精通され

た方であります。 

   この３名の方々は、固定資産評価及び審査委員会の公平性の確保

に適任と考えておりますので、よろしくご賛同くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第16、同意第３号 教育委員会教育長の

任命についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

○町長（吉田数博君） 同意第３号 教育委員会教育長の任命について

ご説明いたします。 

   本案は、教育委員会教育長の任期満了に伴い、地方教育行政の組

織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により任命するため、

議会の同意を得るものであります。 

   笠井氏の略歴については、資料に記載のとおりでありますが、現

在まで教育長として教育行政の復興にご尽力いただいているところ

であり、特になみえ創成小学校・中学校における同一校舎の環境を

生かした小・中連携強化による特色ある学習環境への取組に奔走い

ただいているところであります。 

   笠井氏は、今後も復興の力となる教育、地域の力を生み出す教育

を目指し、引き続きご尽力いただきたいと考えておりますので、議

員各位のご賛同をよろしくお願い申し上げます。 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第17、報告第１号 令和３年度浪江町一

般会計継続費繰越計算書についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

○町長（吉田数博君） 報告第１号 令和３年度浪江町一般会計継続費

繰越計算書についてご説明いたします。 

   本件は、令和３年度において、地方自治法第212条第１項の規定

に基づき設定した継続費に係る予算の繰越しについて、同法施行令

第145条第１項の規定により、別紙計算書のとおり報告するもので

あります。 

   詳細については、企画財政課長に説明させます。 
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○議長（佐々木恵寿君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（吉田厚志君） それでは、令和３年度浪江町一般会計

継続費繰越計算書のほうをご覧いただきたいと思います。 

   表に記載の事業につきましては、全て継続費を設定の上、契約を

締結し、事業を実施中でございますが、事業の進捗などにより令和

３年度中の支払いが発生しなかったものにつきまして、令和４年度

に繰越しをするものでございます。 

   まず、１行目、款６農林水産業費、項１農業費、事業名が畜産施

設建築実施設計業務につきましては、１億4,640万円を翌年度に繰

り越すものでございます。 

   次に、２行目、款６農林水産業費、項１農業費、事業名が畜産施

設敷地伐採業務につきましても、9,583万2,000円を翌年度に繰り越

すものでございます。 

   説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第18、報告第２号 令和３年度浪江町一

般会計継続費繰越計算書について（事故繰越し）を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

○町長（吉田数博君） 報告第２号 令和３年度浪江町一般会計継続費

繰越計算書についてご説明いたします。 

   本件は、令和３年度において、地方自治法第220条第３項ただし

書の規定に基づき行った事故繰越について、同法施行令第150条第

３項の規定により、別紙計算書のとおり報告するものであります。 

   詳細につきましては、企画財政課長に説明させます。 

○議長（佐々木恵寿君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（吉田厚志君） それでは、令和３年度浪江町一般会計

継続費繰越計算書（事故繰越し）をご覧いただきたいと思います。 

   款７商工費、項１商工費、事業名、南産業団地造成工事につきま

しては、令和元年度から３年度で継続費を設定しておりまして、令

和４年３月31日が工期末でございました。しかし、３月16日に発生

しました福島県沖地震の影響により工期を延長したことに伴いまし

て、14億1,270万1,000円を翌年度へ繰り越すものでございます。 

   説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第19、報告第３号 令和３年度浪江町一

般会計繰越明許費繰越計算書についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

○町長（吉田数博君） 報告第３号 令和３年度浪江町一般会計繰越明
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許費繰越計算書についてご説明いたします。 

   本件は、令和３年度において、地方自治法第213条第１項の規定

に基づき設定した繰越明許費に係る予算の繰越しについて、同法施

行令第146条第２項の規定により、別紙計算書のとおり報告するも

のであります。 

   詳細については、企画財政課長に説明させます。 

○議長（佐々木恵寿君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（吉田厚志君） それでは、令和３年度浪江町一般会計

繰越明許費繰越計算書をご覧いただきたいと思います。 

   こちらの表につきましては、左から款、項、事業名、金額となっ

ておりまして、このうち、翌年度へ繰り越す金額を記載しておりま

す。そこから右側につきましては、財源内訳を記載しております。 

   表のとおり、合計15事業につきまして、合計金額７億9,543万

7,000円を令和４年度へ繰り越すものでございます。 

   説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第20、報告第４号 令和３年度浪江町公

共下水道事業特別会計事故繰越し繰越計算書についてを議題としま

す。 

   提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

○町長（吉田数博君） 報告第４号 令和３年度浪江町公共下水道事業

特別会計事故繰越し繰越計算書についてご説明いたします。 

   本件は、令和３年度において、地方自治法施行令第150条第３項

の規定に基づき繰り越したもので、別紙計算書のとおり報告するも

のであります。 

   詳細については、住宅水道課長に説明させます。 

○議長（佐々木恵寿君） 住宅水道課長。 

○住宅水道課長（木村順一君） それでは、事故繰越し繰越計算書によ

りご説明いたします。 

   款１公共下水道事業費、項１公共下水道事業費、事業名、公共下

水道災害復旧事業、表の中ほどにあります翌年度繰越額2,000万円、

内容につきましては、令和３年２月に発生しました福島県沖地震に

伴い被災した管渠の災害復旧事業であります。 

   財源内訳は、基金からの繰入金666万円と災害復旧国庫負担金

1,334万円で、国庫負担金につきましては、事業完了後額が確定と

なり請求となりますので、未収入特定財源となります。 

   復旧箇所につきましては、令和３年度に実施した川添地区の下水

道災害復旧工事により復旧予定でしたが、令和４年３月16日の地震
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により被災したため、再施工を実施するとともに、工期の延長を行

っております。 

   説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第21、報告第５号 令和３年度浪江町水

道事業会計予算繰越計算書についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

○町長（吉田数博君） 報告第５号 令和３年度浪江町水道事業会計予

算繰越計算書についてご説明いたします。 

   本件は、令和３年度における建設改良費の一部を地方公営企業法

第26条第１項及び第２項のただし書の規定に基づき繰り越したもの

で、同条第３項の規定により、別紙計算書のとおり報告するもので

あります。 

   詳細については、住宅水道課長に説明させます。 

○議長（佐々木恵寿君） 住宅水道課長。 

○住宅水道課長（木村順一君） それでは、予算繰越計算書によりご説

明いたします。 

   款１水道事業資本的支出、項１建設改良費、事業名、落合浪江線

石綿管布設替え工事、繰越額は2,420万円、事業名、仲ノ森加倉線

石綿管布設替え工事、繰越額は5,304万円、事業名、満開橋橋梁添

架管更新工事、繰越額5,608万円、事業名、苅野取水場水質計器更

新工事、繰越額910万円、事業名、小野田配水管基本設計業務委託、

繰越額1,130万4,000円、事業名、小野田配水場基本設計及び詳細設

計業務委託、繰越額4,253万7,000円。 

   各事業における理由につきましては、記載のとおりでございます。 

   説明は以上であります。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐々木恵寿君） 議案第41号について建設課長から発言の訂正

の申出がありますので、これを許可したいと思います。 

   建設課長。 

○建設課長（戸浪義勝君） 議案第41号をご準備ください。 

   先ほどの説明の中で２番の取得する土地の別紙明細書の読み上げ

の中で、後半部分、市街地形成施設事業の「施設」が抜けて説明を

してしまいました。正しくは、別紙浪江都市計画一団地の復興再生

拠点市街地形成施設事業取得明細書のとおりでございます。 

   訂正をして、おわびを申し上げます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐々木恵寿君） それでは、以上で提案理由の説明が終わりま

した。 

───────────────────────────────── 
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◎延会について 

○議長（佐々木恵寿君） お諮りします。質疑については、14日に行う

こととし、本日の会議はこれで延会したいと思います。これにご異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 異議なしと認めます。 

   よって、本日はこれで延会することに決定しました。 

   14日は、午前９時から本会議を開きますので、ご参集願います。 

───────────────────────────────── 

◎延会の宣告 

○議長（佐々木恵寿君） 本日はこれで延会します。 

（午前１０時００分） 
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───────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（佐々木恵寿君） おはようございます。 

   報道機関等から撮影の申出があります。これを許可したいと思い

ますのでご了承ください。 

   ただいまの出席議員数は16人であります。 

   定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

（午前 ９時００分） 

───────────────────────────────── 

◎議事日程の報告 

○議長（佐々木恵寿君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりで

す。 

───────────────────────────────── 

◎議案第４０号の質疑、討論、採決 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第１、議案第40号 浪江町会計年度任用

職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正についてを議題と

します。 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 質疑なしと認めます。 

   質疑を終わります。 

   これより討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 討論なしと認めます。 

   討論を終わります。 

   これより議案第40号 浪江町会計年度任用職員の給与及び費用弁

償に関する条例の一部改正についてを採決します。 

   採決は起立により行います。 

   本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［起立全員］ 

○議長（佐々木恵寿君） 起立全員であります。 

   よって、議案第40号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────── 

◎議案第４１号の質疑、討論、採決 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第２、議案第41号 土地の取得について

を議題とします。 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

   16番、紺野榮重君。 
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○16番（紺野榮重君） 16番、紺野榮重です。 

   今までの土地の買収というふうなことで、１億円台というふうな

ものはなかったんではないのかなというふうな、高額なわけであり

ますけれども、宅地のこの単価、田んぼの単価を教えていただきた

いと思います。 

○議長（佐々木恵寿君） 建設課長。 

○建設課長（戸浪義勝君） それでは、お答えをいたします。 

   まず、別紙、取得の明細書をご覧ください。 

   番号の１から３まで、登記地目が田でございますが、こちらにつ

きましては、単価が平米当たり１万9,100円でございます。また、

番号４から６、こちらの宅地につきましては、平米当たり２万

1,900円でございます。また、番号７から10までのこちらの田につ

きましては、平米当たり１万9,600円でございます。 

   以上です。 

○議長（佐々木恵寿君） 16番、紺野榮重君。 

○16番（紺野榮重君） 再質問します。 

   土地の取得する範囲というふうなものはどうなっているかという

ふうなことと、それから買収の面積、そして予算的なことはどのく

らいなのか、お伺いいたします。 

○議長（佐々木恵寿君） 建設課長。 

○建設課長（戸浪義勝君） 土地の買収の範囲でございますが、今回の

一団地の事業区域内でございます。 

   また、対象の面積でありますが、買収対象は約7.1ヘクタールで

ございます。 

   また、予算につきましては、本年度、用地費としまして22億

6,800万円ほど計上しております。 

   以上です。 

○議長（佐々木恵寿君） ほかに質疑ありませんか。 

   ５番、小澤英之君。 

○５番（小澤英之君） 何点か質問させていただきます。 

   まず、１つは、仮契約の中で面積は公簿なのか、実測をしての面

積になるのか。 

   それから、２点目ですけれども、現状、駅の脇で、特に今まで使

っていた製造会社、そういったもので、結構いろいろな現状として

は置いてあるのかなと。したがって、更地での取得なのか。その更

地に当たってはどちらが費用負担等を行うのか、この点をお聞かせ

いただきたいと思います。 

   それから、その別紙のほうで登記地目、田んぼとか農地、宅地と
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いうふうなことで、現況が、先ほど言いましたとおり、農地にはな

っていないのかなと。現況でいきますと宅地とかこういうふうな状

況なのかなと。したがいまして、ご存じかと思うんですが、農地の

場合、農地以外にする場合は転用と、工場の許可が必要になってい

るかというふうに思うんですが、工場の許可は既に取られているの

か。取られていて地目が変わっていなかったのか。その辺は調査を

されたかどうか。 

   それと、今後取得してやった場合、農地が転用されていなかった

というふうな場合に、今回の事業では都市計画を認可された、変わ

ったというふうなことで、今後は転用の許可が必要なくなるのかど

うか。 

   それから、地権者、それと取得の相手方なんですが、議案ではお

一人のお名前が記載されています。ちょっと別件で登記情報を見ま

したところ、10筆のうち７筆が議案の方で、３筆については共有に

なっているというふうな状況です。具体的には、番号の１から３の

農地について、４人の方、取得の相手方が５分の２の持分というふ

うな登記情報になっているんですが、この件に関して、そういった

持分の方との契約とかその辺はどうなっているのか、併せてお聞か

せいただきたい。 

   以上です。 

○議長（佐々木恵寿君） 建設課長。 

○建設課長（戸浪義勝君） まず、面積につきましては、登記簿の面積

で、標準の登記簿表示の面積でございます。 

   続きまして、更地にする場合ということですが、当然、上物につ

きましては補償の対象となりますので、その利用されている方、上

物が個人のもので、土地と上物の所有者が同じであれば、当然補償

費の対象、また、上物と土地が別の者であれば、その所有者に移転

費用を払って更地にしていただくというふうなことになります。 

   また、登記地目につきましては、農地でありますけれども、現況

は宅地ということで、宅地並み課税としております。契約の上では、

宅地として買わせていただいております。 

   また、転用の５条の許可は得ているのかというようなことでござ

いますけれども、もう既に資材置場として利用されておりますので、

既に転用の許可を取っていて、ただ地目の変更だけないというよう

なことでございます。 

   あと、転用が必要かということでございますが、転用は、許可は

もう既に取っておりますので、転用は必要がないかと思います。 

   また、地権者の件につきましては、地権者、今議員おただしのよ
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うに、明細書１から３の田につきましては、地権者の、この方は

５分の２の持分ということであります。そのほかの方につきまして

も同意を得ているということでご理解ください。よろしくお願いし

ます。 

○議長（佐々木恵寿君） ５番、小澤英之君。 

○５番（小澤英之君） そういたしますと、その議案の５番、取得の相

手方お一人の名前というふうなことはどうなんですか。整合性が取

れているんですか。 

○議長（佐々木恵寿君） 建設課長。 

○建設課長（戸浪義勝君） あくまでこちらは個人に対する契約となり

ますので、そのほかの持分の方にはおのおのの契約をしていただい

ているというようなことでございます。よろしくお願いします。 

○議長（佐々木恵寿君） よろしいですか。 

   建設課長。 

○建設課長（戸浪義勝君） それぞれの持分によって契約を、例えばＡ

さんという方であれば、平米は、面積は同じですけれども、持分が

５分の１であれば、５分の１ずつの契約をそれぞれの個人にしてい

ただいているというふうなことでございます。 

○議長（佐々木恵寿君） ほかに質疑ありませんか。 

───────────────────────────────── 

○議長（佐々木恵寿君） 暫時休議します。 

（午前 ９時１２分） 

───────────────────────────────── 

○議長（佐々木恵寿君） 再開します。 

（午前 ９時１４分） 

───────────────────────────────── 

○議長（佐々木恵寿君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 質疑なしと認めます。 

   質疑を終わります。 

   これより討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 討論なしと認めます。 

   討論を終わります。 

   これより議案第41号 土地の取得についてを採決します。 

   採決は起立により行います。 

   本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［起立全員］ 
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○議長（佐々木恵寿君） 起立全員であります。 

   よって、議案第41号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────── 

◎議案第４２号の質疑、討論、採決 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第３、議案第42号 物品購入契約の締結

について（消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）購入）を議題とします。 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

   16番、紺野榮重君。 

○16番（紺野榮重君） 16番、紺野榮重です。 

   消防ポンプの自動車の更新なんですけれども、結構高額でありま

す。そういうふうな中で、この更新される基準は、年数とか距離数

とかあるでしょうけれども、そういうふうなところはどういうふう

になっているのか、お伺いいたします。 

○議長（佐々木恵寿君） 総務課長。 

○総務課長（横山秀樹君） お答えいたします。 

   20年を目安としまして、これに基づき更新計画を作成しておりま

す。 

   以上です。 

○議長（佐々木恵寿君） 16番、紺野榮重君。 

○16番（紺野榮重君） この更新される場合に、廃車されると思うんで

すけれども、これはどのような方法で処理されるのか、お伺いをい

たします。そして、再利用の考え、そういうふうなものはあるかど

うか、お伺いをいたします。 

○議長（佐々木恵寿君） 総務課長。 

○総務課長（横山秀樹君） お答えします。 

   廃車の関係ですが、こちらについては、基本的には買取り業者の

方が買い取ってくれる場合にはそちらのほうに買い取っていただい

ておりますし、あと払下げとかの希望があれば、行政区に払い下げ

たというようなこともございます。 

   以上です。 

○議長（佐々木恵寿君） ほかに質疑ありませんか。 

   ８番、佐々木茂君。 

○８番（佐々木 茂君） 津島に配備されると書いてありますけれども、

この管理運営について、今のところ帰還困難区域であり、来年３月

に解除を目指しているということなんですが、消防団員の方は要る

のか、要らないのか、ちょっと管理運営の方法についてお聞かせい

ただきたいと思います。 

○議長（佐々木恵寿君） 総務課長。 
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○総務課長（横山秀樹君） 津島配備の管理運営の方法ということでご

ざいますが、基本は津島の分団のほうに管理運営をしていただくこ

とになります。団員の方たちですけれども、定期的に訓練とか見回

りで町のほうに戻っていらっしゃいますので、その時点で車の点検

とか、あるいは始動とかそういった形で車の維持管理はしていただ

くようになります。 

○議長（佐々木恵寿君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 質疑なしと認めます。 

   質疑を終わります。 

   これより討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 討論なしと認めます。 

   討論を終わります。 

   これより議案第42号 物品購入契約の締結について（消防ポンプ

自動車（ＣＤ－Ⅰ型）購入）を採決します。 

   採決は起立により行います。 

   本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［起立全員］ 

○議長（佐々木恵寿君） 起立全員であります。 

   よって、議案第42号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────── 

◎議案第４３号の質疑、討論、採決 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第４、議案第43号 物品購入契約の締結

について（水槽付消防ポンプ自動車購入）を議題とします。 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 質疑なしと認めます。 

   質疑を終わります。 

   これより討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 討論なしと認めます。 

   討論を終わります。 

   これより議案第43号 物品購入契約の締結について（水槽付消防

ポンプ自動車購入）を採決します。 

   採決は起立により行います。 

   本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［起立全員］ 
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○議長（佐々木恵寿君） 起立全員であります。 

   よって、議案第43号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────── 

◎議案第４４号の質疑、討論、採決 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第５、議案第44号 工事請負契約の締結

について（育苗施設建築工事）を議題とします。 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

   16番、紺野榮重君。 

○16番（紺野榮重君） 16番、紺野榮重です。 

   この育苗施設の対象としているこの面積はどのくらいなのか。あ

るいは例えば箱数ですればどのくらいなのか、お伺いをいたします。 

   それから、それは誰が維持管理は誰がやるのか、お伺いをいたし

ます。 

○議長（佐々木恵寿君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（金山信一君） ご質問にお答えします。 

   育苗施設の受益面積としては300ヘクタールを予定しております。

処理能力といたしましては、６万箱の苗を生産する能力がございま

す。 

   管理運営についてでございますが、今後公募により運営者を選定

してまいりたいと考えております。 

   以上でございます。 

○議長（佐々木恵寿君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 質疑なしと認めます。 

   質疑を終わります。 

   これより討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 討論なしと認めます。 

   討論を終わります。 

   これより議案第44号 工事請負契約の締結について（育苗施設建

築工事）を採決します。 

   採決は起立により行います。 

   本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［起立全員］ 

○議長（佐々木恵寿君） 起立全員であります。 

   よって、議案第44号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────── 

◎議案第４５号の質疑、討論、採決 
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○議長（佐々木恵寿君） 日程第６、議案第45号 売買契約の締結につ

いて（福島再生賃貸住宅津島地区）を議題とします。 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 質疑なしと認めます。 

   質疑を終わります。 

   これより討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 討論なしと認めます。 

   討論を終わります。 

   これより議案第45号 売買契約の締結について（福島再生賃貸住

宅津島地区）を採決します。 

   採決は起立により行います。 

   本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［起立全員］ 

○議長（佐々木恵寿君） 起立全員であります。 

   よって、議案第45号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────── 

◎議案第４６号の質疑、討論、採決 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第７、議案第46号 工事請負契約の変更

について（八竜内ため池環境保全整備工事）を議題とします。 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 質疑なしと認めます。 

   質疑を終わります。 

   これより討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 討論なしと認めます。 

   討論を終わります。 

   これより議案第46号 工事請負契約の変更について（八竜内ため

池環境保全整備工事）を採決します。 

   採決は起立により行います。 

   本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［起立全員］ 

○議長（佐々木恵寿君） 起立全員であります。 

   よって、議案第46号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────── 

◎議案第４７号の質疑、討論、採決 
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○議長（佐々木恵寿君） 日程第８、議案第47号 工事請負契約の変更

について（山田ため池環境保全整備工事）を議題とします。 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 質疑なしと認めます。 

   質疑を終わります。 

   これより討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 討論なしと認めます。 

   討論を終わります。 

   これより議案第47号 工事請負契約の変更について（山田ため池

環境保全整備工事）を採決します。 

   採決は起立により行います。 

   本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［起立全員］ 

○議長（佐々木恵寿君） 起立全員であります。 

   よって、議案第47号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────── 

◎議案第４８号の質疑、討論、採決 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第９、議案第48号 工事請負契約の変更

について（丈六公園整備工事 その２）を議題とします。 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

   10番、髙野武君。 

○10番（髙野 武君） １点だけ伺います。 

   今回、埋蔵文化財であることが判明したという記載がありますけ

れども、町には埋蔵文化財等の地区別にそのような資料があると伺

ったような記憶がございますけれども、今回、要するにその資料に

基づいて、当然いろんな計画があったとは思いますけれども、その

資料、そのものに埋蔵文化財の丈六公園に記載がありましたのか、

その辺をちょっと伺いたいと思います。 

○議長（佐々木恵寿君） 建設課長。 

○建設課長（戸浪義勝君） 丈六公園内には、数か所、埋蔵文化財の分

布図としてのエリアの表示がございますが、今回の場所につきまし

ては、そのエリア外でありました。 

   以上です。 

○議長（佐々木恵寿君） 10番、髙野武君。 

○10番（髙野 武君） 文化財の記載があって、当然その敷地内にあっ

たということは、前々から想定はできたと思うんですけれども、そ
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の辺に関しての見解、工事をするに当たって、要するにそれが事前

に分かっていれば、もっと事前に計画書を作る場合に参考にはでき

なかったのか、その辺ちょっとどうなのかと思いますので、その辺

を伺いたいと思います。 

○議長（佐々木恵寿君） 建設課長。 

○建設課長（戸浪義勝君） 丈六公園内でも、文化財が埋蔵してあるだ

ろうというエリアは、それぞれポイントポイントで表示がされてお

ります。今回の階段設置予定の場所につきましては、その文化財の

表示のエリア外でありましたので、今回はそのまま工事をしたとい

うところでございます。 

○議長（佐々木恵寿君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 質疑なしと認めます。 

   質疑を終わります。 

   これより討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 討論なしと認めます。 

   討論を終わります。 

   これより議案第48号 工事請負契約の変更について（丈六公園整

備工事 その２）を採決します。 

   採決は起立により行います。 

   本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［起立全員］ 

○議長（佐々木恵寿君） 起立全員であります。 

   よって、議案第48号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────── 

◎議案第４９号の質疑、討論、採決 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第10、議案第49号 調停の申立てについ

てを議題とします。 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 質疑なしと認めます。 

   質疑を終わります。 

   これより討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 討論なしと認めます。 

   討論を終わります。 

   これより議案第49号 調停の申立てについてを採決します。 
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   採決は起立により行います。 

   本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［起立全員］ 

○議長（佐々木恵寿君） 起立全員であります。 

   よって、議案第49号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────── 

◎議案第５０号の質疑、討論、採決 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第11、議案第50号 令和４年度浪江町一

般会計補正予算（第１号）を議題とします。 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 質疑なしと認めます。 

   質疑を終わります。 

   これより討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 討論なしと認めます。 

   討論を終わります。 

   これより議案第50号 令和４年度浪江町一般会計補正予算（第

１号）を採決します。 

   採決は起立により行います。 

   本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［起立全員］ 

○議長（佐々木恵寿君） 起立全員であります。 

   よって、議案第50号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────── 

◎議案第５１号の質疑、討論、採決 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第12、議案第51号 令和４年度浪江町国

民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）を議題とします。 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 質疑なしと認めます。 

   質疑を終わります。 

   これより討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 討論なしと認めます。 

   討論を終わります。 

   これより議案第51号 令和４年度浪江町国民健康保険事業特別会

計補正予算（第１号）を採決します。 
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   採決は起立により行います。 

   本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［起立全員］ 

○議長（佐々木恵寿君） 起立全員であります。 

   よって、議案第51号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────── 

◎議案第５２号の質疑、討論、採決 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第13、議案第52号 令和４年度浪江町水

道事業会計補正予算（第１号）を議題とします。 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 質疑なしと認めます。 

   質疑を終わります。 

   これより討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 討論なしと認めます。 

   討論を終わります。 

   これより議案第52号 令和４年度浪江町水道事業会計補正予算

（第１号）を採決します。 

   採決は起立により行います。 

   本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［起立全員］ 

○議長（佐々木恵寿君） 起立全員であります。 

   よって、議案第52号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────── 

◎同意第２号の質疑、採決 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第14、同意第２号 浪江町固定資産評価

審査委員会委員の選任についてを議題とします。 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 質疑なしと認めます。 

   質疑を終わります。 

   これより同意第２号 浪江町固定資産評価審査委員会委員の選任

についてを採決します。 

   採決は個別に起立により行います。 

   まず、愛澤格氏について同意することに賛成の諸君の起立を求め

ます。 

［起立全員］ 
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○議長（佐々木恵寿君） 起立全員であります。 

   よって、愛澤格氏については同意することに決定しました。 

   次に、吉田公明氏について同意することに賛成の諸君の起立を求

めます。 

［起立全員］ 

○議長（佐々木恵寿君） 起立全員であります。 

   よって、吉田公明氏については同意することに決定しました。 

   次に、佐々木啓氏について同意することに賛成の諸君の起立を求

めます。 

［起立全員］ 

○議長（佐々木恵寿君） 起立全員であります。 

   よって、佐々木啓氏については同意することに決定しました。 

   以上、同意第２号については原案のとおり同意することに決定し

ました。 

───────────────────────────────── 

◎同意第３号の質疑、採決 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第15、同意第３号 教育委員会教育長の

任命についてを議題とします。 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

───────────────────────────────── 

○議長（佐々木恵寿君） 暫時休憩します。 

（午前 ９時３２分） 

───────────────────────────────── 

○議長（佐々木恵寿君） 再開します。 

（午前 ９時３４分） 

───────────────────────────────── 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第15、同意第３号 教育委員会教育長の

任命についてを議題とします。 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 質疑なしと認めます。 

   質疑を終わります。 

   これより同意第３号 教育委員会教育長の任命についてを採決し

ます。 

   採決は起立により行います。 

   本案を原案のとおり同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［起立全員］ 

○議長（佐々木恵寿君） 起立全員であります。 



- 116 - 

   よって、同意第３号は原案のとおり同意することに決定しました。 

───────────────────────────────── 

◎報告第１号の質疑 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第16、報告第１号 令和３年度浪江町一

般会計継続費繰越計算書についてを議題とします。 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 質疑なしと認めます。 

   質疑を終わります。 

   以上で報告第１号を終わります。 

───────────────────────────────── 

◎報告第２号の質疑 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第17、報告第２号 令和３年度浪江町一

般会計継続費繰越計算書について（事故繰越し）を議題とします。 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 質疑なしと認めます。 

   質疑を終わります。 

   以上で報告第２号を終わります。 

───────────────────────────────── 

◎報告第３号の質疑 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第18、報告第３号 令和３年度浪江町一

般会計繰越明許費繰越計算書についてを議題とします。 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 質疑なしと認めます。 

   質疑を終わります。 

   以上で報告第３号を終わります。 

───────────────────────────────── 

◎報告第４号の質疑 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第19、報告第４号 令和３年度浪江町公

共下水道事業特別会計事故繰越し繰越計算書についてを議題としま

す。 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 質疑なしと認めます。 

   質疑を終わります。 

   以上で報告第４号を終わります。 
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───────────────────────────────── 

◎報告第５号の質疑 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第20、報告第５号 令和３年度浪江町水

道事業会計予算繰越計算書についてを議題とします。 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 質疑なしと認めます。 

   質疑を終わります。 

   以上で報告第５号を終わります。 

───────────────────────────────── 

◎請願・陳情審査報告 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第21、請願・陳情審査報告を議題としま

す。 

───────────────────────────────── 

◎請願第３号の委員長報告、質疑、討論、採決 

○議長（佐々木恵寿君） 請願第３号 福島県最低賃金の引き上げと早

期発効を求める意見書提出請願書を議題とします。 

   付託中の委員会から、お手元に配付のとおり審査報告書が提出さ

れております。 

   事務局長に朗読をさせます。 

［事務局長朗読］ 

○議長（佐々木恵寿君） ただいま朗読のとおりです。 

   所管委員長から趣旨説明をお願いします。 

   産業・建設常任委員会委員長、紺野則夫君、登壇でお願いします。 

   紺野則夫君。 

 

［産業・建設常任委員長 紺野則夫君登壇］ 

○産業・建設常任委員長（紺野則夫君） それでは、ご説明を申し上げ

ます。 

   本件は、先ほどの福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める

意見書提出請願書の審査結果に基づき、意見書の提出が妥当と認め

られることからご提案申し上げる次第でございます。よろしくお願

いいたします。 

○議長（佐々木恵寿君） 以上で、趣旨説明が終わりました。 

   これより委員長報告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 質疑なしと認めます。 

   質疑を終わります。 
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   これより討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 討論なしと認めます。 

   これより請願第３号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求

める意見書提出請願書を採決します。 

   採決は起立により行います。 

   この請願に対する委員長の報告は採択です。 

   この請願について、委員長報告のとおり採択することに賛成の諸

君の起立を求めます。 

［起立全員］ 

○議長（佐々木恵寿君） 起立全員であります。 

   よって、請願第３号については採択することに決定しました。 

───────────────────────────────── 

◎発議第２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第22、発議第２号 原子力損害賠償紛争

審査会による「中間指針」の見直しを求める意見書（案）を議題と

します。 

   事務局長に朗読をさせます。 

［事務局長朗読］ 

○議長（佐々木恵寿君） 提出者から提案理由の説明を求めます。 

   提出者、紺野則夫君、登壇でお願いします。 

   紺野則夫君。 

［７番 紺野則夫君登壇］ 

○７番（紺野則夫君） それでは、提案理由の説明を申し上げます。 

   事務局長朗読のとおりでございます。 

   皆様の賛同よろしくお願いいたします。 

○議長（佐々木恵寿君） 以上で提案理由の説明が終わりました。 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 質疑なしと認めます。 

   質疑を終わります。 

   これより討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 討論なしと認めます。 

   討論を終わります。 

   これより発議第２号 原子力損害賠償紛争審査会による「中間指

針」の見直しを求める意見書（案）を採決します。 

   採決は起立により行います。 
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   本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［起立全員］ 

○議長（佐々木恵寿君） 起立全員であります。 

   よって、発議第２号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────── 

◎発議第３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第23、発議第３号 福島県最低賃金の引

き上げと早期発効を求める意見書（案）を議題とします。 

   事務局長に朗読をさせます。 

［事務局長朗読］ 

○議長（佐々木恵寿君） 提出者から提案理由の説明を求めます。 

   提出者の紺野則夫君、登壇でお願いします。 

   紺野則夫君。 

［７番 紺野則夫君登壇］ 

○７番（紺野則夫君） それでは、提案理由の説明を申し上げます。 

   事務局長朗読のとおりでございます。 

   よろしくお願いいたします。 

○議長（佐々木恵寿君） 以上で提案理由の説明が終わりました。 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 質疑なしと認めます。 

   質疑を終わります。 

   これより討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 討論なしと認めます。 

   討論を終わります。 

   これより発議第３号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求

める意見書（案）を採決します。 

   採決は起立により行います。 

   本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［起立全員］ 

○議長（佐々木恵寿君） 起立全員であります。 

   よって、発議第３号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────── 

◎委員会の閉会中の継続審査又は調査の申し出について 

○議長（佐々木恵寿君） 日程第24、委員会の閉会中の継続審査又は調

査の申し出についてを議題とします。 

   各常任委員会委員長及び議会運営委員会委員長並びに各特別委員
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会委員長から、お手元に配付した申出書のとおり、閉会中の継続審

査または調査の申出があります。 

   お諮りします。各委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査

または調査に付することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（佐々木恵寿君） 異議なしと認めます。 

   よって、各委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査または

調査とすることに決定しました。 

   以上で、今期定例会に付された事件は全て終了しました。 

───────────────────────────────── 

◎町長挨拶 

○議長（佐々木恵寿君） ここで、町長から発言を求められております

ので、これを許可します。 

   町長。 

○町長（吉田数博君） 今期定例会が閉会されるに当たり、一言ご挨拶

を申し上げます。 

   議員各位におかれましては、去る６月７日の本定例会開会以来、

熱心にご審議を賜り、ご提案いたしました全ての議案についてご賛

同をいただきましたこと、厚く御礼を申し上げます。 

   このたび上程させていただいた議案は全て重要ではありますが、

議案第44号の育苗施設の建築工事は、昨年完成し、稼働を開始した

カントリーエレベーターに続き整備するものであり、震災によりか

つての農家の営農再開が困難となり、営農者が減少した当町での水

稲作付に必要不可欠な施設であります。 

   さらには、議案第45号の津島地区に整備いたします復興再生賃貸

住宅につきましては、一番広い帰還困難区域を抱える津島地区にお

いて、コミュニティー再生に向けた住環境の整備であります。 

   審議の過程でいただきました貴重なご意見、ご提言につきまして

は、今後、町政執行に十分生かしてまいる所存でございます。 

   また、このたびの一般質問では、今後のまちづくりにおける重要

課題について、提案を含めご質問をいただきました。特に、福島国

際研究教育機構の誘致に関し、熱い思いと有意なご提案をいただき

ました。今後の町の復興のため非常に重要な案件であり、誘致に向

けた認識は議員各位と同じでございます。本機構はイノベーショ

ン・コースト構想の核となるものであり、当町のみならず、被災12

市町村の復興のエンジンとなるものと理解しております。誘致の成

否が浪江町の復興を左右するものであり、持続可能なまちづくりを

目指す上で非常に重要な機構誘致となりますので、職員一丸となっ
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て全力で取り組んでまいります。 

   また、帰還困難区域の避難指示解除に向けて、特定復興再生拠点

区域である室原、末ノ森、津島地区の準備宿泊に向けて、７月中旬

を目指して住民説明会を予定しております。 

   拠点外についても、今後、住民説明会の開催を予定するなど、一

歩ずつではありますが、帰還困難区域の避難指示解除に向け取り組

んでまいります。 

   町政執行に当たって、課題山積の状況にございますが、議員各位

のご理解、ご協力の下、しっかりと町民福祉の向上と復興創生の達

成を目指し、全力を尽くしてまいります。 

   結びに、梅雨を迎え、体調管理が難しい季節になります。議員各

位におかれましては、健康にご留意をいただき、ご活躍いただきま

すことをご祈念申し上げ、挨拶とさせていただきます。 

   令和４年６月14日、浪江町長、吉田数博。 

───────────────────────────────── 

◎閉会の宣告 

○議長（佐々木恵寿君） 以上をもって、本日の会議を閉じます。 

   これをもって、令和４年浪江町議会６月定例会を閉会します。 

（午前１０時００分） 
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